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世界設定











ウェネリス王国

　女神テルティオへの信仰心が厚い民らの住まう、四季の気候がはっきりした自然豊かな王政国。

　女神の加護により長く平和な時代が続いているが、自国の警備と魔物討伐のための騎士団が存在する。

　隣国ヘリンデア公国、北方の雪国フォーセン王国といった周辺国との交流が盛ん。




宗教観

　女神テルティオを主神としており、四季折々の祭りや式典、冠婚葬祭は女神の名の下に行われる。秋には豊穣を祝う収穫祭と式典が、各国の賓客と観光客を招いて盛大に行われる。結婚式は教会で純白のウェディングドレスを纏い、女神に愛を誓う。王家の霊廟を守る墓守の一族がいる。




女神の加護

　高貴な血筋の生まれや才能を持つ一部の人間は、女神の加護により魔法を使うことができる。魔法の強さは生まれつき決まっており、髪の色が明るいほど強い女神の加護を授かっているとされる。春夏秋冬の四属性に分類でき、加護を受けた人物の性格形成に多少の影響を与えている。魔法の力を持たない大多数の国民の生活は魔道具によって支えられている。




ウェネリス王家の四王子

　春の属性を持つ王太子ローデリアスから順番に、夏の第二王子シャルル、秋の第三王子カイン、冬の第四王子ルキウス。それぞれ強い加護を女神より授かっている。春の属性を持つ王の治世は穏やかなものになるとされ、王太子ローデリアスは次期国王として歓迎されている。いずれも見目麗しい青年で、兄弟仲は良い。
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「では、内密に探ります」

「ああ……すまない。君にしか頼めないことなんだ、ネル」

「はい、ローデリアス王太子殿下。お任せください」

　ネル・リネッタはそう言って深々と頭を下げた。右手が触れた騎士団服の心臓の位置には、護衛騎士だけに許された花と剣の特別な刺し繍しゅうがあしらわれている。

　ローデリアス・レグス・ウェネリス王太子の執務室の扉が閉められたのと同時に、ネルはくるりと踵を返した。

（と、お答えしたはいいものの。正直、困ったことになったな……）

　ネルの軍靴の音が、天井の高い廊下に小気味よく響く。

　四季の変化が楽しめるウェネリス国、季節は盛夏。廊下のアーチ窓から見える豊かな緑は、午後の強い日差しを反射してまぶしく輝いている。

　王城を囲むようにそびえる東西南北の塔はそれぞれ、北が第一王子で王太子でもあるローデリアス、東は第二王子シャルル、南が第三王子カイン、そして西が第四王子ルキウスの居住塔となっている。

　ネルは塔と塔を結ぶ長い廊下を進み、主人である第二王子シャルル・ウェネリス殿下が住む東の塔へと急いだ。

　急ぎ戻らねばネルの不在をシャルルに気づかれてしまう。それは密命を受けたネルにとって非常に不利だ。さいわい今の時間、彼は公務の真っ最中のはずで──。

「ネル？」

　しまった、と思ったときには、深緑色のドレスを着た令嬢が侍女を引き連れ、廊下の向こう側に凜と立っていた。

「シャルルさま」

　ネルは足早に主人に近づくと、その前で片膝をついた。

「ちょうどお迎えにあがるところでした。会談のほうは、無事に？」

「終わったわ。あなたったら、私を放ってどこへ行っていたの？　いま、南の塔から出てきたのが見えたけれど……もしかしてローデリアスお兄様のところへ？」

　我が主人ながら、さすがに鋭い。ネルは動揺を悟られないよう意識して表情を引き締め、あらかじめ用意していた言い訳をすらすらと答えた。

「いえ、じつはお腹の調子が少々。お見苦しい姿を見せるわけにはいかないと、騎士舎へ下がらせていただいておりました」

「まぁ、具合が悪かったの……。女性の身は大変だものね。もう大丈夫かしら？」

「ご心配をおかけしました」と口にしたネルは、見上げた主人のまぶしさに目を細めた。

　ネルの顔を覗き込むのは、長い睫まつ毛げに縁どられた大粒のエメラルドの瞳。そばかすのひとつもない白い肌は真珠よりもつややかで、小さく愛らしい唇はアプリコットの花弁のように淡く染まっている。髪飾りなどなくても華やかなオレンジの髪は、彼女が女神テルティオの特別な加護を受けて生まれた証だ。パニエでふんわり膨らませたドレスは公務のためにいつもより落ち着いたデザインだけれど、彼女が着ればどんなドレスも妖精の衣装のように可憐に見えてしまう。

　この美しすぎる女性がウェネリス王国の第二王子、シャルル・ウェネリスの魔法で変装した姿であることは、すべての国民が知る公然の事実なのだ。

「おそばを離れましたこと、どうかお許しください」

　ネルは白いレースの手袋に包まれたシャルルの手を取って、軽く口づけた。主人とその騎士だけに許された特別な挨拶だ。

「いいわ、許します」

　シャルルは顔をほころばせた。

「我が騎士、ネル・リネッタ。お立ちなさい。東の塔に帰りましょう。あなたの体調がよろしいのなら」

「はい。問題ございません、シャルルさま」

　並び立つと、ふたりの身長はちょうど同じくらいになる。

「シャルルさまは難しい会談をうまくまとめられたのですね。さすがでございます」

「そうよ、もっと褒めてちょうだい。芸術文化庁の長官も、ヘリンデア公国の親善大使も満足してお帰りになったわ。今日の公務はこれでおしまいよね？」

「ええ。……もしお疲れでないのなら、気分転換に少し外を歩きませんか。このまま中庭までご一緒いたします」

「本当？　久しぶりだわ、ネルとお散歩だなんて」

　ネルはすかさず侍女らに声をかけ、白いレースの日傘を彼女のために広げた。腕を組んで歩くふたりを、通り過ぎる城の誰もが微笑ましく見つめている。

　季節の花と緑があふれる王城の中庭には、噴水のある鑑賞池とそれを望む美しいガゼボがある。主人をそこまでエスコートしたネルは、胸元から取り出したシルクのハンカチーフを広げてベンチに敷いた。

「こちらへ、シャルルさま」

「ありがとう。あなたもお隣にどうぞ、ネル」

「いえ、私は」

「誰も見ていないからいいじゃない」

　侍女らは離れた回廊に待機しているから、ガゼボの中はネルとシャルルのふたりきりだ。

　ね、とかわいらしく小首を傾げられてしまっては、おねだりを聞くほかない。

　ネルは腰に佩いていた銀の剣をかたわらに置き、ふんわり広がるシャルルの美しいドレスを避けて慎重に腰掛けた。

「それで？　私になにか、相談事でもあった？」

　シャルルは噴水を眺めて言う。

「……お見通し、でしたか」

　ネルは気まずく視線を下げた。

「だって、こんなところにまで連れ出して。皆には聞かれたくない、言いづらいことなのでしょう？　そうね、お兄様から私へのお小言なら気にしなくていいのよ。ネルを通さず私に直接言うよう言ってやるわ」

「いいえ、シャルルさまが叱られたわけではありません。ローデリアス殿下はいつもシャルルさまのことを気にかけておられるだけで」

「ほら、やっぱりお兄様になにか言われたのね」

　しまった。ネルは口を横に引き結んだ。

　シャルルの言うとおり、王太子ローデリアスからの密命は、彼に関するものだった。

『第二王子シャルル・ウェネリスが、男性として機能するのかどうかを確認してほしい』──と。

　じつに繊細な問題である。

　なぜローデリアスがネルを指名したのかと考えるに、ネルの生家であるリネッタ家が代々、王族の護衛騎士を輩出してきた伝統と信頼ある家であること、それからネル自身が王子たちと幼なじみであることが理由だと推測された。

（きっとローデリアス殿下は、シャルルさまの女装癖を憂慮しておられるのでしょうね……）

　今年で二十四になるシャルルの類い稀な美貌は、たしかに性別を超越するものである。けれど肉体的には男性、おまけに彼はこの国の第二王子という高貴な身分の人間だ。

　来春に結婚を控えられた王太子殿下は、弟の女装趣味をどうにかやめさせたいとでも思ったのかもしれない。

（このことでお二人の間になにかわだかまりが残るようでは困るわ。なんとかうまく取り持ちたい……。そもそもシャルルさまは、どうして女性のお姿で過ごされるようになったのだっけ……）

　シャルルが美しい令嬢の姿でいることは、もはやネルにとって当たり前の日常である。

（もしかしたら女性を本来のご自分だと思っているのかもしれないし、はたまた性という枠にまったくこだわりがないのかも。そんな人に向かって、男性として機能するかどうかを訊ねるのは、ちょっと……）

　どのように声をかければシャルルの心を傷つけずに答えが得られるだろう。真面目すぎるくらいに真面目なネルは、この難問に真剣に向き合った。

「……シャルルさま。無礼を承知でひとつ、お訊ねしたいことがございます」

「なにかしら、改まって」

　鑑賞池の噴水がざっと吹き上がり、しぶきが水面を打つ。そのあとに訪れたのは、のどかな静寂だ。

「シャルルさまは……恋をしたことがおありでしょうか」

「なにを、ですって？」

「恋、です」

　羞恥が表情に出ないよう、ネルは眉間にぐっと力を入れた。

「たとえば、異性と口づけをしてみたいと思ったことはありますか？　それともすでに想う女性がいらっしゃるのでしょうか」

「唐突な問いね？」

　シャルルはエメラルド色の大きな瞳をぱちぱちと瞬いてネルを見ている。

「どうかお答えください。戯れの質問ではないのです」

「そう……？　たしかにネルは、いつだって真面目だものね」

　彼女はしばらく「うーん」と愛らしく小首を傾げて考えていた。

「恋、ね……困ったわ、なにをどう話そうかしら」

　シャルルはちらりとネルを流し見た。長い睫毛に縁どられた伏し目の色っぽいこといったら、長年一緒にいるネルですらどきどきしてしまうほどだ。

　ネルは小さく喉を鳴らして主人の言葉を待った。

「ふふ。ネルが訊きたいのはもしかして……私が『男性に興味がある』のか、それとも『女性が好き』なのか……ということなのかしら？」

　ネルは返答に詰まって、視線を下げた。

「はい、そのとおりです。度重なる無礼をお許しください」

「急にどうしたんだろう。ずっと一緒にいるのに、初めてだね。君とこんな話をするのは」

　男性の声。ネルはハッとして身を引いた。

　すぐ隣に座っていたシャルルを中心に、オレンジ色の光の風が渦巻いている。

　魔法の気配──女神の加護を持つ者だけが使える、強い魔法の力が可視化した風だ。

　光の渦は徐々に収束し、目も眩むほどの美女だった主人が本来の姿へ──男性のシルエットへと変貌していく。

（シャルルさまの本当のお姿……久しぶりに見る……）

　ネルは息を潜めて、きらきらとまぶしい魔法の風が収まるのを見守った。勢いを収めた風の中心に、宮廷服を絶妙に着崩した色っぽい男性が、長い脚を組んで座っている。

「君は魔法の風を見るのが好きだね、ネル」

　誰もの視線を奪う美女の姿をした主人は、またたく間に絶世の美青年へと変貌した。

　甘くて低い澄んだ声で名前を呼ばれると、まるで自分の名前が特別な宝石のように美しく聞こえる。

「シャルルさま」

「うん。ああ、頭が軽くなった」

　第二王子シャルル・ウェネリスは軽く首を振って髪を整えると、組んだ脚に頬杖をついて、つまらなさそうに目を細めた。

「で？　恋、だっけ？　そりゃ、キスするならかわいい女の子のほうがいいに決まってる。どう？　これで君の望む答えになっている？」

「は、はい。いえ、どう……でしょう。キ、キス……？」

「君こそどうなの？　誰かに恋をしたことはある？　口づけは？　手を握るくらいはしたかな」

「わ、私ですか？」

　まさかこちらに質問が返ってくるなんて。ネルはうろうろと視線を泳がせた。

「そのような……恋なんて。ましてや殿方と、口づけだなんて……」

　言いつつ、つい彼の唇に視線を向けてしまう。口紅を塗ってもいないのにしっとり潤っている薄い唇。あれに触れられたらさぞ心地いいだろうと、想像してしまったのがいけなかったかもしれない。

「興味はあるんだね」

　シャルルがずいっと距離を詰めてくる。同じだけネルは背を反らして彼から距離をとった。

　夏の庭に吹く風にのって花の香りがする。それが彼の香水だとわかってしまって、ネルの頬にじわじわと熱が集まった。

「きょ、興味、とは」

「キスをしてみたいなって、思ったことがあるかどうか」

　それはネルが先に訊ねたことなのに。

「目を閉じてごらん、ネル」

　彼の手がネルの両頬をそっと包んだ。

「えっ？　シャルルさ、ま……？」

　シャルルが顔を近づけてくる。非の打ちどころのない美しい顔が、緑柱石の輝きがすぐ目の前にある。

（う、嘘っ、これって）

　ネルは反射的に目をぎゅっとつぶった。

「んっ」

　触れた唇は思いのほかあたたかかった。そしてほろ苦い味がする。

　それがネルのつけていた口紅だと気がついたときにはもう、ほろ苦さはふたりのあいだでとろりと溶けてしまった。

　優しく交わし合う口づけは、まるで恋人同士のそれだ。なかなか離れてくれない。息ができなくて小さく口を開けたネルの口内を、シャルルが戯れのように舐める。背中をぞくりと這い上がるなにかに耐えて肩をすくめ、ネルは我に返って彼を引き離そうとした。

「シャルルさま、いけません……！　このような」

「黙って、ネル」

「お許しくださ……んっ、んんっ」

　離れるどころか、彼はネルの唇を執拗に追った。

「ん、……ふぁっ……」

　呼吸ができない。酸素を求めて口を開けるとシャルルに舌を吸われてしまう。だらしなく口を開いているところを見られたくなくて身をよじる。そうするとシャルルはネルの両腕をとらえて、ベンチに押し倒した。

「シャルルさま……！　お戯れが過ぎます、誰かに見られでもしたら」

「見られたら、なに？」

「やっ、もうだめで……んっ」

「ネルの唇って、やわらかいね」

　まるで特別な秘密を見つけたというように、彼はキスの合間に囁ささやいた。

「キスって心地いいものなんだ……初めて知った」

　私だって初めてなのにと、ネルは薄目を開けて美貌の主人を見上げた。

「シャルルさま……これ以上はもう……」

　押さえつけられていた腕が解放される。身を起こそうとしたネルはまたしてもシャルルの唇を受け止めることになった。ちゅ、ちゅ、とからかうようなリップ音。身体に思うように力が入らない。

「だめです……人が……ん……はぁっ……いけま、せん……」

「ネルって、下着はいつも黒なの？」

「……えっ？」

　シャルルに指さされて、ふと自分の下半身を見やる。

　騎士団の制服のスカートがめくれあがって、腿が丸見えになっている。別にそれはいい。下着だって見えたってかまわないと思っている──彼以外には。

「意外。白い肌に黒い下着って、ちょっとえっちだね」

　かぁぁっと顔に血がのぼる。

　ネルは覆い被さるシャルルをどんと突き飛ばし、銀の剣を引っ掴むと、そのまま主人の制止の声も聞かずにガゼボを飛び出した。

（どうしてキスなんか……シャルルさまったら……！）

　背後でざっと噴水の水が吹き上がる音がする。風が背を押すけれど、花の香りはもうここまで届かない。

　中庭を抜け、回廊を足早に歩き、騎士たちの鍛錬場までやって来たネルは、腰に佩いた銀の剣を引き抜いて叫んだ。

「誰か！　相手をなさい！」

　無心になりたくて、我も我もとやってきた部下たちを相手に片っ端から稽古をつける。

　けれどどれだけ汗を流しても、胸の内はそわそわと落ち着かない。

　ぬるい夏の風は、顔のほてりすら冷ましてくれないのだ。







　　　◇◇






　男と女の違いはなんだろう、と。

　騎士であるネルが考えなければいけない場面は今までに何度もあった。

　そもそもウェネリス国における女性騎士の数は、男性騎士のそれに比べて百分の一にも満たないくらい少ない。これもひとつの男女の差──身体的な、もしくは慣習的な違いといえるだろう。

　とはいえ騎士学校に通う女性の騎士志願者は毎年、一定数いる。学校を出たあと騎士団に入団にした彼女らが不利にならないように、騎士団の内部制度を整えてきたのは、ネルの直属の上司である第三王子カイン・ウェネリスの功績によるものだ。

　高難度の試験を突破しなければならない一般志願者たちと違い、ネルはリネッタ家の長子として、生まれたときから第二王子シャルル・ウェネリスの騎士になることが決められていた。

　将来、王家に仕えるための高度な教養は必須だったし、それから容姿を整えることも常に求められてきた。それを不満に思ったことは一度もない。

　たったひとつだけ。どうして女に生まれたのだろう、と。

　この身がすみずみまでシャルルと同じであれば、彼の心、考え、身体の変化……もっと近い場所で理解して寄り添うことができただろうに、と。

　ずっとずっと、それだけは悔しかった。




　騎士団宿舎の自室に戻ったネルは、腰に差していた銀の剣を机に置き、高く結っていた髪をほどいた。

　姿見に映る自分にしかめっ面を返す。黒々としたくせっ毛は腰のあたりまで達しようとしている。色彩のない黒髪は魔力なしの証で、社交界ではあまり歓迎されない『残念な色』だ。

　さいわいネルはずば抜けた身体能力を持っていて、剣の腕も脚の速さも騎士団の中で頭ひとつ抜きん出ている。髪の色についてなにか言うやつらは、この銀の剣ひとつで黙らせてきた。

　と言っても、シャルルのそばにいると加護なしの色はどうしたって目立つ。いつかばっさり切ってやろうと思っていたのに、彼に止められずいぶん伸びてしまった。

（ネルは髪が長いほうがいいわよ、ドレスに映えるし、なんて……。私は、ドレスよりもこの騎士団服を着ていることを誇りに思っている。けれどシャルルさまは、私にドレスの似合う女になれとおっしゃる……）

　ネルはせっかく女の子なのだから、と。

（騎士だって公の場に出れば女性らしさを求められることもある……シャルルさまは、そうおっしゃりたいのだろうけど）

　ネルは軍靴を雑に脱ぎ、寝台に倒れ込んだ。

（女と男では、世界の見え方すら違うのかしらね……）

　すぐ近くで同じものを見ているのに、感じることが違うというのは悲しいことだ。

（でも、そうなるに仕方ない違いがある……）

　身をもって知った、男女の身体の違い。

　兄と妹のように仲が良かった自分たちが、距離を置かなくてはいけなくなった日のことを、ネルは今でも忘れられずにいる。

　かつてのふたり──十代にさしかかったころのシャルルとネルは、二つしかない年の差のせいもあって、主従というより仲の良い兄妹のようだと周囲に言われていた。

　ふたりは朝から晩まで同じように学び、遊び、毎晩のようにお互いの部屋を訪れては同じベッドで眠っていた。

　そんなある日、シャルルに異変が起きた。彼が、精通を迎えたのだ。

　そのことをネルが知ったのはずっとあとのこと。けれどあの日、あの朝。シャルルが濡れた下着を隠そうと焦ってシーツをたくし上げた様子や、頬を羞恥で真っ赤に染めた彼の表情を今でも覚えている。

　その後しばらくして、ネルにも初潮が訪れた。そうなると周囲の対応は一変した。ふたりは互いを気軽に訪れることが許されなくなった。同衾などもってのほかだと。

　どうして、と。ネルは一度だけ、母親に泣いて訊ねたことがあった。

「間違いが起こっては、許されないからよ」

「間違いってなに……！　私はただ、シャルルさまと一緒にいたいだけなのにっ」

「ネル。あなたは女の子で、あのお方は男性なの。いくら生まれたときからの絆があって、兄と妹のように親密であっても、あなたたちは血の繋がった本物のきょうだいではない。そして殿下は、この国の第二王子でいらっしゃる。王位にとても近いお方なのよ」

「そんなのわかってる！　でもシャルルさまは、私のあるじになるんでしょう？　それでもだめなの？」

「たしかにいろいろな主従のかたちがあるわ。けれど、どんな場合でも、決して距離を間違えてはいけない……シャルル殿下は少し、繊細なところがおありだから……あなたのようなまっすぐな好意が毒になってしまうかもしれない。いずれ、あなたの心だけでなく……身体までお求めになるかもしれない。それは、いけないことなのよ」

　ネルは顔を上げて母を見た。

「からだまで……？」

　具体的な想像はできなかった。けれど、自分たちの仲睦まじいふれあいが大人たちの言う「いけないこと」だということは、母親の熱心な説得でなんとなく伝わってきた。

「……シャルルさまと私が、男と女だから、いけないの？」

「そうね……あなたが男の子だったら、また違ったかたちがあったのかもしれないわ」

　頭を殴られたような衝撃だった。

（私が男だったら。そしたら、ずっとシャルルさまと一緒にいられた……？）

　母はいつまでも泣き止まないネルを抱きしめた。

「いずれ、殿下には最適な婚約者が選ばれるでしょう。ネル、あなたが彼のための正しい騎士でありたいなら……どうあるべきか、わかるでしょう？」

　シャルルとの距離はネルが騎士学校へ入学したことでますます開き、日々は色を失っていった。

（──そういえば、あのころだ……）

　ネルは唐突に思い出した。

　シャルルが女性の姿をするようになったのは、ネルが騎士学校の初めての夏休みに帰省した日のことだったはずだ。

「シャルルさま……!?　そ、そのお姿は」

「ふふ。どうかしら？　似合うでしょう？」

　リネッタ家の応接室でくるりとドレスを見せびらかすシャルルは、どこからどう見ても深窓のご令嬢だった。

「に、にあ……たしかにお似合いですが……、……あの」

「驚いた？　これ、魔法なのよ。すごいでしょう。魔法の先生にも褒められたわ」

　夕日を溶かしたようなオレンジ色の髪も、シミひとつない白い肌も、輝くエメラルドの瞳も──どれも以前と同じシャルルであるのに、優しくて明るい声や華奢な体格、それからふっくらした胸元は間違いなく女性のものだった。

『彼女』の噂はまたたく間に王国中に広まって、シャルルのファッションは貴族令嬢たちの流行にまで影響を及ぼした。

　それからというもの。魔法で女装をしたシャルルは、幼いころと同じようにネルと手を繋いだり、腕を組んだり、顔を近づけて内緒話をしてくれるようになった。

　そして彼が女性の姿でいるあいだは不思議と、周囲の人間たちもふたりの仲に対してなにも言わなくなった。

　ネルは嬉しかった。お茶会をしたり、パジャマパーティをしたり。ふたりは会えなかった時間を埋めるように、たくさんたくさん、思いつく限りの楽しいことをして過ごした。

　騎士学校を卒業したネルは短い下積み期間ののち、第二王子シャルル・ウェネリスの護衛騎士に任命された。

　けれど護衛騎士としての生活はいま現在に至るまで、ネルが想像していたものよりずっと無味乾燥なものだ。そう感じる理由ははっきりしている。王子としてあるときのシャルルが、ネルに笑顔を向けることがほとんどないからだ。

（女性のお姿の日は、たくさん一緒にいてくださるのだけど……）

　ネルは寝台の上でごろんと寝返りをうった。

（あれ……？　女性のお姿であれば今までどおりに接していただける、ということは……逆を言えば、シャルルさまは私と過ごすために女性の姿をしている、なんてことは……？）

　自分たちは幼なじみである前に王子と騎士。もっと言えば、主従である前に男と女だ。

　けれど女性同士なら「間違い」など起こりようもないと、周囲は安心する。変えられないはずのふたりの距離は、彼が女性になることで少しだけ近づく。

（つまり、彼の女装の理由は……原因は、私なのでは……？）

　嫌な感じに胸が騒いで、ネルは寝台から起き上がった。

　窓の外は赤い夕暮れ。ひと休みするつもりだったのに、考えすぎた頭はむしろ疲労感に包まれている。

　乱れた髪をかきあげ、ゆっくりと息を吐く。

（やっぱり、シャルルさまとお話ししよう。私のための女装であるなら、必要ないと……本来のシャルルさまとして過ごしていただく頃合いなのだと。そうすればローデリアス殿下もご安心なさるだろうし）

　左胸を飾る騎士の勲章が、夕日を反射してきらりと光る。

（それがいい……そうしていただくのが自然だ……）

　王子として過ごす彼がネルに笑顔を見せてくれなくても。

　これからも彼の騎士でいられさえすれば、ネルはそれでいい──それだけで、いいはずなのだ。




「シャルルさま。ご就寝前のお飲み物をお持ちいたしました」

　本来ならば侍従がすべき仕事を、今夜だけと無理を言って代わってもらった。日中はひと目があって繊細な話がしづらい。夜ならば人払いは比較的容易だ。それにネルには、彼を突き飛ばした挙げ句に逃げ出してしまったという負い目がある。なるべく早く主人に謝罪をしたいという気持ちが、ネルをますます急かしていた。

　深呼吸をして、部屋の中からの返事を待つ。

「……シャルルさま？」

　いくら待っても許可がないので、ネルはそっと扉を押し開けて中の様子を窺った。夜の匂いがするそよ風が、すっと頬を撫なでる。どうやら窓が開いているらしい。

（って、お酒くさい……！）

　部屋に踏み入ったとたん、芳醇なワインの香りがぷんと鼻につく。よくよく見れば、月明かりで青白い室内に空っぽのワイン瓶が一本、二本。机の上に無造作に転がっている。

「こんな品のない飲み方をされるなんて……！」

　ネルは部屋にずかずかと入って、机の上を片付けはじめた。

「あれぇ……、ネルの声だ？　ふふ、夢かなぁ」

　びくりと肩が震える。月明かりの窓辺に映るシルエットと声は、男性のものだ。

「君が夜に僕の部屋を訪れるのは珍しいね。今日は、珍しいことずくめだ」

「シャルルさま」

　月を背景にバルコニーに立つシャルルの凄絶な美しさは、王城のアートギャラリーに飾られる女神像をネルに思い出させた。

　美しい女神にこちらから触れられないのと同じ感傷。

「シャルルさまこそ、珍しい……どうしてそのお姿で」

「僕？　寝る前はいつもこうだよ。ネルが知らないだけ」

「そう……だったんですね。大変失礼をいたしました。では、日を改めます」

「どうして？　このまま話そうよ」

　レースのカーテンが夜風に揺れる。月明かりの逆光で、彼の表情はよく見えない。

「それとも、男の姿をした僕と顔を合わすのは嫌？」

「めっ……滅相も、ございません」

「それなら、こちらにおいで」

　シャルルの私室のバルコニーには、座るためだけでなく、彼の趣味である油彩画の道具や描きかけのキャンバス、画集や小説を置くための椅子が並べてある。そして今夜はそこに様々な種類の酒瓶が鎮座していた。

「そこに座って」

　シャルルは自分の隣の、物置になっていない椅子を指さして言った。

（これは……私に、お酒の相手をしろということ？）

　どうしたものかと考えあぐねていると、「月がとてもきれいだ」とシャルルは天を見上げて言った。つられてネルも夜空に目をやる。

「本当ですね。それに、夜風も心地いい……」

「でしょう。星空を眺めていると自分の小ささを思い知る。『あなたの悩み事なんてささいなことですよ』と、女神に言われているような気になるよ」

　──悩み事。

　ネルは一礼して彼の隣の椅子に腰を下ろした。銀の剣が邪魔にならないように、浅く腰掛ける。

「シャルルさま、今なにか悩み事が？」

「あるよ。ないとでも思った？」

「いいえ……。ですが、私にはあまり見せないようにしておられるのではありませんか。いつも……魔法の姿のときは、明るく振る舞われて」

「そうだね、そのほうがいいと思って。だって僕の悩み事の大半は、君についてだから」

「私……？」

　ネルは顔をしかめ顎に手を当て、己の言動を省みようとした。

「私は、シャルルさまの頭を悩ますような愚かしい行動を……？　具体的にどのようなことでしょう。すぐに改善いたします」

「ははは、違うよ。ネルはちゃんとしてる。いつだって僕の立派な騎士だよ。……そうじゃなくて」

　シャルルは背もたれに身体をあずけて、夜空の高いところを見上げた。

「……悩みというか……これは僕の煩悩、かなぁ」

　煩悩。それはつまり、口にするのがはばかられるようなやましいことを考えているということだろうか。

　何と返したらいいかわからずネルは口を閉ざしたままでいた。

「ネルは偉いね。どんな話を聞いても平然としていられるんだから」

「それは……そうですね、訓練のたまものかと」

「なるほど。僕も頑張ってみたんだけど。でも、君の顔を見たら、だめそうだ」

「私の顔がだめ、とは」

　髪を軽く引っ張られた感覚がしてふと横を見ると、シャルルの指がネルの髪をもてあそんでいた。月のない夜色の、なんの自慢にもならない髪を。

「ねえ、ネル。ネルは調べに来たんでしょう？　僕が『男として機能するかどうか』を」

　ネルは息を止めた。

「なぜ……それを……」

「ふふ。僕もね、遊んでばかりの第二王子じゃないんだ。君に内緒で情報収集くらいはできる」

「そう、ですか。いえ、シャルルさまはいつだってご立派に」

「ローデリアス兄上の周囲は、不安なんだろうね」

　ネルの言葉を遮って、彼は言った。

「兄上は優しい人だ。だからご自分の予備スペアの面倒までみてくれるのさ」

「予備……？」

「兄上に一番年が近い、僕のこと」

　シャルルはネルの髪を放し、かわりにワイングラスを手に取った。残り少ない赤い液体がするりと彼の口内に流し込まれる。

「兄上と隣国ヘリンデア公国の王女殿下の結婚式が、来年の春になるとか。けれど、結婚してそこでめでたしめでたしで終わらないのが、僕ら王族だからね」

　シャルルの指は空になったグラスをもてあそび、エメラルドの瞳はどこか遠いところを見ている。

「子孫を残せるかどうかというのが我々の一つの責務だ。さぁここで問題があるよ。兄上夫妻に子どもができなかったら、どうしようか？　そのために僕が予備として機能することが大事、ってこと。カイン、ルキウス……下の弟たちに自由な恋愛が許されるためにも」

「で、ですがローデリアス殿下は、シャルルさまにそのような役目があるとは一言も」

「そう、兄上は優しいから。たとえば家臣の誰かに懇願されて僕の様子を探らなくてはならなかったのかも。実際、こうしてネルを寄越したことだし」

「……それは」

「君が気に病むことはないよ。僕だって兄上に、僕のことで頭を悩ませたくないんだ。であれば、さてどうしたらいいかなぁ」

「シャルルさま、その件ですが」

　姿を変える魔法をやめてくださいと、ネルは言いに来たはずだった。彼には偽りではなく本当の自分でいてほしいと思ったから。

　けれどそもそも『本当のシャルル』とはなんなのだろう。王太子の予備である彼はむしろ、自分らしさを求めてあがいていたのではないだろうか。そのための女装だったのかも──そう想像してしまって。

「うーん……。ネル、やっぱり君に協力してもらおうかな」

　新たなワイン瓶のコルク栓を抜いたシャルルが、こちらにそれを差し出しながら言う。

「私にできることでしたら、いくらでも」

　ネルはそれを受け取り、彼のグラスにそっと赤ワインを注いで答えた。

「ほら、また。君はすーぐ、そういうことを言うね」

「そういうこと？」

「なんでも、とか、いくらでも、とかだよ」

「いけませんか？」

「よくないね……君のその、恐ろしいまでの献身の理由はなに？」

「私はシャルルさまの騎士ですから」

「わかってる、知ってる。けど、それだけ？」

　シャルルにぐいと手を引かれ、ネルは彼の顔を見た。

（私が、彼の騎士だから。それ以外になにが……？）

　彼はどんな答えを期待しているのか。すぐに答えは出ず、ネルは困惑して俯うつむいた。

「私、シャルルさまとは、小さなときからずっと一緒にいましたから……それが当たり前であると、ずっと思っていました」

　握られたままの手。今はこれほど近くにいるけれど、かつて離れてしまった。

「シャルルさまは王子で、私は一介の騎士にすぎません。だから、おそばにいるための努力は惜しみませんでした……でもそれは誰かに強制されたわけではなく、私が、そうしたかったからです」

　これが主人の望む答えになっているかはわからない。けれど彼のそばにいたいと思ったきっかけならある。

「シャルルさまは覚えていらっしゃらないかもしれませんが」

　ネルは頭を軽く振って、視界の端に入る自分の髪を追い出した。

「子どものころの話です。この黒髪をからかわれた私に、シャルルさまが『綺き麗れいな夜空の色だよ』とおっしゃったんです。シャルルさまは誰よりまぶしい太陽の色をしているのに……あなたは私の色を、好きだ、と」

「覚えているよ。今も同じ気持ちだ」

　ネルは顔を上げた。

「私はあのときに、あなたに一生お仕えしようと思ったんです。だから……私が大嫌いな私の色を、好きだと言ってくれたシャルルさまになら……なにをされても」

　言い終わる前に手を強く引かれ、シャルルの唇がネルの頬に触れた。

「っ、シャルルさま」

「うん」

　間近に迫る唇から逃げることは容易なはずだった。彼相手でなければ剣を抜くことだってしただろう。

　繰り返されるキスを拒めなかった理由は、なにか。彼が王子で自分が騎士だから。それだけではないらしい。

（私……私は……）

　いつまでも離れない唇と、座ったまま強く抱きすくめられる身体。香水と、ワインの香り。

「っは……シャルル、さま……」

　美しいエメラルドの瞳に助けを求める。

「息……くるし……」

「鼻で呼吸。それからもっと口を開けて……昼にしたみたいに」

「ん、……は……ぁ」

　絡め合う舌から濃いワインの味がする。どくどくと心臓は騒ぎ、くらりとめまいがした。薄目を開けば目前でシャルルの長い睫毛が震えたのがわかる。

「息が……少し、まって……」

　吐息まじりの降参の言葉をシャルルはちゃんと聞いてくれた。やっと呼吸ができる。

　はぁはぁと肩で息をするネルの頬に口づけたシャルルは椅子を蹴るように立ち上がり、ネルを強引に引き寄せて立たせた。そして手早く団服の釦ぼたんを上からはずしていく。

「シャルルさま、なにを」

「なにって、脱がせてる」

　上着がバルコニーの床に落とされる。

　かちゃんと金属音を響かせたのは、胸元に飾られる勲章。ネルにとって大切な、騎士の証たち。

　ネルが呆然としているあいだもシャルルの手は止まらない。ブラウスのボタンが上から一つ、二つとはずされると、白いビスチェに押し上げられた胸の谷間がのぞく。ネルはあわてて彼の手を止めた。

「シャルルさま、これ以上は……！」

「あんまり騒ぐと、誰かに声を聞かれちゃうかもしれないよ」

「そ、そんな……やっ、んんっ」

　鎖骨を舐なめられる。身をよじって逃げようとするのに、背の高い彼に抱きすくめられればネルはつま先立ちになってしまう。

　駄目だいやだと騒いだところで身体をまさぐる手は止まらず、ついにはスカートのファスナーが下ろされる。布は重力に従って床にすとんと落下してしまう。

「いや……！」

「君の肌はきれいだね。想像してたより、ずっと」

　服の上から強く胸を掴まれる。

「胸、大きくてやわらかい。本物はやっぱり違うね」

「本物って……あっ」

　彼の膝がネルの脚を割って、股のあいだを押し上げる。

　ネルのそこを守るのはもはや薄い下着だけだ。逃げようとするのに、彼は何度も何度も優しく膝でこすり上げてくる。

　とんとんと繰り返される動きのせいで、ネルの体温はじわじわと上がっていく。

「や、これ、やだ……おやめください……ん、あっ、シャルルさま……！」

「いや？」

「いや……いやです、だめ……！　あっ、ああっ」

　床からつま先が浮くほど持ち上げられて、ネルは背をしならせた。強烈ななにかが身体を駆け巡った感じがして、じわりと涙が浮かぶ。

「気持ちいいくせに」

　のけぞった喉に口づけ、シャルルは意地悪く言った。こんな無体は今までされたことがなかったのに。

（これが、本当のシャルルさま……？　ううん、『本当』って、なに……？　私が今まで見てきた彼は……なんだったの……）

　ぽろぽろと涙が止まらない。怖いのか、悲しいのか、はたまた気持ちいいのか。

　感情が追いつかないまま、身体は初めての快楽を覚えはじめている。

　鎖骨を舐められ、胸を揉もまれ。誰にも見せたことのない自分が、彼の手でゆっくり暴かれていく。

（どうして気持ちいい……の……？　私が、女だから……？）

　ほとんど抵抗できずにいると、シャルルの指はついにビスチェのホックを取り外しにかかった。

「だ、だめ……！　それだけは」

「男とキスするとどうなるか、知らなかった？　そうだよね、ネルは今まで恋人なんていなかったもんね。そんなやつがいたら、きっと僕は」

「いやっ」

　ネルは渾身の力をふりしぼってシャルルの胸を強く突き飛ばした。

　がしゃんとワインの瓶が倒れた音がして、我に返る。シャルルがテーブルに片手をついて俯いていた。月明かりが彼の顔に暗い影を落としている。

「あ……っ、も、……申し訳ございません……！」

　赤いワインがガラステーブルの縁からぽたりぽたりとこぼれている。ネルは自分が主人に二度も手を上げてしまったことに気づいて震えた。

「お、お怪我はありませんか、シャルルさま」

　彼の身体を調べようと伸ばした手が小刻みに震えている。ネルはあわてて乱れたブラウスの前を掻かき合わせた。スカートは床で無残に踏みつけられてしまっている。下着は丸見えだ。

　シャルルはそんなネルから顔を背けた。

「行って、ネル。僕はいいから」

「で、ですが」

　夏のぬるい夜風がふたりのあいだを通り過ぎ、汗ばんだ肌を撫でていく。

「行って」

　完全な拒絶に、傷つけられたように感じるのはおこがましい。だって先に彼を拒んだのはネルのほうだ。そしてネル自身、これ以上平静を装うことはできそうになかった。

（ごめんなさい、シャルルさま……！）

　乱れた服を雑に直し、逃げるようにバルコニーをあとにする。

　ひと目のある城内や寄宿舎を避けて中庭に出る。夜でもたえず流れる噴水の音は、息せき切って走ってきたネルの鼓動をいくらか落ち着かせてくれる。

（私、どこで間違えた……？　どうすればよかった……？）

　寂しげに揺れるエメラルドを想って、ネルは顔を覆った。

（シャルルさま……）

　答えをくれる人はいない。どんな道も自分の責任だと、ネルにだってわかっている。




　はあ、と盛大にため息をついて、ネルは書類を抱え直した。気怠い感じがするのは、夏の暑さのせいではない。

　今日のネルといったらなにをやってもさんざんだった。日課の鍛錬ではカイン王子に注意力散漫を叱られ、事務作業では書類を担当部署に届けるという簡単な仕事さえ間違える始末だ。

（だめ……いったん執務室に戻って仕切り直そう……）

　と思っても、執務室の扉の前でもため息がこぼれてしまう。

（こちらはこちらで気が重いというか……いや、いつまでもこうしてはいられない）

　表情を引き締め、ネルはシャルルの執務室へ足を踏み入れた。とたんに、室内の異様な空気を感じて立ち止まる。

「ネル……おはようそしておかえり、待ってたよ……！」

　シャルルの秘書官が息も絶え絶えの様子でネルにすがりついてきた。

「ど、どうなさいましたか？」

　あれ、あれ、と彼は執務室の奥を指さす。目をやると、シャルル付きの侍女はなぜか顔を覆って震えているし、面談に来ている芸術文化庁の大臣は赤い顔をしてしきりに額の汗をぬぐっている。

（な、なにが起きて？）

　原因はすぐにわかった。

「おかえり、ネル。ちょっとこっちに来て手伝ってくれるかな」

　低くて甘い、穏やかな声。

「シャルル、さま」

　いつもなら華やかなドレス姿で執務机に向かっているはずのシャルルが、男性の姿で書き物をしていた。

　白いシルクのシャツにオレンジの髪がよく映えて、窓から差し込む午後の日差しとあいまって彼自身が神々しく輝いているかのように見える。真夏に咲く大輪の花よりも目を奪う艶やかな姿だ。書類を手に悩まし気にため息をつく表情といったら、筆舌に尽くしがたい凄絶な色気が漂っている。部屋の誰もが目を覆いたくなる気持ちがよくわかってしまった。

「……なにを、お手伝いいたしましょうか」

　動揺を隠し、ネルは胸に手を当て、頭を下げた。

「うん。ちょっと、東の塔の私室から取って来てもらいたいものがあるんだ。こういうタイトルの本なんだけど、お願いできるかな」

　秘書官を通してメモを受け取る。そんなときでも、彼の目がネルを見ることはない。いつもどおりだ。

「かしこまりました。すぐに行ってきます」

　秘書官らの「行かないで！」という視線を背中にひしひしと感じつつ、ネルは来たばかりの執務室を出て東の塔へと向かった。

　シャルルの私室は綺麗に整えられていて、昨晩のなごりは感じられない。

　ネルは壁一面を覆う大きな本棚の前に立って、頼まれた本のタイトルを探した。

（おかしい。ない……？）

　二周ほど見直したけれど、メモに書かれたタイトルも、それに似通ったものも見つからない。

「ごめんね、遅くなった」

「なっ、シャルルさま!?」

　主人の声に驚いて、ネルは勢いよく入り口の扉を振り返った。

「どうして、こちらに」

「そのタイトル、適当にでっちあげたものだから、どこにもないんだ。ふたりきりで話す口実がほしくて」

　シャルルはほとんど無表情につかつかと部屋の中央まで歩いて来ると、ソファにすとんと腰を下ろした。

　ネルは困惑してメモに視線を落とした。書き殴りの文字をすっかり信じていたのに。

「そう、ですか。では、話したいことというのは……？」

　ネルはいつもの習慣で、彼の斜め後ろに立って話を聞いた。

「ああ……兄上と、それから僕の周辺が、急に慌ただしくてね」

　シャルルは前髪を払って、気怠げに首を後ろに倒した。

「どうやら、僕の婚約者選びが本格化するみたいだよ。僕は第二王子だから、遅いくらいだけどさ。探らせたところによると、婚約は年内、そして兄上の結婚式の翌年をめどに結婚、とのことだ。……勝手だな」

　それはネルにとっても寝耳に水の話だ。ネルはろくに返答もできずに立ち尽くした。

「家臣たちは、女の姿で遊んでいる王子なんてさっさと身を固めさせてしまえという考えに至ったのかな。もしかしたら兄上は、この動きを予測して先手を打ってくれたんじゃないかなって、今となっては思うよ。……どうする？　ネル」

「ど、どうする、とは……」

　頭がうまく回らない。

　先手を打つというのは？　ローデリアスはなにを思ってネルに声をかけたのか？　──どうにも考えがまとまらなかった。

　シャルルはネルを見ないまま話を続けた。

「僕が男性として機能するかどうか、だっけ。調べる？　調べない？」

　ソファにだらしなく身体を沈めた彼は疲れたため息をついた。

「……このままだと、必要がなくなりそうだけど」

　どくんどくんと、心臓がいやな音を立てる。

（必要がない……？　私がシャルルさまにとって、必要のない存在に……？）

　目の前が真っ暗になったかのような感覚がする。

（そんなのは……絶対に、嫌だ）

　ネルは銀の剣の柄をぎゅっと握りしめた。

「私は……一度引き受けたお役目は、投げ出しません。信条に反しますから」

「……そう。わかった」

　シャルルは億劫そうに立ち上がり、髪をかきあげた。

「それなら今夜、ここに来て。このあいだの、続きをしよう」




　大人になってから主人の寝室に入るのはこれが二度目だ。やけに重く感じる扉を開けて滑り込む。

「こんばんは、ネル」

　シャルルは月明かりの差し込む窓辺で城下を眺めていた。

「こんばんは……シャルルさま」

　シャルルは騎士団服をきっちり着たままのネルを見て「真面目だなぁ」と苦笑した。

「もっと気軽に訪ねてくればいいのに」

「ですが、今夜は……務め、ですので」

　ネルは自分に言い聞かせるよう語気を強めた。お互い酒も飲んでいない。ネルだってはっきりと自分の意思でここに来た──王子たちの命令に従う騎士として。

「なるほど、務めか。それなら僕も、そういう対応をしたほうがいいんだろうね。それじゃ、どうやって僕の男性機能を確認するか、君から新しい提案はある？」

　ネルは口をかたく引き結んで、首を横に振った。

「そう、わかった。それなら僕から言うよ。とりあえず服を脱いでみようか、お互いに」

「服を……ですか」

「昨日の続きをしようって、言ったでしょう？」

　シャルルが自分の服に手をかける。胸元の大きく開いたシルクのシャツ一枚を脱ぐだけで、彼の上半身は月明かりにさらされる。ネルはぱっと視線を逸らした。

　騎士団にいれば男性の上半身を見る機会は少なからずある。けれど、それと今とでは意味がまったく違う。

「ネル」

　呼ばれて、おずおずと顔を上げる。

「おいで。もし自分でできないのなら、手伝ってあげる」

　夜の気配を纏まとって手招くシャルルは、昼間のまばゆいばかりの美しい彼とは少し違って見えた。たとえるなら、ふわりふわりと夏の夜を彷徨さまようホタルのような──思わず目で追ってしまう、危うい美しさだ。

　ネルは静かにシャルルの手に触れた。

「……、……私のことを……抱くのですか……？」

　今度はシャルルが目を伏せてネルから視線を逸らした。横顔は静かだ。なんの感情も読み取れない。

「それが兄上の言うことの証明になるなら、そうしたいなと思うよ。他の女性をあてがわれたくない。先に言うけど、寝室に他人を招いたのは、君が初めてだからね」

　初めて。ネルが初めての女性だと。

（私……どうして、うれしいだなんて……）

　でも、その一言が決め手だった。

（この役目は、ほかの者には譲れない）

　ネルは震える指でウェストのバックルをはずして引き抜いた。

　騎士団服の固い釦をひとつずつ丁寧にはずしていくと、胸元に並んだ勲章がかちゃりと音を立てる。丁寧に畳んで、テーブルの上に置く。

　上着に施された花と剣の刺繍が、窓から差し込む月明かりに照らされきらりと光ったように見えた。

　ノーカラーブラウスのボタンを一つ、二つとはずすと、固いビスチェに押し上げられた胸のふくらみがあらわになる。

　ちらりとシャルルを窺うと、彼は服を脱ぐ手を止めたネルをじっと見つめていた。

「怖くなった？」

　彼は動かないネルにそっと腕を回して抱きしめた。こめかみに唇が触れている。

　──優しくしないでほしい。自分がなにをしにここへ来たのか、わからなくなってしまう。

　シャルルの腕に手を添え、ネルは「いいえ」と小さく返事をした。

「そう。それなら、続きをしようか」

　うなずき、ネルはブラウスのボタンをすべてはずして、シャツを肩からゆっくり落とした。

　白いビスチェは、男性騎士たちには必要ないものだ。ネルは胸の保護と正しい姿勢の維持、それから防具をかねて着用している。

「……君の肌は、白いね。日に焼けない体質なのかな」

　シャルルの指がつうっと鎖骨から胸のふくらみをたどる。

　ネルは彼に気づかれないようそっと息を吐き出した。

　今にも飛び出してきそうな胸の鼓動が、彼の指先に伝わっていないといい。

「ねえネル、知っていた？　僕が魔法で偽る女性の姿はね、君を模しているんだよ」

「え……？」

「外側の、見てくれだけだけどね。だって僕は、君の服の下を知らないもの。本物は、こんなに綺麗なんだね」

　胸元に吐息がかかる。

「白くて、すべすべしている」

　彼の唇が触れたところすべての細胞が喜んでいるみたいに、身体が震えて止まらない。

「ねえ、君からキスしてくれる？」

「……はい」

　それが主人の命令なら従う。シャルルの肩に手を置いて、首を傾け、背伸びをする。

　どくんどくんと鳴る自分の心臓の音ばかりがネルの耳に届く。

　ふと思い立って、唇が触れるまぎわに目を開けた。エメラルドの瞳はじっとネルの目を見ていた。

　やわらかく触れあったと思った瞬間に、シャルルはネルの両頬を手で包んで、さらに深く口づけてきた。

「んっ、んんっ」

　まるで捕食者が獲物を食むような、獰猛な口づけ。一秒たりとも離れない。呼吸を奪われる。

「ん、はぁっ……まって、ください……シャルルさまっ……！」

「触って、ネル」

「あ……!?」

「これが、男であることの証明」

　シャルルはネルの手を導いて、服の上からそれに触れさせた。

「これに、じかに触る勇気はある？」

「……あ、りま、す……」

「それなら、触って」

　ネルはたどたどしくシャルルのものを引き出した。

　熱くて、手に収まりきらないほどの長さがある。かたいくせに、妙な弾力もそなえている。

「これを女性器に挿入して、出し入れをする。それが性交」

「は、い……」

「君の中にいれたい、僕は」

　熱っぽいつぶやきを耳に注がれて、ネルはぼっと顔を朱に染めた。

「そして最後まですれば、完璧な証明になるだろう？　僕は男性で、君は女性……子をなすための、つがいになれると」

（つがい……？　私が、シャルルさまの……？　どうしてそんなこと）

「僕にはね、ずっと好きな子がいるんだ」

「はっ？」

　急すぎる告白だ。ネルは絶句してシャルルを見つめた。

「その子は……とても綺麗な黒髪をしていて。僕は世界に少しでも彼女の色が増えてほしくて……。どこにいてもすぐわかるように髪を切ってはいけないよと言ったんだけど、どうも伝わっていないみたいで。邪魔だからと切ろうとするし、本当に本当に、鈍感な女性なんだ」

　すっかり固まってしまったネルに「苦労するよ」と言って笑って、頬にそっと口づけた。

「……そんなこと……全然……知りませんでした……。シャルルさまが……私のことを？」

　ネルはようやく、この優しいまなざしの理由を知った。

「……ねえ、続きを、してもいい？　したいんだ」

　優雅で洗練された王子様は、こんなにも情熱的に愛を囁くらしい。

　とろりと甘い、夢の中にいるみたいだった。

（ううん、違う……。私は夢の中ですら、こんなことをシャルルさまに願ったことはないのに……）

　シャルルは優しく、これ以上もないくらい丁寧にネルの肌に触れた。ネルが少しでも抵抗したり嫌そうな素振りを見せたりするとすぐに指の動きは止まってしまう。

　だから、ネルはひたすら彼への口づけに集中した。

　ビスチェは脱がされ、乳房にじかに彼の手が触れる。かたちを確かめるように揉みしだかれているあいだは、シャルルの首に腕を回してキスをねだった。そうしていればきっと、身体のすみずみまでは見られずに済むから。

「ん……ベッドに行こう」

「きゃっ」

　まさか彼に抱き上げられる日がくるなんて。

　女同士として抱き合ったり、腕を組んだりしたことは何度もあったけれど、王子様のシャルルはそのような接触を一切許さなかったのに。

　──たしか最後に彼の手に触れたのは、十年も前のことだ。

　あのころは手を繋ぎながら眠るのがふたりの習慣で、背丈も手の大きさもほとんど同じだった。今では、彼の腕にすっぽり包まれてしまう。すっかり男の人らしくなってしまった手がネルの胸を包み、親指でやんわりと頂きをこすった。

「ネル、大丈夫？」

「えっ？」

「あまり、気持ちよくないかな」

　身体の輪郭を確かめるような愛あい撫ぶの手を止め、シャルルは寝台の上で身を起こした。

「い、いえ……違うんです……なんだか……わからなくて」

「気持ちいいかどうか、わからない？」

「それも、そうですが……私いま、夢を……見ているんじゃないかって。いえ、夢じゃないって、わかっているんですけど」

　シャルルは小さく噴き出した。

「夢見心地でぼんやりしているのなら、安心したよ」

　ただでさえ熱っぽいネルの身体は、彼の微笑みを見るとますます熱くなってしまう。

「あ、ん……シャルルさま……」

「こちらは、嫌かい？」

「嫌、では……あ、う……」

　内腿をゆっくりと上下にさすられ、ネルは唇を震わせた。

　脚の付け根をなぞられるとそわそわする。下着はまだ身につけたままだ。

「あの、シャルルさま、シャルルさまの証明をするのに、どうして私のことばかり……！」

「ネルは、乱暴にされたいの？」

「ち、ちがいますっ」

「それならいいじゃない。あのね、ネル。覚えておいで。男はね、好きな女の子がよさそうにしているのを見るのも好きなんだよ」

「好きな、子」

「そう。今日こそは、君のことを大切に抱きたい。突き飛ばされるのはもうごめんだよ」

　シャルルはネルの耳にキスをして笑った。

（私のことが、好きだから……）

　夏の庭で交わした初めてのキスにも、ワインの香りがした危ういキスにも、不器用な愛が潜んでいたのなら。

　ネルにとって困惑や動揺ばかりだった記憶が、胸を締めつけるような愛しさに変わってゆく。

（うれしい……シャルルさまに好きだと言ってもらえて、すごく、うれしい……。触ってもらえるのも……ふたりきりでいられることも……）

　目を閉じればキスが降ってくる。夢よりも夢のような現実をしみじみ思い知る。

（そうか、私……私も、シャルルさまのことが）

　気づいた思いを伝えようとして、でも言葉にすることはできなかった。

「あっ!?」

　腿を押さえられ、彼の目の前で脚を大きく開かされる。

「だめ……！」

「見たいんだ。ネル」

　シャルルはネルの内腿に頬ずりしたあと、唇を押しつけた。

「やっ、いけません、それ以上は……っ！」

　舌がやわらかい肌をなぞり、ゆっくりゆっくり脚の付け根へ迫ってくる。ついに下着の縁をなぞられたときには、ネルの身体はびくん、と強く跳ねた。

「だめ……っ、だめだったら……」

　視線が合う。エメラルドの瞳が熱っぽく濡れている。彼は制止も聞かず、ネルのそこに顔を埋めた。

「あっ……あッ、ああッ」

　頭を押しのけようとしても腿の拘束は弱まらず、秘部を愛撫する舌の動きは止まらない。

「ああッ……や、だぁっ……！」

　シャルルの熱い吐息が、唇の摩擦が、舌の執拗な動きが、ネルを追い詰めていく。

　恥ずかしいのに、見られたくないのに、もどかしい。お尻の奥にずくずくした熱がたまっていく。

「やだ、こわい、もうだめっ……あっ、あぁんっ」

　唾液でぐしょぐしょになった下着がずらされる。

「あっ、舐めちゃいやっ、いやああっ」

　耳を塞ぎたくなるような音を立て、唾液とネルの体液をかきまぜるように舌は動いた。

　得体の知れない快感のせいで、腰が勝手にがくがくと動く。

「やぁ～～～～っ……！」

「は……ぁ、……ん、イけた、かな？」

　なにがなんだかわからないまま、ネルはベッドの上にぐったりと身を投げ出した。

（なに、さっきの……すごく、きもちよかった……）

　無意識のうちにそこに指を伸ばして触っていた。舐められた奥のあたりが、まだじんじんと熱い。

「ねえ、ネル？」

　ネルは薄目で彼を見上げた。

「はい……シャルルさま……」

「かわいい君に、もう、いれてもいいかな」

「え……？　ま、って……ください……もうすこし、まって」

「ごめん、あとでたくさん、叱ってくれていいから」

　下着をずらしてさんざん舌で舐められたところに、今度はシャルルのかたい熱が押し当てられる。

「僕を受け入れて……ネル」

　自分でも知らない場所を、シャルルの雄がぬるぬるとこじあけようとしている。

「やっ、入って……んんっ」

　押し入ってきた異物感を、ネルは身体を丸めて耐えた。

「ごめん、ね……でも……ああ、入った……。ネル、ほら見て」

　見て、と言いながらも、彼は少しも止まっていられないとばかりに、ゆるゆると出し入れをしはじめた。

「あっ、あ、んっ」

「はぁ……腰がとけそう。ネルの声、すごくいい」

　自分の甘い吐息がますます彼を加速させてしまうとわかっていても、声を抑えることができない。

（私、抱かれている……シャルルさまに……女として……）

　シャルルはネルの一挙一動をじっと見下ろしている。たまに切なげに眉をひそめる表情がたまらなく色っぽい。

　誰も知らない彼を、自分を、お互いだけが知っている。

　ぞくぞくっと、腹の奥が甘くうずく。この感覚が女の快楽なのだと、ネルにもだんだんわかってきた。

「はぁっ……まって、おねがい……っ、また、いっちゃう……！」

　一段と強く、速く打ちつけられる激しさに息ができなくなる。

「しゃる、るさまぁっ、そんなにしたら……いっ、いく、からぁっ、ああっ、あぁー……っ！」

「好きだよ、ネル……好きなんだ」

　ネルが果てるまで、彼は何度も何度も、熱っぽく愛を囁いた。





　　　◇◇






「ネル」

　熱気がこもる鍛錬場に突然、清涼な声が響く。

「シャルルさま？」

　ネルは額の汗をぬぐって急ぎ主人のもとへ駆けた。周囲の騎士たちは片膝をついてその場に平伏している。

「なにか急ぎの件がございましたか。シャルルさまがこのような場にいらっしゃるなんて」

　ネルは汗に濡れた横髪をそっと耳にかけ直した。

　せめてもう少し身綺麗なときに来てくれればいいのにと思う反面、予定外に会えたことを嬉しく思う。そんな考えは表情に出ないだろうけれど。

「そうそう、急用なんだ。今から来られるかい？」

「もちろんです」

　鍛錬着に銀の剣を佩いたネルは、足早にシャルルのあとを追った。背の高い後ろ姿、鮮やかなオレンジ色の髪が夏の日差しを浴びてきらきらと輝いている。

「シャルルさま、日傘をご用意いたしましょうか」

「ああ、ありがとう。けど傘は新しいデザインを用意してもらおうかなと思っているよ。この姿にリボンとひらひらのレースは、ちょっとね」

「ふふ……ですが以前のものも、きっとお似合いになりますよ」

「たしかに。僕ならなんでも似合うだろう」

　ふたりは笑顔を交わして並び歩いた。

　連れてこられた衣装室で、ネルは目の前のドレスを呆然と見つめた。

「じつはね、来週のパーティにはパートナーが必要で」

　シャルルはトルソーに飾られたドレスの裾をつまんで満足そうに微笑んでいる。

「うん。想像以上のできばえだね。デザイナーと膝を突き合わせて考えたかいがあったよ。僕はこれを着たネルと一緒にパーティに行きたいんだ。護衛ではなく、パートナーとして。だめ、かな」

　シャルルの瞳と同じ、色鮮やかなエメラルドグリーンのドレス。この色が自分にとって、いつだって一番美しく輝いて見えることはネルが一番よく知っている。

「以前の僕が着ていたものを、君のイメージに沿って作り直してもらったんだ。身体のサイズはぴったりだと思うから、着心地は問題ないと思うけど」

「も、問題は、そこではなくて、ですね」

　我に返ったネルは、首を横に振った。

「わ、私は、騎士です。剣を扱う者に、こんな美しいドレスは……それにパートナーとして並ぶなんて」

「ネルがいい」

「……でも」

「手をとって踊るのも、グラスを交わすのも、君とならきっと楽しい」

「ですが……これでは私、剣を振るえません……こんな素敵なドレス……少しも汚したくない」

　ネルは彼を守る騎士だ。いざというときに身動きがとれない女では、魔力のないただの役立たずになってしまう。そんな自分ではシャルル・ウェネリス王子殿下のそばにいる資格はない。

「私は……私とシャルルさまのつながりは、これしか」

　ネルは銀の剣の柄をぎゅっと握りしめた。物心つくころからネルの隣にあったもの──シャルルと同じくらい長い時間を共に過ごした愛剣だ。

「僕の騎士、ネル・リネッタ。どうか顔を上げて」

　シャルルの革靴が視界に入る。優しい声に促され、ネルはゆるゆると顔を上げた。

「こちらも、僕からの贈り物だ。先にこちらを渡せばよかったね。どうにも気が急いてだめだな」

　彼はそう言い、両腕に収めるくらいの大きさの質の良い革箱を、みずからの手で開けて中を見せた。

「これは……銀の、短剣……？」

「君の愛用の剣に似せたものだ。ドレスの邪魔にならないものをと、弟に……第三王子カインに頼んで急ぎ用意してもらった」

　真紅のベロア生地に包まれた、美しいしろがねの輝き。その刃には護衛騎士だけに許された特別な花の紋様が刻まれている。

「騎士の証である剣を、君から奪うつもりはない。ネルはネルのまま、僕のそばにいてほしい。騎士として、それから一人の女性として」

「……それは」

「もっと言わせる？」

　シャルルは苦笑した。

「君を妻にしたいんだ。頼むから断ったりしないで。今すぐはいと言って、僕のものになって」

　ネルはぼんやりと彼の言葉を反芻した。

「……私、うまれたときからずっと、あなただけのもののつもりでした……」

　シャルルは目を見開いたかと思えば、「そうだったね」と、笑顔のような泣き顔のような、ネルの初めて見る表情でつぶやいた。




　深夜にパーティから帰城したふたりはそのままシャルルの私室へと向かった。

　侍女たちは社交帰りのふたりの身だしなみを最低限整え、なんとなく浮ついた空気を漂わせつつ下がった。

　そういえば、こういうときに来るはずの秘書官の姿もなければ、侍従たちの気配もない。

（これは、皆にバレてるってこと……？　恥ずかしい……けど、こんな空気にも慣れなくちゃいけない……）

「おいで、ネル」

　シャルルは当たり前のように寝室へネルを誘った。

「はい、シャルルさま」

　そして扉を閉めるのも待てないといったふうに、性急なキスで迎え入れられる。

「ん……」

　一度離れて、もう一度。

　ネルはシャルルの胸に手をついて、深くなるキスになんとか応えようとした。舌を吸われ、絡みとられる。

「は、ぁ……っ」

　ネルが息を吐くと、濃厚なキスの嵐はいったんおしまいになった。

「シャルルさまのお口のなか……お酒の味がしました。いいワインの香り」

「ふふ。僕らふたりとも、けっこう飲んだからね」

　芸術関係者のパーティだったせいか、華やかな雰囲気だった。ネルもワインを飲んだし、久しぶりのドレスとヒールで身体はほどよく疲れている。

「脱がせようか？」

　だから少し甘えて、着替えはシャルルに任せてしまった。背後にまわったシャルルがドレスのリボンをひとつひとつほどいてくれる。そしてあらわになるうなじに、肩に、背中に、彼の口づけが降ってくる。

「ふふ……くすぐったい」

　ウェネリス国の最高峰のデザイナーが意匠を凝らして作ったドレスもパニエも、床に放られてしまえばただの布だ。

「シャルルさま、せめてドレスは椅子に」

「あとでやるよ」

　肌への口づけを続けるシャルルがふと、動きを止めた。

「あの……こういうのは……お好きでしょうか」

　ネルの胸を支えるのはいつもの白いビスチェではなくて、真紅のレースでできた極薄の下着だ。大事なところが紐ひもとレースで隠れているだけで、ほとんど下着としての機能はないものたち。じつに心許ない防御力で、けれど視界的な攻撃力は高いはずの。

（ただでさえ私は彼より色気に欠けるから。これぐらいしないと……シャルルさまだってきっと、面白くないだろうし……）

　ネルは胸をぎゅっと寄せて自分を抱きしめた。

（なにか、言ってほしい……）

　じれったくなって、シャルルのほうに向き直る。

「お気に……召しませんか」

　ほとんど暗い部屋のなかで、シャルルが「えーっと」とちらちら視線を泳がせているのがわかる。

「いつ用意したの、こんな下着」

「シャルルさまのお衣装係にお願いしました。『女性の魅力を発揮する下着を試作してほしい』と言ったら、彼女はシャルルさまがお召しになると勘違いしたらしく……とても協力的で」

「あ、ああ、なるほど……でもこれは、僕には着こなせないな」

「やっぱり、下品、でしたでしょうか」

「違うよ。とてもいい。もっとよく見せて。こんな薄いレースじゃ……ほら、乳首の色が透けてる。わざと、かな」

「わ、わざとっ、ですっ……」

　シャルルの指がとんとんと胸の頂きをノックした。わずかな刺激にも関わらず、ネルはぶるりと身体を震わせる。

「ふふ……たわわに実って、美味しそう。とてもかわいい」

「かわ、いい……？」

「そう。君の胸、好きだな。触ると幸せな気持ちになる」

　シャルルはネルの腰を抱き寄せ、ふっくらした胸の谷間に顔を埋めた。彼の指が真っ赤な下着をずらして、つんととがった乳首の先端をさらす。

「やっ、シャルルさま……あうっ」

　ぱくりと、いちごでも食べるようにシャルルがネルの胸を食む。とろとろの唾液でいっぱいの口内で、舌が乳首をこねくり回している。

「あっ、やだぁっ、あぁんっ」

　強烈な刺激に耐えられず、ネルは身をくねらせた。けれどシャルルは吸いついたままもう片方の乳首を指でつまみ、手のひらでこすって、甘い責め苦を与えてくる。

「も、やだぁ……」

「ふふ……女の子って、先っぽが気持ちいいんだね」

　立っていられなくなったネルを抱きこむよう支えて、シャルルは嬉しそうに言った。

（きもち、いい……今の、私、すきかも……）

　苦しかったけれど、たしかに苦痛とはぜんぜん違う。

（吸われたところ、じんじんする……それに、こっちも……）

　もじもじっと膝をこすり合わせるネルを見下ろして、シャルルはうっとりと笑った。

「同じだね、ネル」

「同じ……？」

　シャルルはネルを後ろ向きに立たせ、背後から抱きしめた。

　窓ガラスにぼんやりとふたりが映っている。ネルが不安がって振り返ると、彼は口先にちょんと触れるだけのキスを返した。

「ほら、僕もちょうどここが気になって。熱を持って、痛いくらいだ」

　臀部に押しつけられる、かたいもの。

「君を部屋に入れる前から勃ってしまっていたのに。まさかこんなかわいいサプライズをしてくれるなんて。あのネルが……うれしくて、どうにかなりそう」

　シャルルが、喜んでくれた。それだけで股のあいだがずくずくとうずく。

「シャルルさま……もう、ください……」

「なぁに？　ネル」

　聞こえているだろうに、シャルルは意地悪く聞き返してくる。ネルは恥ずかしくなって俯いた。このセクシーな下着を身につけるのにもどれほど勇気が必要だったか。

（ほしい……シャルルさまの気が変わらないうちに、早く）

　彼はネルの背後からのしかかるようにして抱きしめてくる。太ももにガーターベルトと一緒に留めていた銀の短剣が鞘さやごと取り払われたのを、ネルは気づく余裕すらなかった。

「どうしてほしいって？」

　後ろから強く抱きすくめられたかと思えば、シャルルの両手は乳房の重みを楽しむかのように揺すっている。

「んっ……、はやく……ほしいんです……シャルルさまが……」

　脚を開く。うずいて、濡れている自分のそこに指を当てた。

「ここ、きもちよくしてほしい、です……このあいだみたいに」

　けれどシャルルの両手はネルの胸の先をこすってばかりいる。

「あ、あんっ、そればっかり……だめです……！」

「素直にね、ネル」

「っ、いやです、無理です……！」

「じゃないとしてあげない。僕は、君の本当が、知りたいんだ」

（～～～～っ、もぉ、意地悪……！）

　ネルはぎゅっと目をつぶった。

「もっと……して、ください……やさしく、たくさんこすって……あっ、あうぅ」

「うん、きもちいいと、声が出ちゃうね」

「ん、きもち、いい……っそこ、好き、もっと……」

　かりかりといじられ、つまむことを繰り返していたもどかしい指の動きが、だんだんとネルを責めたてるように強く小刻みな摩擦に変化する。

「あっ、いや、やぁっ……や、ちがうの、やめないでシャルルさま、それっ、なんか、なんか…………っ」

「いいよ、イッて」

「い……？　……あっ、ゆび、ずっとうごくの、すき……っ、あーっ…………あっ、あぁぁッ」

　がくがくと顎が震えるほどの快感が身体を駆け巡る。

　一気に体温が上がって、頭がまっしろになってしまった。

「気持ちよかった？」

　ネルはこくこくと何度もうなずいて返した。

「うれしいな……次は、僕も一緒に」

　ネルの腰を掴んだシャルルは、下着ごしにネルの敏感なところを突き上げた。

「あぁんっ」

「ふふ……ずっと、かわいい声がしてる。耳がとけそうだ」

（シャルルさまのあそこが……私のいいところばかりにこすれてっ……）

　ぐっしょりと濡れた下着ごしに、秘部が繰り返しこすられる。

「あぁ……っしゃるるさま……もっと、して……」

「ん……ああ、紐がとれてしまったね」

　薄い下着が床に落ちても、シャルルの動きは止まらない。

　水音をたててこすられて、しとどにあふれた蜜が脚のあいだを伝い落ちていく。

「あっ、や、あんっ……ごめんなさい……っ汚しちゃう」

「謝らないで。ほんと、とろとろしてる……ここに出入りさせたら、きっとイイだろうな」

　それを想像するだけで、きゅうっとネルの腹の奥が切なくなる。

「は、やく……シャルルさま……」

「ん……僕のことも、気持ちよくしてくれる？」

　本当の彼が、ようやくそこに押し当てられた。

「んっ」

　ぐずぐずに溶けたネルのなかは、少しの抵抗もなく彼を受け入れた。

「はぁっ、んっ……シャルルさま、きもちいい、ですか……？」

　返事のかわりに、ぐいと奥まで押し込まれる感じがする。

「んっ、あっ、まって、はやいの、だめ」

　たんったんっと肌のぶつかる音がするくらい、彼の熱は大きく出入りする。

　上半身を窓ガラスにあずけ、ネルはほとんど彼の腕の力だけで立たされている。

　彼が動くたびに足のつま先にまでぴんと力が入って、ますます彼を締めつけては感じてしまう。

「つよいの、すき……っ、しゃるるさま、もっと……んっ、ぁ、あんっ……、あっ……い、いく……いっちゃうっ」

　窓に爪を立てて、ネルは身体を反らした。

「～～～～っ……！」

「ふ、ふふ……兄上たちよりも先に子ができたらどうしようね。ね、ネル」

　シャルルが嬉しそうにつぶやくのを、ネルは息を整えながらうんうんとうなずいて聞いた。

　二度めの絶頂を迎えたネルにはほとんどまともな理性など残っていない。ただ胸の内は彼への愛しさでいっぱいだった。

　シャルルがくるりとネルの身体の向きを変えさせ、ふたりはぴったりと抱擁したまま寝台に倒れ込んだ。

「遅かれ早かれ君は僕の妻になる……それなら、今からたくさん、しておいたほうがいいよね」

　ネルの腿を撫でたシャルルは、再び両膝を割ってネルに脚を大きく開かせた。

　そして吐き出したばかりの精を押し込めるみたいに深く挿入し、ネルの深いところで動きはじめた。

「やっ、また、あっ、あぁんっ」

　強く突かれるのもいいし、浅いところを長いあいだ責められるのもいい。

　まるでシャルルはネルの身体を知り尽くしているみたいに、高みへと導いてくれる。

「あぅっ、しゃるるさまっ、だめ、イッてる、いま、イッてるの……！」

「まだ。もっと……もっとするよ、ネル」

「やぁ～～～～っ……！　あ～～～～っ」

　背をしならせるネルの胎内を、シャルルはなお激しく打ちつけた。

「は……っ、また、出る……、はぁ……」

　耳元にシャルルの甘いため息が吹きかかる。ネルはたまらなく愛しい気持ちがして、全身でぎゅっと彼に抱きついた。

（好き、シャルルさま、大好き……）

　彼の額から落ちた汗が、ネルの胸のふくらみをすべる。

　薄暗い寝室のなかでもわかるぐらい、彼は頭のてっぺんから足のつま先に至るまで美しい人だ。

　けれどネルが愛しいのはその美しさだけではない。ふたりきりのときにだけ見せる顔が特にかわいい。どんなわがままも聞いてあげたいし、ネルが彼を求めるのと同じくらい、彼に激しく求められるのが──幸せだ。

　月と星の輝く夏の夜、ふたりの熱は高まっていくばかり。

「ネル、お願い。シャルと呼んで……昔みたいに」

「シャル、私の……シャル」

「そうだよ。君は僕のもので、僕は君のものだ」

　今も、昔も、これからも。

「好きだよ、ネル。ずっと……」

「私も……私も好き……大好き、です」

「ああ、ちゃんと伝わってるよ」

　世界でたった一人の王子様が、ネルを優しく抱きしめて笑った。









後日談　幸福のドレス












　いくらなんでもやりすぎだ。

　主人の用意した色とりどりのドレスを前にした護衛騎士ネル・リネッタは心の中でそう叫んだ。

「うーん、イエローの彩度はもっと落ち着いたもののほうがネルに似合うと思う。けれどそちらはデコルテのレースデザインが素晴らしいな。あの目の覚めるようなブルーの布も見せて。ああ、悪くないな」

　宮廷デザイナーの女性はうんうんと大きく首を縦に振り、助手たちに王子の言葉を一字一句違わずメモさせている。ネルはその様子を少し離れたところから静観していた。

　夏の盛りは過ぎ、ドレス工房の大きな窓からの日差しもずいぶんとやわらいだ。おまけにこの工房には魔道具で起こした冷風がたえずそよいでいる。それなのに、ネルの額には汗が滲んだ。

「あの、シャルルさま……、そろそろお時間が」

「よし、絞り込めたかな。あとはネル本人の好みで選ぼうか。ねぇネル、そんな離れたところにいないで、こちらへおいで」

　太陽の色の髪をした第二王子シャルル・ウェネリスが、それはそれは楽しそうな表情でネルを手招きする。

「国王陛下との食事会で君が着るドレスだよ。どれがいい？」

　どれ、と言われても。

　工房の一室のすみからすみまで並べられた色とりどりのドレスを見回してネルは途方に暮れた。

「選べません」

「気に入らない？　作り直す？」

「まさか！　そうではなくてですね」

「試作品はあと三十五着あるから、そちらから選んでも良いし、なんなら全部持って帰る？」

　とんでもないことを言う。シャルルの恋人として公認された今も騎士舎で寝泊まりしているネルは、ドレスを保管する場所も持っていないのに。

「未来の第二王子妃だもの。これでも少ないくらいだよ」

　シャルルはなんの問題もないというふうに、にこにこと新作ドレスをネルの前身頃に当ててみせた。

「うーん、赤も捨てがたいな。やっぱりこれ全部を買って──」

「選びます、選ばせてください！」

　シャルルの私的な財布を使っての買い物だから気にするなと言われても、これがどれほど贅沢なことかはネルにだってわかる。

　第二王子の認める宮廷デザイナーが考えたドレス。デザインの素晴らしさもさることながら、生地や、裁縫を手がける職人だって国内最高峰の者たちだ。どのドレスを選んだって間違いなどないはず。だからこそ難しい。

「…………、シャルルさま」

　ネルはおずおずと、隣に立つシャルルの服の袖を握った。

「ん？　気になるものがあった？」

「いえ、ドレスというか、その……」

　気にしているのはドレスを作る＜理由＞について。つまり国王陛下との食事会のことだ。

　ネルは来月、秋の豊穣祭が落ち着いたころにシャルルの婚約者として彼の両親にお目通りすることになっている。

　国王陛下も王妃殿下もネルのことを息子の護衛騎士の一人として、もしくはリネッタ家の長女として認識しておられる。きっとネルが加護なしであることについてもご存じのはずだ。

　女神テルティオを信仰する宮廷において、加護なしの黒髪は歓迎される色ではない。そのような者は陛下への謁見の前にはかつらをかぶったり、髪色を染める魔法を使ったりするのが通例だ。

「ずっと考えていたんですが、私、食事会では髪色を変えたほうが」

「そのままでいいよ」

　ネルの言葉を遮り、シャルルは力強く言った。

「何色のドレスに合わせてもネルの魅力がまさる。そのままでいい」

　黒髪のままドレスを着るのが前提で、それでいてドレスよりもネル自身の魅力が勝つと彼は言ってくれる。

（ありのままの私で……。この色に、引け目を感じないと言えば嘘になるけど）

　ネルは握っていたシャルルの袖を離して、一着のドレスに触れた。

「私……、オレンジのドレスが着たいです」

「決まりだね。いい選択だ」

　シャルルはことさら嬉しそうに破顔して、控えていたデザイナーを呼び寄せた。




　その夜。ネルは自室の寝台に寝転んだまま、手にしたデザイン画にぼんやりと見入った。シャルルと選んだオレンジのドレスの完成予定図だ。

　貴族令嬢のネルは、実家に帰れば衣装室に眠ったままのいくつものドレスや宝飾品を手にすることができる。けれどそのどれもが霞むくらい、シャルルと選んだ一着は素晴らしかった。宮廷デザイナーの腕ももちろんだが、彼と一緒に選んだという思い出がそう感じさせるのだ。

　デザイン画を胸に抱えて目を閉じる。あの色はシャルルの髪色だ。だから似合うといいなと思った。似合って欲しい。

　そうやって気が昂ぶったまま眠ってしまったせいだろうか。夢見が悪く、翌朝の目覚めはすっきりしなかった。

「おはようございます、シャルルさま。ネルです。入ります……って、あら？」

　朝食後、東の塔のシャルルの私室に訪れると、今朝の彼は久しぶりに魔法で女性の姿に変身しているようだった。

「おはよう、ネル！　わたくし、今日はお部屋で過ごすわ。休日だもの、いいかしら？」

「えっ？　ええ。もちろん。何かお手伝いしましょうか？」

　シャルルは艶のある長い髪を高い位置で結ぼうと、鏡の前で腕を上げて奮闘していた。彼女が身に纏うのは既視感のあるオレンジ色のドレス。白い脇と、ドレスからはみだしそうな豊かな乳房のふくらみは、女性であるネルが見てもどきりとする色香がある。

「いいえ、たったいま着替え終えたところだから大丈夫。どう、似合うでしょう？」

　まるで女神ウェネリスの姉妹神、美の女神ヴィーナスがこの部屋で誕生したかのよう。太陽が自身の光を紡いだ布でドレスアップしたかのようなまばゆさだ。世界中を照らしてしまうようなシャルルの可憐な微笑みを、ネルが独り占めしてしまっている。なんという役得、なんという僥倖。

「──ネル？　ネル？　だいじょうぶ？　わたくしの声、聞こえていて？」

「……はっ!?　申し訳ございません、久しぶりのシャルルさまのお姿があまりに美しいので、見とれてしまいました」

「うふふ。これね、あなたと工房で見たドレスよ。改良したほうがいいところを思いついてしまって、試作品を私の身体でフィッティングしていたところなの」

　シャルルはそう言うと、鏡台の椅子から立ち上がってネルに背中を向けた。

「トレーンの根元をリボンで飾ってみたのだけれど、どうかしら？」

「上品で清楚なのに可愛らしさもあって素晴らしいと思います。式典などの参列者には特に後ろ姿が見られますものね、こだわってしかるべきポイントかと」

「他人事のような賛辞だけど、あなたが着るドレスよ？　あなたの好みが知りたいの」

　シャルルは苦笑して言った。

「ですが……私とシャルルさまではあまりに印象が違うかと」

「同じよ。ほら、鏡の前に来て」

　鏡に映る女性ふたりは髪の色や顔かたちは違えど、同じ身長、同じ肩幅をしている。

「わたくしの姿はあなたを模しているって、前にも言ったでしょう？　わたくしが美しく見えるのなら、それはあなたが美しいから」

　化粧をしていなくても艶やかな唇が、ネルの首元に寄せられる。

　シャルルは息を潜めるネルの騎士団服のリボンタイを歯噛みすると、そのまま引っ張ってほどいてしまった。

「ちょっと、シャルルさま……！」

「脱いで比べて見ない？　わたくしの身体がすべてあなたと同じってこと」

　細い指先がネルの騎士団服の釦を簡単にはずしていってしまう。そのまま服の合わせ目からするりと滑り込んで、シャルルの指がネルの胸のふくらみに触れた。

「い、いけません……っ、朝からこんな」

「今日はオフだよ」

　声色が男性のものになったかと思えば、魔法の風が彼を包んでみるみるうちに姿を変える。ついさっきまで絶世の美女が着ていたオレンジ色のドレスは宙に浮かんで、そっと椅子の背もたれに落ち着いた。

　鏡に映るのは顔を赤らめたままのネルと、ネルに悪戯をする麗しの王子様だ。

「それに今朝は脱がそうって決めてたんだ」

「なっ、なんてことを！」

「ああ、ごめんごめん。いやらしい意味じゃなくてね？」

　シャルルは抵抗するネルをずるずると力任せに引きずって、奥の寝室へと連れて行った。

　寝室からバルコニーへの大きな窓が開け放たれていて、午前のすがすがしい空を背景に、白いキャンバスが立てられているのがわかる。そこでようやく主人の趣味について思い出した。

「もしかして、絵をお描きになっている途中だったのですか？」

「そう。君を描いていたんだよ。そしたらドレスのデザインを思いついて、試着をね」

　ネルはほっとしたような拍子抜けしたような気持ちで、シャルルに促されるまま寝台に座った。

「二十二歳のネルの姿を残しておきたくて。だって特別でしょう？　ネルが僕のものになった記念の年だし。あれこれ構図を考えていたんだけど、できれば服を脱いだ状態がいいよなぁって思い至って」

「裸!?　なぜ!?」

「自然光で見た肌色がいちばん綺麗だからね」

「でも、裸を絵に残すなんて……！」

「ははは、シーツで隠しても良いよ。身体を冷やしちゃいけない。楽な姿勢でいい」

　そう言いつつシャルルはすでにキャンバスの前に座って、準備に入ってしまっている。

「……本当に脱ぐんですか？」

「人には見せないし。それに、これでネルもわかっただろう？」

　ネルがもたもたしているあいだにも、シャルルはすでに構図決めのために指で枠を作ってこちらを覗き見ている。

「第二王子シャルル・ウェネリスは幼なじみの護衛騎士ネル・リネッタに耽溺している。恋とは真実、人を愚かにするね。ネル。君もそう？」

　青空を背景に佇む、太陽の髪をした美しい人。さわさわとそよぐ晩夏の風。絵の具の香り。

「君が、目の下に隈をつくるくらい思い悩んでいるのは、僕のせいなのかなって？」

　シャルルはそう言ってネルを見つめた。申し訳なさと嬉しさの混ざった優しい笑顔だ。

　彼のせいだとは言いたくない。これは自分の心の問題だ。

「私……、違うんです、オレンジ色のドレスが似合うか、気になって」

「似合うとも。君に一番似合う色だよ」

「けれど…………皆も、そう言ってくれるでしょうか……」

　ドレス以外でも、婚約者として妻として、彼にふさわしいと認められるだろうか。まだ、自信がないのだ。

「僕には、どれほど君が僕にとって大切かこんこんと言い聞かせることぐらいしかできないけど、不安に思うのなら言って欲しいな。千夜でも語ってあげる」

「それは……その、シャルルさまの気持ちは、もちろん理解しているつもりです」

　愛されていることはわかっている。休日だって片時も離れないようにとこうして私室に呼んでくれることが嬉しい。ほんの数週間前は主従としての線引きがしっかりあって、叶わなかったことだ。

「ふふ。髪をほどいてみて、ネル」

　言われて、ネルは覚悟を決めた。騎士団服に手をかけ、そのままシャツもスカートも床に落として、下着姿になる。

　その下着すらも脱ぎ捨て、高く結っていた髪をほどいて彼に背を向け、寝台に横たわる。

「これでお許しください、さすがに……そちらを向くのは」

「いいよ、そのまま楽にしていて」

　裸を見られることは慣れないし恥ずかしいけれど、嫌ではないのだ。もちろん、彼限定で。

「背中もきれいだね。やわらかい肌の下の、しなやかな筋肉がいいよ。それからやっぱり、僕はネルの黒髪が好き」

　シャルルはさっそくキャンバスに木炭を走らせはじめた。ほかに聞こえるのは庭園の木々が風に揺れる音ぐらい。

　初めは見られることにどきどきしていたけれど、予想外に穏やかな時間が過ぎていく。

　寝台で彼の香りに包まれて、どれほどか眠っていたらしい。

　シャルルの手が頭を撫でてくれていることに気がついて、ネルはゆっくり目を開いた。

「……もう、絵はいいのですか？」

「ん、終わったよ。見る？」

「ええ、あとで……」

　そういえば部屋が薄暗い。いつの間にかカーテンが閉められている。ときおり風に揺れて、そのときだけ裾から晩夏の日差しがきらりと射し込んでくる。

（まぶし……）

　目を細めると、頬を両手で包まれて触れるだけのキスをされた。

「真の芸術家はモデルに懸想しないんだろうけど、僕はただの王子なので恋人の裸に欲情してしまうということが今日でわかった。おっと、そんな目で見ないでくれ」

「いやらしい目で描いた肖像画を、できればどうか部屋には飾らないでくださいね」

「いやいや、最初は本当にそういうつもりじゃ……でも下心があったのは否定できないか。最近の僕ときたら四六時中、君のことばかり考えているんだから」

　ゆっくりと覆い被さってくるシャルルの背に腕を回して心地よい重みを受け止めた。甘い香水の匂いが自分の身体を変えていくような気がする。こうして触れあっていると不安は薄れ、心は羽のように軽くなる。彼もそうだといい。

（私のほうがずっと、あなたのことばかりです）

　脚を絡めると、シャルルが苦笑いをした。

「大胆だね」

　日差しを遮った部屋の寝台で、裸になって恋人を誘う。背徳的で、とても淫らだ。以前のネルにはできなかったこと。

「いけませんか……？」

「そんなことを言って……冗談だったとしても、僕はやめてあげないよ？」

「かまいません。私がほしがったのですから……」

　今はいつでも彼を感じたいと思う。

　恋人である彼の愛がネルの支えで、誇りで、自信だから。やっとそう思えた気がする。

　甘えたい気持ちで彼の首に腕を回すと、なぜか彼は深いため息をついた。

「はぁー……もう、はやく結婚しようよ」

「ふふふ、まずはドレスを待たなくては」

「待ちきれないなぁ」

　きらりきらり。オレンジ色の髪が光を弾く。

　待ちきれないのはこちらのほうだ。優しい微笑みをはやく乱したい。どうしようもなく欲しがって欲しい。

「ね、はやく……」

　勃起しているところに腰を押しつけると、シャルルは挑発するように目を細めた。

「ふぅん……そんなに欲しいなら、自分で挿いれてみる？」

　そう言う彼の手はネルの背を撫で下りて尻を掴んだ。それだけの刺激で、びくんと身体が震える。こそばゆいような快感がぞくぞくと背筋をかけのぼっていく。身体がこの先を期待している。

「嫌かな？」

「ううん、する……入れたい、です……」

「そしたら、僕の上に乗って、自分でやってみせて」

　おいで、と彼は寝台に寝転んで両腕を広げた。おずおずと彼の腹部にまたがる。主人を下に見るなんて普通ならありえない。

（私だけに許されること。秘密の……えっちなこと、もうたくさん、してしまっている）

　じわりと下腹部が潤んでしまって、それをごまかすように膝で立って腰を上げた。ちょうどよく、シャルルが自分で陰部を取り出していてくれている。

「怖い？」

「こわくないです……」

「じゃあそのまま……まずは竿に愛液をぬりつけるように動いて？」

「あ、愛液っ……、こう……かな……、んっ……あ」

　恥ずかしいことの連続だけれど、従う。勃起した陰茎に陰部をこすりつけるのは、乗馬の動きに似ている。とはいえ同じ腿と腰を使う運動でも、得られる快感はまったく別のものだ。

（シャルルさまの、かたくてあつくて……私も、どんどんぬるぬるしてきた……私の身体、よろこんでる……）

　夢中でこすりつけていると、見下ろすシャルルとふと目が合った。うっすらと微笑んでいる。

「よく濡れてるから、すぐ入るよ。もう入れる？」

「いれ、たい……シャルルさまの、ほしい……なかに……」

「シャル、だよ。ネル？」

「ん……シャルの、ほしい」

　はやく中に入れて、いっぱい突いて欲しい。熱に浮かされたように、そんな思考ばかりが頭と身体を支配している。彼の腹に手を突いていよいよ腰を落とせば、そそり立つ先端が自分の身体を開いていくのがわかる。

「あっ、ぁん、……入ってく……シャルの……！」

「上手だよ……もっと奥までのみこんで？」

「……っ、あ、あ……、ここ、きもちいいっ」

「ふふ、でも、まだ入り口だよ？　もっと奥にいいところがあるから、がんばって」

　言われるがまま、ぐぷぐぷと呑み込んでいく。少し抜いて、また奥まで。その摩擦が痺れるほど気持ちよくて勝手に腰が動いてしまって、なかなか全部を収めきれない。

「はは、すごい眺め……。君の綺麗な身体がよく見える……もっと動いて、ネル。手を繋いであげるから」

　両手を繋いで、それを支えに上下運動を繰り返す。

「あっ、あっ、これ、すごくいいっ」

「あーあ、君の蜜でぐしょぐしょ。ふふ、綺麗で汚くて、最高にいやらしいね……」

「ごめ、なさい……よごれちゃうのに、とまらないのっ、よくて……あんっ、シャル、きもちいい？」

「うん、僕もいいよ、すごく……ネルのえっちな顔がよく見える……でもだめ、もう限界」

「あっ!?」

「疲れたでしょう？　交代」

「シャル、でも、もっと」

「大丈夫、してあげるから……僕、されるのも好きだけど、するほうが好きみたい」

　そして最奥はここだと証明されるように、ずんっと一気に奥まで突き上げられる。

「ふあッ……急に、もぉっ……！　ダメ、おく、おくが……っ」

「ふふ、きゅうきゅうしてる。今日はずっとこうしてようね、ネル……離さないよ」




　何も考えられないくらい一日中抱かれ尽くしたあと、ネルは夜遅くに騎士の宿舎へと戻ってきた。

　暗い部屋にあかりをともすと、ベッドに置かれたドレスのデザイン画が一枚、ネルを待っていた。

（……ありがとう、シャル。もう、不安じゃないわ……これを着てあなたの隣に立つ日が、とても楽しみ）

　ネルは満たされた気持ちで寝台に横たわり、デザイン画を抱えたまま目を閉じた。
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「──見えてきたよ、リア。あの橋を越えればウェネリス王国の主都・アウルムだ」

　向かいに座る兄・イレクスに促され、フリージアは馬車の窓から外へと視線を向けた。

　目の前には大きな河が広がり、石造りの頑丈な橋がかけられている。その向こうに見えるのは広がる街並と壮麗な城。王都の中心、アウルム城だ。

（あれが、四季の王国と名高いウェネリス王国の王城）

　街のあちこちには国旗が掲げられ、今が特別な時期であることを窺わせている。

（あそこに、わたしの婚約者がいるのね……）

　季節は秋。ウェネリス王国では毎年この季節に豊穣を祝う収穫祭と式典が、各国の賓客と観光客を招いて盛大に行われる。そこにフォーセンの王太子であるイレクスが名代として招待されたのだ。

　北方の雪国フォーセンと大国ウェネリスが友好関係を築いたのはここ数年のこと。それまで数えるほどしかフォーセンの王族の訪問はない。公式行事への参加は今回が初めてだ。

　第三王女であるフリージアは正式な招待客ではない。けれど目的があって今回の兄の公務についてきた。

　自分が嫁ぐかもしれない国を、この目で見てみたかったのだ。
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　二週間前の誕生日、フリージアは十八歳を迎えた。

　フォーセンでは十八は立派な成人だ。十八を迎えると同時に結婚する者たちも多い。

　そんな中、フォーセン王国の第三王女であるフリージアは未だ婚約者どころか恋人すらいなかった。

　五人兄弟の末子で、兄と姉たちは既に結婚し子もいる。みんな比較的はやくに結婚したけれど、長兄であるイレクス以外は恋愛結婚だ。フリージアは初恋もまだだったが、自分もいずれは恋愛をして結婚するのだろうと漠然と思っていた。

　だから先日の誕生日に夕食の席で父から言われた言葉は青天の霹靂だった。

『王女であるおまえが結婚どころか恋人の気配すらないのはさすがに看過できない。ウェネリス王国の王子との婚約をとりつけたので、そのつもりでいるように』

　あまりにも突然の宣告に、持っていたスプーンがテーブルに音をたてて転がる。

『……ほっ、本気ですか、お父さま』

『冬籠りの前には国民にも公表する。せめてそれまでに好いた男でもできれば別だが……』

　父の隣で困ったようにほほ笑みながら、母が訊ねる。

『リア、気になる相手くらいいないの？　あなた訓練場にもよく顔を出しているでしょう』

　しかし残念ながら今現在好意を寄せる相手もいないしできる気配もない。

　フリージアの交友関係は意外と広い。王族といえど国民にはとても気安い存在で、幼い頃から街にも頻繁に下りていたし、勉強よりも体を動かすことの方が好きなフリージアは王城近くの訓練場にもよく顔を出し同年代の子と手合せをしていた。

　出会いの場が全くなかったわけではないのだ。

　かねてより両親は結婚相手に身分や家格は問わないと言っていた。フリージアが選んだ相手なら心配いらないと、いつだって自由な選択肢をくれていた。

　なのにフリージアは結婚どころか恋人もできず、成人を迎えてしまった。確かにこのままでは婚期を逃すのではという両親の懸念も理解できる。

　それにしても油断していた。まさかお見合いではなく顔も知らない相手との婚約を事後報告されるとは思わなかった。

　憤る気持ちもあるけれど、フリージアの気持ちを見越した上での、婚約という先手を打ったかたちなのだろう。

　──そう。フリージアには結婚する気がない。

　恋や愛というものが未だ理解できずにいるという方が正しいかもしれない。

『顔合わせは少し先になる。その前におまえは彼の国について勉強しなさい。それから花嫁修業も怠ることのないように』

『……はい』

　フリージアのもっとも苦手な分野を言い渡されうんざりしているところに、イレクスから声がかかった。

『二週間後、ウェネリス王国で行われる収穫祭と式典に、王太子として招待されている。国の空気を知るには良い機会だ。リアも来るかい？』

『収穫祭……』

　フォーセン王国は一年の大半を雪におおわれ、家畜も作物も限られたものしか育たない。花だって咲く期間はわずかだ。

　これまで閉鎖的な傾向が強く、軍事力ばかりに力を注ぎ他国との関わりは最低限のものだった。それが数年前のウェネリス王国との同盟締結を機に交易の門が開かれ始めた。

　今回の婚約はその延長線にあるものだろうということは想像がつく。

　一方ウェネリス王国は四季の女神の加護を受けた、実り豊かな大国と聞く。一年中季節の花が咲き、作物も畜産も土壌も豊かで交易も盛んだ。加えて魔法大国でもある。近隣の様々な国にその門は開かれ、多くの人と物と文化が行き交い新しい道を拓く国。

　まるでフォーセンとは正反対だ。

　自分はそこに嫁ぐのだろうか。何も知らないままに、ひとりで。

　戦うにもまずは相手を知らなければ。結婚は戦いではないけれど。

『行きます。イレクス兄様』

　そうしてフリージアは大国ウェネリスを訪れることになったのだった。
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　滞在先である賓客用の屋敷に到着したのは昼過ぎだった。

　用意されていた軽食を部屋でとりながら、このあと挨拶のためアウルム城に登城するというイレクスから今後の説明を受ける。

「今ウェネリス王国は一年の中で最も人の多い時期と聞く。この秋の祭典の為に近隣諸国から大勢の賓客が招待され、人と商品が流れ込み、交易が行われる。人が多く集まる場というのは、良いものも悪いものも寄ってくる。意味はわかるね？」

　イレクスの言葉にフリージアは、焼き菓子を咀嚼したままこくりと頷く。砂糖のふんだんに使われたジャムの甘さに目を輝かせながら。

　土地の恩恵というのは食事によくあらわれると思う。ごくんと飲みこみおかわりに手を伸ばす。これも大事な情報収集だ。

　フォーセンでは基本的に食事は味よりも効率が重視される。限られた食糧で長い冬を越える為に、食材を無駄にしないよう保存食と常備食を大量に備蓄し、味付けなどおまけていどだ。たまに手の込んだ料理は作られるが、質より量が意識される。

　先ほど出された軽食も、今目の前にある菓子も、フリージアにとって初めて食べる味のものばかりだ。あまりの美味しさに婚約へのハードルが少し下がる。

　そんなフリージアを呆れた目で見つめるも諌めることはせず、イレクスは紅茶に口をつけて言葉を続けた。

「こちらに滞在するのは三日間。僕が参列する式典は明日、アウルム城に併設される教会で行われる」

「収穫祭と同じだけ滞在するのよね？」

「そうだ。僕は公務としてここに来ているからリアの相手はしていられない。社会勉強として来たんだ、街を見てまわるのはいい。ただし、条件がある」

　兄の口から出た条件という言葉に、ごくりとフリージアの喉が鳴る。ティーカップにそろりと手を伸ばし、ひと口。紅茶まで美味しい。母と姉へのお土産はこれにしようと密かに心に決めながら。

「きみは今極秘で来訪している。フォーセンの王女として入国するなら婚約者殿への挨拶は必須になるからね。今回はまだそのつもりはないんだろう？　ならば決して素性を知られないように。とにかく揉め事を起こさないこと、それが条件だ」
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　──そう、言われていたのに。

「……こ、この女アマ！」

（あぁ、どうしよう、やっちゃった……！）

　兄と別れたあと、さっそく収穫祭に繰り出した。主会場の広場は様々な露店で埋め尽くされ、賑やかな音楽と人の声で溢れていた。

　食欲をそそる匂いに誘われ食べ物を物色していたフリージアは、売り子らしき女の子が酔っ払いの男たちに絡まれているのを目撃してしまい、つい追いかけてしまった。そしてその男の一人を背後から思い切り蹴り飛ばしてしまったのだ。

「ご、ごめんなさい……けれど、無理やり女性を連れていくのは、紳士としていかがなものかと」

「じゃあお前が代わりに俺を楽しませてくれるのか」

　男が下卑た笑いを浮かべてフリージアの全身を舐めるように見る。

　相手は酔っ払いだ。負ける気はしないけれど、騒ぎも面倒も今のフリージアにはご法度だ。イレクスに怒られる。

（──加減、できるかしら……それからはやくこの場を離れなきゃ）

　じり、と僅かに足元を確かめ、相手と周りを確認する。

　眉間に皺を寄せ身構えるフリージアに、相手は余裕の笑みで距離を詰めてきた。華奢なフリージアとの体格差は歴然だ。

「よく見たらいい体してるな……うぉ!?」

　相手が手を伸ばしてきた、その時だった。

　目の前から男の姿が忽然と消えた。

　けれどそう見えただけで、次の瞬間には男の体がはるか後方にふっ飛ばされていた。

「飲み過ぎのようだな、お客人。これ以上の用件は俺が聞こう」

　視界を掠めた赤い残像。その色に心が奪われる。

　振り返ると、薄暗い路地裏でも光を纏うような、赤い長髪をなびかせた男がそこにいた。

　今いったい何が起こったのか理解できない。フリージアの背後から現れたということは、対峙していた悪漢に彼は手を出していない。帯刀しているが、剣も鞘におさめたまま。ただ強く風が吹き抜けただけだ。赤い、風が──。

（……こんなに鮮やかな赤い髪、初めて見たわ）

　フォーセンでは髪色も肌も色素の薄い者が多い。これだけ見事な赤だと、真っ白な雪によく映えそうだなと無意識にそんなことを思った。

　紅くれない色だ。花の色に譬たとえるのなら。

　ウェネリス王国の国章がはいった制服と剣を帯刀していることから、おそらく警備隊のようなものだろうか。

　そういえばウェネリス王国について付け焼刃で勉強した際に、王都と主要地には騎士団という組織が置かれているとあった。

　騎士団というのはフォーセンにはない。フリージアの知るところでいう、兵団や師団に近いものだろう。であれば彼は、〝騎士〟というものだろうか。

　赤髪の騎士は食い入るように見つめるフリージアの脇を通り過ぎて、先にフリージアがのしてしまった方の男の元へと屈みこむ。

　忘れていた。既に吹っ飛ばした相手がいたことを。自己申告するべきだろうか。

　それからバタバタと同じような制服を着た男たちが狭い路地裏へ数人現れる。

「カインでん、ぶっ！」

　すぐ傍まで来て名前を呼んだ男の口元を、カインと呼ばれた男が押さえる。それからじろりと睨まれて、口を噤まされた男は一瞬の間を置いてからこちらに視線を巡らせ、こくこくと頷いた。

　その様子を見届けてから手が離される。

「失礼しました……酔っ払い、ですか？」

「おそらくな。あっちにもう一人いる」

「観光客でしょうか」

「念の為本部に連れてって調書はとっておけ。身元確認と、話が通じるようなら厳重注意、通じないなら強制送還だ」

「わかりました」

　赤い騎士の言葉に頷き、酔っぱらいの男たちを連れていく。カインと呼ばれた男と、似た制服を着たもう一人だけがその場に残った。

　その視線がフリージアに向けられる。おもわずどきりと肩が跳ねた。

「俺たちはウェネリス王国の騎士団だ。街の取り締まりを行っている。怪我は？」

　深緑色の強い視線が、フリージアを真正面から見つめる。

　気遣いの言葉だけで表情はまるで伴っていないが、問われてフリージアは背筋をただした。

「いえ、ありません。あ、でもこちらの方が……腕を強く掴まれていたようでしたし、怪我をしているかもしれません」

　言って、背後で蹲っていた売り子の少女を振り返る。騎士団のふたりもその視線を追い、頷いた。

「救護室がある。部下に付き添わせよう」

　言って目配せし、それに了承した騎士が売り子の少女に手を差し伸べた。躊躇いながらも少女はその手をとって立ち上がり、それからフリージアに軽く頭を下げて路地裏から離れていく。

　おそらく彼女も他国の者なのだろう、言葉が通じている素振りはなかったけれど、無事に済んだことにようやくほっと胸をなでおろす。

　それから目の前に残った赤髪の騎士カインに、フリージアは腰を落として頭を下げた。両手は露店のお菓子で埋まっていた為、淑女の礼は欠くが仕方ない。

「助けて頂きありがとうございました」

「見たところ、この国の者ではないようだが」

　言って、その瞳がフリージアを頭のてっぺんからブーツの先まで見定める。

　確かにフリージアの着ている服はフォーセン独特のデザインと配色で、北方民族の特色が強く残っている。変装の意味もあるが、歩きやすいように町娘が着る軽装とフード付きのケープで目立たないよう努めたつもりだったけれど、やはり異国の色は隠せない。

　助けられたのは有難いことだけれど、兄に迷惑をかけることは躊躇われる。なるべく名乗らない方向でこの場をおさめようと、明るく微笑んでフリージアは答えた。

「ここよりはるか北方の、雪国から参りました」

「……北の」

「兄が式典の参加者として呼ばれたのですが、わたしはワガママを言ってついて来たんです」

「……なるほど」

　賓客と言うと身分が辿られてしまう可能性がある。参加という言い回しであれば、広義でどうとでもとれる。式典とその後の会食には、要人の護衛から他国の有名な楽師などさまざまな人物が呼ばれていると聞く。我ながら良い返答だとフリージアは内心ほくそ笑んだ。あやしまれたりはしていないはずだ。

「じゃあ、改まらなくて良いか」

　フリージアの言葉を聞き届けた相手がぼそりと呟くと同時に肩の力を抜いて息を吐く様子が見てとれた。

「女のひとり歩きは感心しない。付き添いや供の者は？」

「……いません。わたしひとりです」

「ならばすぐに宿に戻れ。せめて供をつけろ。なるべく規制はしているが、さっきのような輩も少なくはない」

「でも、騎士さま達が守ってくださるんでしょう？」

「警けい邏らはしているが、この人手では対処にも時間を要する。仕事を増やすなと言っている」

　眉間に皺を寄せたまま言われ、確かに正論ではあるけれど、とフリージアは考え込む。

　面倒事を避けたいのはこちらも同じだ。だけど屋敷を出てまだ半刻ほど。消化不良にもほどがある。

「わかりました。露店をあと一周しましたら戻ります」

「……俺の言葉が解ったか？」

「気になるお店がいくつかあったんですけれど、行列がすごくて後回しにしたものもあって……それを食べたら、大人しく戻ります」

「……」

「どの食べ物も北方の国には馴染みのない食べ物ばかりで、このような滅多にない機会に恵まれたことを、とても嬉しく思います」

　退く気を見せないフリージアの様子に、カインが眉根を寄せたまましばし黙り込んだ。

（しまった、素直に頷いておけば良かったかしら……でも警邏してるっていうし、また会ってしまったら気まずいし）

　適当に誤魔化してさっさとこの場を去った方が得策だったろうか。

「北の国というのは、フォーセンか？」

「え……」

　いきなり一番隠したかったことを突かれて思わず面食らう。

　否定するのも不自然な気がして、今度は素直に頷いた。

「……そうです」

「仕方ない。付き合ってやる」

「え？」

「北の軍事大国フォーセンの流儀には俺も興味がある。ちょうど情報が欲しいと思っていたところだ」

「い、いえ、そんな……！　わたしに話せることなんて……！」

「話を聞かせてくれるなら、ウェネリス王国名物の菓子を買ってやる。人気過ぎてなかなか手に入らないんだが、俺ならあるていど顔が利く」

「何かお役に立てることがあるかもしれません。喜んでお受けします」

　フリージアの即答にカインが口元を押さえて噴き出した。

　さすがに食い意地が過ぎたかと恥ずかしくなり顔を赤くするフリージアの隣にくつくつと肩を揺らしたカインが並ぶ。見上げるほどの身長差に不覚にもどきりとしてしまった。

「改めて、カインだ。おまえは？」

「……リア、と。お呼びください。カインさま」

　本来なら家族や親しい間柄にのみ呼ばれる愛称だけれど、ここで本当の名を明かすことも偽名を使うことも憚はばかられた。

　今この場だけの呼び名だ。気安いくらいで丁度良いかもしれない。

　警戒することにも疲れ始めていたので、そう名乗ったことでなんとなく気が抜けて、抱えていた焼き菓子を頬張る。視界の片隅でカインの緑色の目が丸くなったけれど、共にすると決めた以上気にしてなどいられない。

「さまは付けなくていい。敬語もいらん。年も同じくらいだろう」

「そう……でしょうか。なら、お言葉に甘えて」

「この広場以外にも出店の会場はある。城門前の店が評判が良い」

「行きましょう。そろそろわたし、ごはんが食べたかったの。喉も乾いたから何か飲み物も」

　捲し立てるフリージアに、今度こそカインが声を出して笑った。
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「馴染みの店だ。席を借りよう」

　休憩を提案されてフリージアも応じる。

　広場から城門前に辿り着く頃には、カインが買ってくれた食べ物で両手がいっぱいになっていた。

　カインが店の中の人に一声をかけると、テラスの奥まった一席に案内してくれた。

「本当に顔が利くのね」

「この城下町は俺の庭みたいなものだ。子どもの頃からよく出入りしている」

「ここで育ったわけではないの？」

「……っ、あ、あぁ、生まれたのは、別の所だな。近いが」

　一瞬言葉に詰まったものの、カインがテーブルの上に買ってきたものを並べ、どさりと腰を下ろす。促されるままにフリージアもそれに倣い、向かい側の席に座った。

（つかれた……本当に、人が多い）

　こんなに人が大勢集まるところをフォーセンでは見たことがない。しかも秋だというのにこの熱気。寒さには耐性があるけれど、暑さには不慣れだ。

　肩掛けのケープを外して膝に置き、解放感にほっと息をついた。

　カインが飲み物のはいったカップを差し出す。お礼を言って受け取り口に含むと、パチパチと喉に小さな刺激が弾けて思わず目を瞬かせた。

「お、お酒？」

「ただのシードルりんご酒だ。子ども向けのな。普段酒は飲まないのか？」

「お酒はわたし、強い方だけど……子ども用なんてあるのね。こんなにパチパチしてるの、初めてだわ」

「特殊な〝飴〟が入っているらしくてな。酒に溶けて弾ける造りらしい。子どもにも大人にも大うけだ。気に入ったんなら俺のもやる」

　言って、カインの手元にあったカップをフリージアの方へと差し出した。有難くもらって舌の上で刺激を堪能する。小さな火花を食べているみたいでおもしろい。ぜひフォーセンの子ども達にも持って帰りたいくらいだ。

　そんなフリージアの様子をおかしそうに見つめ、カインは出店で買った食べ物をフリージアの前に並べ始める。

「腹ごしらえだ。収穫祭は食事を楽しむ日でもある。自分の好きなものをというより、相手に食べさせたいものを持ち寄って食事をするのがこの国の流儀だ」

「相手に食べさせたいもの……」

　フォーセンにそんな発想はない。

　ここは本当に異国なのだなとしみじみと思って、目の前に並べられた皿や包みに視線を巡らせる。

　途中からほとんどカインがあれこれと選んで買っていたので、開けるまで中身を知らないものが多い。

　なるほどこれは確かに楽しいかもしれない。どれにしようか迷う楽しみと、開けた瞬間の楽しみがある。

「プレゼントを開ける気分だわ」

「……おおげさだな」

　カインは店で注文したエールのカップを傾けている。

　仕事中ではないのだろうか。ちらりと見ると緑色の目がフリージアに向けられていて、細められる。

　その視線がくすぐったくて、わざと気付かないフリをして一番近くにあった包みを手に取り開けてみた。

「良い匂い……バターと、お芋……？」

「それは弟が好きなやつだ。さつまいもはそのままでも甘くて、菓子にもよく使われる」

「へぇ……！」

　大きな葉でくるまれた包みは、さつまいもと茸と魚が包み焼きされたものだった。まだ温かく食欲をそそる。焦げたバターの香りも堪らない。

「この組み合わせはフォーセンでは出てこないわ」

「そうなのか？」

「フォーセンでは乳製品は貴重だから……こんな贅沢にバターを使えない」

「……なるほどな」

　フリージアの話に耳を傾けていたカインだが、あっという間に包み焼きをたいらげたフリージアを見て、豪快に笑った。

　だってお腹が空いていたのだから、仕方ない。

　次の包みに手を伸ばしたフリージアを肴に、カインは楽しそうにエールを呷った。

　フリージアが一通り食べ終えるのを見計らって、カインがエールのカップを置いて切り出した。

「うちの騎士団にフォーセン出身の者がいる。昨年頃交換派遣というかたちで騎士団に一時的に所属していたんだが、こちらで結婚し国籍を得た。身体能力も戦闘センスもずば抜けていて、聞けばフォーセンという国の先天的な特徴だと言う。鍛錬とは別に、生まれ持ったものがあると」

「……確かに、他国の方にはたいてい驚かれるわ。フォーセンで生まれた者は皆、生まれながらに高い身体能力と強靭な肉体を持ち、鍛錬によってそれは高められる」

「国民全員が？」

「もちろん個人差はある。なかでも王族は……少し、飛び抜けている、らしいけれど」

「フォーセンは無信仰国だったな。神の加護というわけではないのか」

「わたし達からすれば、そこまで特別なことではないわ。この国の人たちは魔法を使うんでしょう？　わたし達は使えない。己の領分で鍛えているだけ」

　一年のほとんどを雪に覆われた過酷な環境柄か、国民の多くが肉体を鍛える傾向にある。

　勉学に励む者もいるけれど、皆体を動かすことの方を好んだ。他国のように魔法を使える者がほとんどいなかったせいもあり、自衛の手段でもあったのかもしれない。

「今は昔と違って室内に訓練場や娯楽施設があるし、街や地下道も整備されているけれど、昔はもっと閉鎖的でとにかく長い冬を越える為に体を鍛えることは大事だったの」

「……なるほどな」

　フリージアの話に興味深そうに相槌を打ちながら、カインがエールを口にする。

「女性は針仕事、男性は鍛錬、保存食作りは命がかかっているから大人から子どもまでみんなで取り組む。あとやることといえば、子作りくらい」

「ぶっ」

　カインが飲んでいたエールを行儀悪く吹いた。咄嗟に横を向いたおかげでテーブルの上の食べ物も向かいに座るフリージアにも被害はない。気にせずフリージアは続ける。

「フォーセンではちょうど今の季節から、パートナー選びをする人が多いわ。秋はパートナーと長い冬を共に過ごす為の、大事な準備期間でもある。子どもは国の宝で、どの家も子が多い。けれど雪国での自給自足には限界がある。魔法なんて便利なものもない。だから数年前──ずっと消極的だった外交がようやく大きく開かれた」

　軍事国家であるフォーセンに差し出せるのは、兵力ぐらいしかなかった。交換派遣という取り組みもそのひとつだったのだろう。国政に関してフリージアは立ち入ったことがないから、父や兄たちの真意は分からないが。

「……ウェネリスでは秋は豊穣と収穫の季節だ。確かに魔法は便利だが、自然や大地への干渉はしない。命は魔法ではなく人の手から生み出されるべきだと言われているからだ。だから秋の収穫時に一年の成果を確認して、褒め称えあう。そして女神に感謝を捧げるのがこの国での秋の祭りと祭典だ」

「……魔法でなんでもできるのかと思ってたわ」

「まぁ実際に日常生活の基盤は魔法だし、便利ではある。ただそちらと同じように個人差はあるし、得手不得手もある。俺なんかは得意なほうではない。だから魔法はあまり使わない」

「……この国は女神さまを信仰しているのよね。本当に、いるの？」

「そう信じられている。……実際にこの国の王子たちは、それぞれ女神から特別な加護を授かっている。国と民の為に使う力だ」

「王子……王子殿下は四人、いらっしゃるのよね」

　ウェネリス王国の食べ物の美味しさに気をとられてすっかり失念していたけれど、自分はこの国の王子と結婚するのだ。

　しかしフリージアは、どの王子と婚約するのかを知らない。

（国の空気を知れればと思っていたけれど、王子のことも訊けばわかるかしら）

　今回会うことはかなわなくても、少しでも情報があれば実際に会うときの心構えも違うだろう。

「確か四人とも未婚だと聞いたけれど」

「王太子であるローデリアス……殿下は、来年の春に結婚予定だ」

「そう、それはめでたいわね。一大イベントだわ」

　フォーセンは軍事力があるとはいえウェネリスに比べれば小国だ。さすがに王太子殿下との婚約はないだろう。

　王族の結婚といえばお金と時間がかかる。半年後に結婚するのは間違いなく自分ではない。

「春の祭典とあわせて盛大になるだろう。……気が重い」

「どうして？」

　げんなりと零したカインに、フリージアは首を傾げる。王太子殿下の結婚といえば国をあげてのお祝い事だろう。

「……っ、いや、国の祭事こそ、警護にあたる騎士団は忙しいからな」

「そう、大変なのね……」

　フリージアとの婚約はまだ話が出たばかりだ。公にもなってないことをカインが知るはずもないだろう。

　王子付の護衛や騎士というのであれば話は別だが、なんとなく彼は人に従うより人を従える側の人間のように思えた。ただの勘だけれど。

　このまま他国の王子の婚約事情を不躾に訊くのは不審な気がする。フリージアはそれ以上の詮索を諦めて、少しずつ飲んでいたシードルをこくりと口に含んだ。

　慣れてくるとこれは確かにクセになる。絡みつく甘さと弾ける刺激に気持ちまで動いて、それに後押しされるようにフリージアは気になっていたことを口にする。

「カインは……結婚は？」

「……っ、しては、いないが」

「じゃあ恋人は？」

「……婚約者が、いる」

「婚約者……」

　自分で訊いておいて、想像以上にショックを受けている自分に驚いた。彼と過ごしたのはほんのわずかな時間なのに、彼に惹かれている自分がいたこと。そんな自分に今この時気付いたのだ。

　けれどもその気持ちの行き場はもうなくなってしまった。これ以上踏み込んではいけない人だ。

「そういう、おまえは」

「……わたしも、婚約者が」

「……そう、か」

　互いに目を逸らしたまま、カインはエールを、フリージアはシードルをただ減らしていく。

「でも、相手の顔も名前も、知らなくて」

「……おまえ、もしや意外と貴族令嬢なのか？」

「ちょっと違うけれど、そうかもしれない」

「なんだそれ。どっちなんだ」

「とにかくわたし、恋とか愛とか結婚とか、今までずっと興味がなくて……急に降って湧いたような話で、だけど拒否もできなくて……気持ちの持っていき場がない」

「……それに関しては、俺も同意だな」

「カインも？」

「剣が一番性分に合っていて、それ以外は全部ダメだった。結婚なんて興味はなかったが、いずれしなければいけないことだけは、わかっていた」

「カインも意外と貴族社会の家柄なの？」

「まぁ、そんなところだ」

「恋も知らないまま結婚して、相手をちゃんと好きになれるのかしら。知らない地で、ひとりで……」

　口にしていてふと、自分がなにを不安に思っていたのかが零れ落ちた。

（そうか、わたし……恋の仕方も、分からないんだわ。それに一人にも、慣れていない）

　末っ子だったフリージアは、物心つく前から常に周りには誰かがいた。王族であれど絆の深い国柄もあり、国民皆が家族という認識が強い。

　けれど結婚すれば、ひとりで他国に嫁ぐことになる。それはフリージアが生まれて初めて感じる心細さだった。

　視線を感じて顔を上げると、カインがこちらをじっと見ていた。

　目が合って、急に胸が騒ぎ出す。

　しゃべり過ぎただろうかと思っているうちに、みるみる頬に熱が集まっていく。なぜだろう彼の視線を正面から受け止められない。

「カ、」

　名前を呼ぶ前に風がざわりと舞い上がり、フリージアは慌ててスカートと髪を押さえた。

　次の瞬間、ぽつりと額に何かが落ちた。

「……！」

　雨だ。さっきまで晴れていたのに。

　あっという間に大粒の雨が祭りの喧噪に水をさしていく。

　先ほどまでの賑わいが色を変えて、皆声をあげながら雨を凌ぐ場所を探して蜘蛛の子のように散っていった。人の気配が消えて、雨の境にふたりで取り残されてしまったかのようだ。

「来い、濡れる」

　テーブルを立つカインに手を引かれ、店の軒下に場所を移す。店の屋根は人ひとり分しか張り出しておらず、狭くても身を寄せ合うしかない。

「せっかくのお祭りが、残念ね」

「……そうだな。でも秋の雨は恵みの雨として喜ばれる。すぐに止むだろう。空が明るい」

　言われてカインの視線を追うように空を見上げると、確かに薄い雨雲の隙間から僅かに光が差し込んでいる。

　通り雨というやつだろうか。フォーセンではほとんど雨は降らない。初めてのことばかりだ。

　引かれた手はカインの大きな手の平におさまったまま。どうしたら良いのか分からない。

　こそりと隣を窺い見ると、彼の長くてまっすぐな赤髪が見える。触れたい衝動に駆られた、その時だった。

「カイン？　こんなところにいたのね」

　雨の向こうから、カインの名が呼ばれる。

　はっと顔を上げると、長身の女性がこちらへと向かってきていた。

　胸元にある花の国章は、カインの胸にあるものと同じものだ。色は異なるけれど、着ている制服の特徴から彼女もカインと同じ騎士団の者であることは察せられた。

　近づくにつれ、彼女は傘もないのに濡れていないことに気付く。これが魔法の便利さなのかとフリージアは呆けた気持ちでつい不躾に見つめてしまった。

「ネル。なんだ、何か問題か？」

「ちょっとね。今、いいかしら？」

　ネルと呼ばれた女性のどこか困った様子に、カインがフリージアの手をそっと離した。「動くなよ」と釘を刺すのも忘れずに、少し離れた場所で待つ女性騎士のもとへと向かう。

　再び雨にさらされて、カインの騎士団の制服がぐっしょりと濡れていく。本当に魔法はあまり使わない主義のようだ。

　けれど見かねた相手が手をかざし、ぼんやりとした光と共にふたりの周りだけ雨が消えた。おそらくフリージアが初めてみる魔法の光景。

（……世界が、違うわ）

　波打つ黒髪を高い位置でまとめた、長身でとても美しい女性だ。カインと並ぶと更に絵になる。そんなことを思う自分に、呆れる。

　それ以上見ていられなくて、俯いて自分のブーツの爪先を見つめた。手持ち無沙汰でなんとなくスカートのしわを伸ばしたりして、ふとポケットに何か入っていることに気付く。なんだろうと取り出してみると、サシェ香り袋だった。片手の平におさまるほどの小さなサイズ。

「……そうだわ、持ってきていたんだった」

　年頃の娘はこれを持ち歩く習慣がある。自分も例に漏れず、一応ポケットに忍ばせていたことを今思い出した。

　フォーセンでは生まれた娘に花の名前をつけることが多い。花の季節の短い国だからか、花の代わりに彩いろどりを添えるようにと名づける風習があるのだ。

　同じように昔から、自身の名前の花や好きな花のドライフラワーを作り、それをサシェにして意中の相手に渡すのがフォーセン流の告白だ。

　最近では国内にはない珍しい花でも国外からの買い付けで得ることができる。袋も自身で手作りし、恋人になれば相手や自分の名を刺繍しお守りにする。

　このサシェが商品として国外に売られることも増えてきた。フォーセン独特の繊細な刺繍が大変人気らしいのだ。外交のひとつの成果と言えるだろう。

　なので手の空いている娘たちは小遣い稼ぎにサシェ作りをする。フリージアも時々それに混じることがあった。

　フォーセンの仕事はすべて手作業だ。得意不得意は別として、フリージアはそれを嫌だとか面倒だとか思ったことはないけれど、この国ではどうだろう。この国では自分は──。

（カインにはカインの仕事がある。あまり長く引き留めてもいけない。婚約者だっている身のひとだ、ふたりきりで長くいるなんて良くないに決まっている）

　それはフリージア自身にも当てはまるのに、気になるのは彼のことばかりだ。

（わたしも、戻らなきゃ）

　まだ名残惜しさはあるけれど、この国の収穫は充分に味わった。イレクスにも多少の土産話ができる。

　サシェを両手で握りしめて、雨が吸い込まれていく地面を見つめる。

（ここで別れたら……もう、会えないのよね）

　──残念だ。もっと話してみたかった。

　もっと知ってほしかった。フォーセンのことを。

　もっと、彼と──。

　ふと足元に影が落ちて、顔を上げる。いつの間にか戻ってきたカインが、すぐ目の前でじっとフリージアを見下ろしていた。店の壁に手をついて、その腕の中にフリージアを囲うように。

「カ、カイン。話は終わったの？」

　フリージアは慌ててサシェをポケットにしまう。

　ちらりと視線だけであたりを見回すと、先ほどの女性の姿はなかった。

　カインの大きな影にフリージアの体はすっぽり隠れてしまう。雨の音すら遠ざかり、なぜだかそわそわと落ち着かない。

「騎士団の連絡事項を話していただけだ」

「そ、そう……あの人も、騎士なの？　女性なのに、すごいのね」

「そうだな。配属先で隊服の色が違う。あいつは……この国の第二王子の護衛騎士だ。腕も確かだし信頼も置ける」

　──第二王子。その言葉に思わずどきりとする。

　自分の婚約者となる相手だろうか。聞くなら良い機会なのに、今はあまり考えたくない。

　わざと明るく意識して、話題を別のことに向ける。

「わたし、魔法って初めて見たわ」

「あぁ、さっきのか。さっきのは魔道具の力だ。ネルは魔法を使えないからな」

「……魔道具？」

「そうか、馴染みがないか……魔力を注げば誰でも使える道具のことだ。ウェネリスの生活基盤は魔法か魔道具に頼るものが多い」

「……そう、便利、なのね。フォーセンとは、ぜんぜん違う……」

　国の、そして生活の違いを見せつけられたようで、心が少し重くなる。

　それはフリージアにも使えるものだろうか。結婚したら、自分はこの国で……本当にやっていけるのだろうか。

「……婚約者は、この国の男なのか？」

　おそらくフリージアの心の内を感じ取ったのか、緑色の瞳がフリージアを見つめる。

　こくりと頷いて、それ以上の言葉は続かなかった。続けることが憚られたのだ。彼に話しても困らせるだけだと思ったから。

　それにこれ以上この話題を続けるのは危険だ。ぽろりと本音が零れてしまいそうで。

　フリージアは顔を上げ、用意していた言葉を絞り出す。

「カイン、わたし、そろそろ」

「……おまえ、気分は？」

「へ？」

「さっきの話だが、注意喚起がまわってきた。露店の商品の一部に、厄介なものが混じっていたらしい」

「や、やっかいなもの？」

「一杯くらいなら体に害はないらしいんだが──迂闊だった。俺の分を、やっただろう」

「え、あ、あのパチパチのシードル？」

「何か、飲む前と変わったことは？」

「え、えっと、どうかしら……なんだか何もかもが、変わってしまった気がするけど」

「……帰った方がいいな」

「嫌よ、まだ。いったいどんなものが混じっていたの？　やっかいなものって」

「飲んでから見た相手に、恋慕の情を傾けてしまう──いわゆる惚れ薬だ。軽い催淫作用もあるらしい」

「……え」

　聞き慣れない単語にフリージアは目を瞬かせる。

（──惚れ薬？　あぁ、だから、わたし──）

　彼のことが気になって気になって仕方ないのだろうか。

（この気持ちは、薬のせいなの？）

「滞在先はどこだ？　送る。もしくは迎えを寄越してもらうか……」

「わからない、けど……触っていい？」

「…………なんだと？」

「ずっと、気になってたの。カインの髪……これも薬のせいかしら？」

「……好きにしろ」

　長い沈黙を経て了承を得たので、フリージアは目の前に流れていたカインの赤髪にそっと手を伸ばす。

　カインは壁に腕をついてフリージアを内側に閉じ込めたまま、何かを逡巡しているようだった。その眼光だけは変わらず鋭い。

　まっすぐなくせのない赤い髪はカインの胸元のあたりまで伸びていて、ちょうどフリージアの目線のあたり。

「こんなに綺麗な赤、初めて」

　ずっと触れてみたかったのだ、この赤に。

　カインは拒否も文句もなく、フリージアのしたいようにさせてくれている。

　代わりと言わんばかりにカインもフリージアの銀色の髪を一房手にとった。弄ぶようにさらさらと、フリージアの髪がカインの手の平を流れていく。くすぐったくて、思わず首をすくめた。

「俺からすればおまえの色の方が珍しい。よく目立つ、おまえは」

「そうかしら。困るわ、あまり目立ちたくないのに」

「……そうだな、俺も……困る」

　僅かにその声音が潜められて、カインの顔がフリージアに近づいてくる。

　いつの間にか腰にカインの手がまわっていて、距離を埋めるように引き寄せられた。

　吐息が唇に触れてしまいそう。ずっとその顔を見ていたはずなのに、なぜだか初めて見るような顔をしている。目を逸らせない。

「俺も、初めてだ」

　一瞬だけ、触れる唇。

　思考が停止して瞬きもできない。

　今、なにを。どうして、彼から？

　混乱する気持ちとはうらはらに、頭では打算的な考えが過よぎる。

（ぜんぶ薬のせいにしてしまえば良い。キスが許されるなら、この先も──）

　そう、フリージアは今たまらなく。

　この先を望んでいる。もっと触れてほしい。彼が欲しい。

「……っ、カ、イン……」

「嫌なら、拒んでくれ。止められなくなる前に」

「……い、嫌じゃ、ない、……けど、んっ」

　言葉の続きごと、その唇に呑み込まれてしまう。

　先ほどの触れるだけの口づけとは違う。強く押し付けられる唇に、かつんと互いの歯が当たって思わず肩を竦める。

　眉根を寄せたカインのその瞳が申し訳なさそうに細められ、だけど退く気はないことが窺える熱い舌先がフリージアの唇をこじあけようと差し込まれる。

　躊躇いながらも、薄く口を開けてその舌を迎え入れた。奥へと逃げるフリージアの舌はあっという間に絡め取られる。

「……っ、ふ、ぁ……っ」

　ちゅう、と初めて聞く音で耳に火がつく。

　歯列をなぞって内頬を撫で上げて、貪るような、まるごと食べられてしまうかのようなキスだった。

　お腹の奥が疼く。初めての感覚に腰が抜けてしまいそう。なのにもっとと身体が欲しがる。自分からも彼の舌を強請った。

　これが欲情なのかと本能的に悟る。体重のすべてをカインに委ねながら。

「……っ、ぁ、」

　角度を変えつつも、唇が離れる気配はない。一瞬だけできた隙間から互いの吐息を呑むように酸素を取り入れて、またぴったりと合わせる。唾液を味わい尽くされて、ようやく唇が離れた。カインの胸に額を預け、荒い息を吐く。

　心臓の音がうるさい。これはどっちのものだろう。

　熱に浮かされたように劣情が零れる。

「カイン……カイン、熱い……どうしたらいい？　わたし……」

　立っていられなくなってふらつくフリージアの脚の間に、カインの脚が割り込んでくる。バランスを崩して倒れ込むと覚悟した次の瞬間には、景色がガラリと変わっていた。

　さっきまで外にいたはずなのに、いつの間にか見慣れない室内だ。

「こ、ここ……？」

「王都にある、この時期だけ騎士団が借り受けている宿の、俺の部屋だ」

「さ、さっきまで、外に」

「すぐそこが広場だ。そこまで離れていない」

「そ、そういう意味じゃなくて……あ、魔法……？」

　ベッドに押し倒されているというのに、事態を呑み込めず混乱するフリージアの様子にカインが微かに笑う。

　ぞわりと鳥肌が立つようなその色香。ベッドがぎしりと鳴った。

　上半身だけ起こしたカインは濡れた唇を指先で拭い、自ら上着の釦に手をかける。

「俺も、こんな時ばかり都合よく使うとは、思わなかった」

　そういえば魔法はあまり使わないと言っていた。けれど使うとなるとこんな事までできてしまうのだなと、改めてその万能さに感心する。そんな場合ではないというのに。

　明らかに意識の逸れたフリージアを、カインの熱い吐息が呼び戻す。

「リア」

　その言葉に、どっと心臓が騒ぎだし、頬に熱が駆け上がった。

　どうしてだろう、名前を呼ばれただけなのに。たったそれだけのことなのに、自分の中ではもうそれだけの意味ではなくなっていた。

「は、初めて、名前を呼んだ」

「……仕方ないだろう」

「どうして？　いつ呼んでくれるんだろうって、わたし」

「呼ぶと、残る気がして……自制してたんだ、これでも」

「残る、って……」

　気まずそうに零したカインが、フリージアの手をとって自分の胸元へと導く。いつの間にか服ははだけられ、晒された素肌にフリージアは息を呑んだ。

「ここに、おまえが」

「……っ」

　初めて触れる男の人の肌。小さくなっていた欲情の火が再び灯る。

　そうだこれは、カインの気遣いだ。薬に翻弄される自分を慰める為のもの。

　それでも良い。どんな理由でもきっかけでも。

　伝わる高い体温。はやい鼓動。心のまんなか。

　だったら自分はもう手遅れだと、そんなことを思う。

「やめたくなったら、言え。努力はする」

「……へい、き」

「……不慣れだから、嫌な思いをさせるかもしれない。……言い訳がましいな。初めてだから、余裕がない」

「わたし、あなたにされて嫌なこと、ひとつもないわ」

「……」

「これって、薬のせい？　わたし、あなたのこと──」

　好きなのだろうか。好きになっても良いのだろうか。結ばれないかもしれないのに。

　だけどもう自分では気持ちが止められない。

「薬のせいでもなんでも良い。今だけ……好きだって、言わせて」

　返事の代わりにカインの唇が、再びフリージアと重なった。応えるように自分からもその首に腕を回して体ごと押し付ける。

　口の中をぐちゃぐちゃにされるみたいなキスだった。自分の唾液か、相手のものかも分からない。

　ほとんど無意識に喉を下る。ごくりと飲みこみ、それでも溢れて唇の端から零れるそれをカインの舌が舐めとり口内に押し込め、今度は目の前でカインの喉が上下する。

　微かに香るシードルと、エールの香り。

　カインの唇がいったん離れ、その舌先が今度はフリージアの耳もとから首筋をなぞった。同時に大きな手がフリージアの体をまさぐる。

　不慣れな手つきで衣服を少しずつ剥ぎながら、体の輪郭を撫でられる。心地良さとくすぐったさに身を捩るも簡単に押さえつけられてしまう。

　それからおへそのあたりを撫でていたカインの手が胸元に伸び、ぴくりと体が反応した。咄嗟に隠そうとして、だけど既にカインの眼前に胸元が晒されていてかぁっと血が上る。

　平均より大きめの胸が自分ではあまり好きではなかった。カインの手の平から溢れるそれをやわやわと揉みしだかれ、思わず顔を隠す。

「あ、胸……い、や」

「……そうなのか？　けど、尖ってる」

　持ち上げるように揉まれたその先端が、カインの言うようにぷくりと尖っていた。

　まるで何かを待ち侘びるようなその反応にカインが応える。指先で摘ままれ、押し潰され、そして食べられてしまった。

「……っ、ぁ、ま……っ」

　初めての刺激に腰が浮く。

　胸の頂いただきがカインの舌先で転がされ、吸われているという事実に目を開けていられない。もう片方の胸も同じように指先で弄られ声が漏れる。

　恥ずかしい。なのにそれ以外の感覚も確かにあって、ただ胸を突き出すしかできない。

　フリージアの反応を窺いながら、カインは慎重にスカートの内側へと手を滑らせた。それから無意識に擦り合わせていたフリージアの脚を開かせ、身体を割り込ませる。

　閨の知識は持っているし、性教育には熱心な国だったので行為自体は知っている。けれど実際に体験するのとではまるで違う。

　その刺激に、羞恥に翻弄されている間にも、カインの手が内腿を這い目当ての場所に辿り着いた。

　ゆっくりと慎重に、下着がずらされる。

　躊躇いながらも腰を上げてフリージアもそれを手伝った。

「リア」

　呼ばれて目を開けると、目の前にカインの顔。

　唇が重なるのと同時に舌が差し込まれて、フリージアはこのキスにとても弱いことを知る。

　カインの指がフリージアの秘所に直接触れた。びくりと腰が揺れ、カインの舌を噛みそうになる。意識がそちらに向いた隙をつくように、閉じられていたあわいが開かれる。

　くちゅりと水音が耳に届いた。それが何を意味しているのか解らないほど初心ではない。

「濡れてる。すごく」

「そ、そんなこと、言わなくていい……っ」

「そうか、悪い。嬉しくて」

「……っ」

　カインの言葉ひとつひとつに嫌でも体が反応してしまう。

　恥ずかしくて顔を隠そうとすると、カインに阻まれて口づけが再開される。それと同時に手の動きも。

　泥濘を煽るように音を立てて、時折一番敏感な芽を掠めて、そしていりぐちを探り当て、指先で確かめて。

　そこ、と口にしそうになるのを必死に堪えた。その先に求めるものがあることを体は知ってしまっている。

　ゆっくりとカインの指が内側に埋まっていくたびに、びくびくとフリージアの薄い腹が震えた。

「痛く、ないか」

「へ、いき……」

　フリージアの返事を受けて、内側に差し込まれた指が濡れた音と共に蠢きだす。

　違和感と圧迫感しかなかったそれが、少しずつほぐれて快楽を拾い出すのが分かった。

　息が上がり身体中が火照る。お腹の奥が物足りないと主張する。

　突きだすようにぴんと起ち上がる乳首をカインにまた食まれ、カインの指を締めつけた。

　指が増やされ、水音が増し、募らせていくのに行き場をまだ知らない快楽にフリージアは泣きながら縋った。自分の腹に手を添えながら。

「カイン……カイン、ここが、せつない……ほしい、奥、まで」

「……っ」

　フリージアの懇願にカインが目を瞠り息を詰め、それから指を引き抜いた。

　上半身を起こし、緩めていたズボンから自らを取り出す。はぁ、と荒い息を零し、撫でつけながら。

　それからフリージアの脚の付け根を広げ、その先端をいりぐちに宛がう。擦り付けただけで水音は更に溢れ、熱杭を待ち侘びていた。

「……リア」

　呼ばれて視線を合わせ、口づける。自分の名前がいつの間にか合図みたいだ。

　今度は唇に触れるだけのキス。頭の後ろに手を回され押さえられながら、角度を変えて何度も。

　おそらく心の準備をする時間をくれているのだと気付き、フリージアはカインの首に腕を回して抱きついた。大丈夫だと伝えるように、自分から唇を押し付ける。

　一瞬の間を置いて口づけがまた深くなる。

　フリージアが腰を揺らし、その意思を汲むようにカインがゆっくりと腰を押し進めた。

「ぁ……っ」

「……っ、く、き、つ……」

　狭い隘路を押し広げられる僅かな痛みと圧迫感に呼吸が止まる。

　じゅうぶんに濡れていたおかげか想像していたほどの痛みはない。それとも薬のせいだろうか。

　とはいえむりやり開かれる抵抗感はすさまじく、カインが眉根を寄せて動きを止めた。

「リア、息を。詰めるな、力を抜いてくれ」

「し、してる、つもり……っ」

「……そうか」

　ふぅと長く息を吐いたカインが、顔を寄せる。

　近づく吐息はキスの合図だ。もうほとんど無意識に舌を突き出す。

　舌が絡まり吸い付かれると、お腹の奥がきゅうっとする。目の前で小さくカインが呻いて、それと同時に腰が更に押し付けられた。

　ぶつかる感触。パチパチとしたあのシードルの弾けるような錯覚が目の奥でする。

　これがフリージアの一番奥なのだと、ようやく理解した。

「……は、っ、悪い、動けない」

　フリージアの首元に顔を埋めながら、カインが唸るように呟いた。

　そうか行為はまだ終わっていないのかと、フリージアもつられるように脱力する。

「わた、し……このままでもじゅうぶん、満足だわ……」

　身体の一番深い部分で繋がっているという多幸感に気持ちがふわふわしている。この先のことなどまだ考えが及ばず、カインの汗ばんだ素肌に頬を寄せた。

　少し前まで恋も知らなかった自分が、こうして誰かと体を繋げているなんて不思議だ。

　互いの気持ちがないとこの行為は成り立たない。気持ちを確かめ合う行為なのだとようやく実感する。

「それは……申し訳ないな」

「……？　なに、が」

　カインの言葉に首を傾げるフリージアの腰を、ぐっとカインが強く引き寄せたかと思ったら。

　視界が急に変わる。突然抱き上げられ、あぐらをかいたカインの上に座らせられるような格好だ。下半身は繋がったまま。

「え、な、ぁ……っ！」

　繋がっていた部分が体重で更に押し込まれ、フリージアは息を呑んだ。先ほどまでとは何かが違う。カインの熱や質量をやけに鮮明に感じて身体がぞくぞくと震え出す。

「俺はまだ、この先が欲しい」

　先ほどより息を整えたカインに、下から突き上げられる。

　その衝撃は快楽を連れて背筋を駆け上がり、反射的に仰け反るフリージアは声にならない悲鳴をあげた。

「ひ、ぁあ……！」

「あぁ、でもダメだ……こっちのほうが、目に毒過ぎる」

　うわごとのように呟いたカインが、目の前で揺れるフリージアの胸の先端に吸い付いた。あまりの刺激に自分で自分を支えることもできず、カインの頭を抱えるように縋り付く。

　カインの腰は止まらない。いつの間にかまた、溢れる水音がいやらしいほどに響いていた。

　抉られる度に一番奥に何かが溜まっていく。得体のしれないおそろしさと、身体が今一番求めているもの。

　ベッドが軋む音にフリージアの嬌声が混じり、もう限界だと無意識に悟った。

「や、ぁあっ、だめ、だめ……カイン……！」

「……っ、は、リア、もう、……っ」

　すべてが終わる前に、言わなければと思った。

「好、き」

「……っ」

「好き、カイン」

「……リ、ア……っ」

　まるで自分に言い聞かせるみたいに口をついた言葉だ。

　この気持ちがそうであって欲しいと心から望んだ。今この胸に湧く気持ちをもう自分では止められない。手放したくない。この想いを。

「ぅ、ぁあ、奥……っ、気持ちい、好、き……っ」

「……っ、それ、言う度にしめるの、やめろ、腰にくる」

「わ、わかんな……っ、わた、し？」

「……いや、俺かもしれないが」

「言わない方が、いいの？」

　この先もう二度と口にできないかもしれないと思うと、無意識に溢れてしまうのだ。けれど本人に拒まれれば本当に気持ちの行き場がなくなってしまう。

　涙目で見つめるフリージアにカインは言葉を詰まらせ、それから間を置いて観念したように小さく笑った。

「聞きたい、もっと」

　今度は間違いなく自分が、カインのものを締め付けたのが分かった。カインが苦悶の表情を浮かべる。

　抱きついた先でキスをして、突き上げられる衝動の合間に好きだと繰り返して、だけど長くはとてももたなくて。

　あとはもう名前を呼んで溺れることしかできない。

「っ、あっ、きちゃ、う、カ、イン、っあ……！」

「……俺も、もう、い……っ」

　あぁ、くると思った時にはもう。

　フリージアは快楽の頂を乗り越え、投げ出されていた。




　フリージアの体をきつく抱き締めたままカインが体を震わせ、一番奥に白濁を吐き出す。

　それから意識を失ってしまったその体を受け止め、細い肩に鼻先を埋めて深く息をついた。

　未だ耳の奥にフリージアの声が残っている。それだけで再びかたくなる自分を必死に律して。

　抱き締める。迷いも覚悟も押し込めて。

「……好きだ、俺も」

　ひとりぼっちの告白が、眠る頬に吸い込まれていった。





　　　◇　◇　◇






　フリージアが目を覚ましたのは真夜中で、起きてすぐには動けずうつらうつらとしている内に二度寝し、記憶が曖昧だけれどその前後でカインと再び体を繋げ、気が付いたら明け方近くだった。

　立派な無断外泊だ。もはや諦めの境地というもので、屋敷には朝いちばんに戻ることを決め、カインの腕の中で異国の朝を迎えた。

　けっきょく昨夜の欲情が薬によるものかありのままのフリージアの心だったのかは分からない。ただ朝になっても、カインを好きだと思う気持ちは変わらずそこにあった。

　軽い朝食をとってから、出会った路地裏まで送ってもらう。

　ここまで来ればひとりでも戻れる。

「本当にここでいいのか？　身内の者がいるんだろう。未婚の女性を一晩帰さなかったんだ。挨拶くらいはさせてくれ」

「だ、だめ……！　本当に、大丈夫だから」

　神妙な顔つきで言うカインにフリージアは慌ててその申し出を断った。

　カインの厚意は嬉しいが、滞在先は式典招待国の賓客用の屋敷だ。さすがに誤魔化せない。

　自分がこれでも一国の王女だと知られたら、一夜を共にしたカインの重荷になる。他の者に知られたら何か責を負わされるかもしれない。それだけは避けたかった。

「……そうか」

　彼の気持ちを無碍にしているようで罪悪感はある。けれどこれ以上迷惑はかけたくない。

　収穫祭の二日目、今日は王宮に併設される教会で王家主催の祭典がおこなわれ、イレクスも参列すると聞いている。おそらくそこにはフリージアの婚約者になる王子もいるだろう。

　顔も名前も知らないこの国の王子。自分が結婚し、この先の未来を共にする相手。

（……はやく、帰らないと）

　けれど戻ったら自分は〝婚約者のいる王女フリージア〟だ。きっともう二度とカインには会えないだろう。

　昨夜のことは忘れなければ。胸の宝箱に閉まっておくのだ。はじめて人を好きになった、幸福で綺麗な思い出として。

（……本当に……？　忘れなければ、いけないの……？）

　ぐっと、スカートの裾を握りしめる。

「あの、カイン……」

「リア」

「は、はい……っ」

　目の前から降ってくるカインの声が真剣そのもので、フリージアはつい過剰な反応を返してしまう。

　自分でもなんとなく分かっていた。別れを言われることがこわいのだと。だからこそ顔を上げられない。

　路地裏で向き合うように対峙したカインが、フリージアの手を取る。今カインにすべて忘れろと言われたら泣いてしまうかもしれない。

「婚約は断ろうと思う」

　カインの言葉にフリージアは一瞬かたまり、それからゆっくりと顔を上げた。

「……え？」

「幸い……と言っていいのか、俺は三男で長兄はもうすぐ結婚する。後継等の心配があるわけじゃない。今回の婚約は政略的な意味が強いとはいえ、俺が責務を投げ出して剣に逃げてばかりいた報いみたいなものだ。いずれは結婚を望まれる立場だが、今しなければいけない切迫した理由はない」

「……そ、そうなの……」

　カインが三男だというのは初めて聞いた。そういえば改めて自分はカインのことを何も知らない。

　そしてそれはフリージアにも当て嵌まる。いつまでも結婚どころか恋をする気すら見せない自分の、将来を案じた両親が用意した苦肉の婚約。でも、もし自分に意中の相手が現れたら──説得できるだろうか。両親を。

「結婚と向き合う気持ちが持てず、今回の婚約もいっそ割り切って受け容れようと思っていた。でも」

　ぐっ、と。握られていた手に力がこもる。

　カインの言わんとしていることが、分かるようで分からなくて。それはただの自分にとって都合の良い望みなのではないかと、不安と期待で胸が張り裂けそうだった。

「俺は、結婚するのなら……おまえがいい」

「……っ」

　涙が零れた。朝日を閉じ込めたように光る雫が、フリージアの頬を転がり落ちる。

　カインが慌てて掴んでいた手の力を緩め、もう片方の腕の袖で涙を拭ってくれた。

「悪い、困らせてるな。おまえに同じことを望むわけじゃない。おまえにはおまえの立場もあるだろう。だけど、もしかなうなら……待っていて欲しい。必ず迎えに行く」

　国と国同士の問題だ。そう簡単に破棄できるものではないかもしれない。でも。

　自分にも選べるのだろか。彼との未来を。

「……わたしも」

　何かしらの責任を負うことになるだろう。家族にも迷惑をかける。外交問題になる可能性もありえる。それでも。

　それでもこの気持ちは、なくせない。

「わたしも、あなたがいい」

　目の前でカインが息を呑み、それから一瞬の間を置いてきつく抱き締められる。

　抱擁は息苦しいほどに荒々しく、だけどまっすぐに思いを伝えてくれた。フリージアも背中にそっと腕をまわしてそれに応える。

「すべて清算したら、必ず会いにいく」

「……わたしの名前も、聞かずに？」

〝リア〟が愛称であることくらい、おそらくカインは気付いている。あえてフルネームを聞かないのはフリージアの立場を思ってのことだろう。

　知ってしまえば関係は繋がってしまう。きっとカイン自身も名前以外を明かすつもりはない。

　だから一度、ここで断ち切っていくのだ。また結ばれるまで。

「大丈夫だ。俺には女神の加護がついている。どこにいても必ず見つける。おまえは目立つからな」

　いつの間にか涙は止まり、カインの口ぶりに思わず笑ってしまった。

　こくりと頷いてそれから、フリージアはスカートのポケットからサシェを取り出してカインに差し出す。

「わたしが作ったの。わたしと同じ名前の花のサシェ。フォーセンではお守りみたいな意味があって……持っていてくれる？　小さいし、そこまで匂いが強いわけではないから……」

「……心の拠り所にする」

　言って、大きな手の平がサシェを受け取り握り込む。

　それからその顔がゆっくりと近づいてくるのを、フリージアは今までで一番幸福な気持ちで受け止めた。




　秋の風が高く舞い上がり、誰も知らないふたりの別れと約束を運ぶ。





　　　◇　◇　◇






　秋の収穫祭二日目。式典が執り行われる教会には、各国の王族を含む賓客が既に入場していた。

　カインは目当ての人物を探そうと視線を巡らせるが、なにぶん人が多くて見当たらない。

　祭典が始まる頃には皆席に着くだろうが、できればその前に済ませておきたい。

　小さく息を吐き、胸元の内ポケットからサシェを取り出し、手の平におさめる。落ち着けと自分に言い聞かせて。

「カイン兄様、こんなところにいた。今日の主役が何をやって……あれ、なにそれ？」

「……ルキウス。おまえ、いつからそこにいた」

「ふっふー。珍しいね、カイン兄様がそんな余裕なさそうにしてるの。緊張してるわけじゃないでしょう？」

「ローデリアスを見なかったか？　今日は父上の名代だろう」

「さっきあっちで挨拶してたよ？　カイン兄様にも関わりのある相手と」

「……なんだと？」

「フォーセン王国の王太子殿下と、あと女の人もいたから王太子妃かな？　ちょっと遠くてはっきりは見えなかったけど」

「行ってくる」

「え、挨拶？　意外、カイン兄様はこの婚約には乗り気じゃないとばかり」

「断ってくる」

「……え。な、何を？」

「婚約を」

「…………えぇ!?」

「結婚相手は自分で選ぶことにした」

　呆けるルキウスの脇を通りぬけ、弟の指した方へと向かう。

　覚悟ならとうにできていた。





　　　◇　◇　◇






（……苦しい……正装なんて、年に数えるくらいしか着ないのに）

　きつく締められたお腹を撫で、フリージアは浅く息をついた。

　自分は今、今朝の朝帰りの罰として予定になかった式典に参列している。もちろんフォーセン王国の王女として、だ。

　フォーセン王国の正装は、国色である青と赤を基調にスカートの部分には繊細な刺繍とレースがあしらわれた伝統的な衣装だ。フリージアの銀色の長い髪にも同じ色のリボンが編み込まれ、よく映える色合いで目を惹く。

　念の為と姉に持たされたものだが、まさか本当に出番が来るとは思わなかった。淑女の嗜みであるコルセットがやけにきつく感じるのは、昨日食べ過ぎたせいではないと思いたい。これではこの後の会食の食事もまともに食べられないだろう。至極残念だ。

　けれどこれで許してもらえるのなら、甘んじて受けるほかない。

　朝帰り直後、玄関先でフリージアを待ち構えていたイレクスにもちろんきつく叱られた。心配をかけたことは心から謝った。

　いくつかの確認だけをして、「まぁ無事で良かったよ」とイレクスが笑ったのには拍子抜けだった。もっと怒られるかと思っていたのだ。しかしその理由を侍従から聞かされて驚いた。イレクスはこの国で魔術師を雇い、居場所が把握できる魔法と護身用の魔法をフリージアにかけていたらしいのだ。

（抜け目ないわ。いつの間にそんなことを……だからあっさり外出を許してくれたのね）

　そんなわけで比較的軽い小言と、罰としてひとつの条件を言い渡された。

　持ってきていた王族正装を完璧に武装しろ、とのこと。

　武装という言い回しが我が国の兄らしい。心底嫌な顔をしてしまったけれど、フリージアに拒否権はない。

　そうして屋敷のメイドに手伝ってもらい、フリージアは王女としての正装を余儀なくされた。久しぶりのフリージアの正装を見た兄は満足げに笑って無断外泊を不問としてくれた。

　しかし正装したのであれば、目的はもちろん公務に他ならない。案の定フリージアは、当初予定のなかった式典への参列を命じられた。王族であるなら親族の招待で帯同できるという。

（まさかはじめからこのつもりだったんじゃ……）

　王家主催の式典だ。フリージアの婚約者もこの会場のどこかにいることは容易に想像できる。

　本来ならフリージアはここにはいないはずで、婚約者との対面はまだ先の予定だった。

　けれど準備の良さといい、フリージアの性格を見越した兄に一杯食わされた気がしてならない。それはもう確かめようもないけれど。

　当のイレクスは挨拶にと声をかけてきたウェネリス王国のローデリアス王太子殿下とにこやかに談笑している。

　結婚を控えたこの国の王太子で、フリージアの婚約相手の親族にあたる人だ。すばらしく整った顔立ちで、大国の王太子殿下のオーラがあった。さすがのフリージアも緊張し挨拶だけで精いっぱいだった。

　彼の周りには護衛や側近らしき人物が付き従っているけれど、弟らしき王子の姿は見当たらない。この後紹介される流れだろうか。

（式典に参列した以上、きっと挨拶くらいはするわよね）

　未だ顔も名前も分からない、フリージアの結婚相手。

（準備で慌ただしくて、婚約破棄の希望をイレクス兄様に伝えている時間がなかった……だったら、いっそ）

　もしここで会えるのなら。いっそ、直接断ってしまえばいい。

　とはいえ公衆の面前で婚約破棄を言い渡すなんて、相手にも失礼が過ぎるしそんな度胸もない。隙を作ってこっそりとでも自分の意思を伝えられれば、多少の時間が稼げるかもしれないというのがフリージアの魂胆だ。

　ただしその王子がフリージアの話を聞いてくれる器の大きさを兼ね備えた相手である前提だ。拒絶されて終わることもありえるだろう。

（いったい、どんな人なのかしら……）

　じわりと手袋の下に汗を感じ、緊張感に身を竦ませる。

　そっと隣に立ったイレクスが、フリージアの耳元に顔を寄せてささやいた。

「リア、ちょうどあちらから挨拶に来られたようだよ」

「え……」

　イレクスの言葉にゆっくりと顔を上げる。

　教会には煌びやかな自国の正装をした王族と賓客で溢れていて、目が眩んでしまいそうだ。

　それでも兄が視線で指し示す方に目を凝らす。イレクスの口ぶりから間違いなく相手はフリージアの婚約相手だろう。どくりと大きく心臓が鳴る。

　胸の中で今朝別れた人のことを思った。

（……ちゃんと、言うのよ。共にある相手は、自分で選びたいと）

　握りしめる手が微かに震える。けれど今目を逸らしてはダメだと必死に自分に言い聞かせた。

　だんだんと目当ての人物が近づいてくる。ローデリアス殿下と同じ意匠デザインの正装なのでおそらく人違いではないだろう。

　けれど近づくにつれ、まさかと思って目を瞠る。

　一際目を惹くその赤い髪が、白を基調とする正装に映えて美しくて、やっぱり白によく映えるのだと頭の片隅で思った。

「……うそ」

　思わず言葉が口をつく。

　あまりに焦がれて幻でも見ているのだろうか。

　口元を覆う手も喉も震える。

（……まさか）

　都合の良い幻想だ。でなければ彼が今ここにいるはずがない。

　だけれど見間違うことも決してない相手。

　それはおそらく相手も同じことを考えていて、互いの色に惹かれて出会い、共に過ごした時間を思い起こさせた。どこにいても、きっと見つけると。

　意外そうな目をカインに向けるローデリアス殿下を挟んで、ふたりは対峙する。

「紹介いたしますね、フリージア王女。彼があなたの婚約者となる私の弟、カインです」

　互いの顔がはっきりと見える距離。言葉はまだ出てこない。

　時間をかけて相手を凝視し、口元を押さえ、表情すら取り繕えない動揺と沈黙に、時間が流れる。

　今朝までの服装とも雰囲気とも大分違う。カインは騎士服ではないし、フリージアも町娘の軽装ではない。ふたりとも正装に身を包み、きちんと王族としての空気を身に纏っていた。

　だからこそようやくその答えに行き着いて、ふたりは声にならない声をあげる。

　彼から馴染んだ香りがする。彼に贈ったフリージアの心だ。疑いようも間違えようもない。

　それからふたりはほとんど同時に噴き出した。

　想定外の真実に笑うしかなかったのだ。それぞれの兄たちが怪訝な目を向けるのもお構いなしだ。

　ひとしきり笑ったあとで、涙を拭って見つめ合う。

　おそらく互いに用意していた言葉は無駄になった。だけどここまで持ってきた覚悟は決して無駄にはならない。

　カインがフリージアの前に片膝をつき、右手を差し出す。フリージアはそこに自分の手を重ねた。迷いも憂いも何もない、胸が詰まる思いで。

「はじめまして、フォーセン王国王女殿下。カイン・ウェネリスと申します」

「……はじめまして、カイン、王子殿下。フリージア・フォーセンです」

　王族同士の一般的な挨拶に他ならないが、なにぶんふたりは会場で目を引いていた。

　視線が集中する。おもしろいものでも見るような、観衆の目。状況の見えない光景に不審と戸惑いの滲むローデリアスとイレクスの視線もそこに混じる。

　女神がおりてくると言われる荘厳な教会に、凛とした声が響いた。

「俺と結婚してくれ、フリージア」

「……喜んで、お受けいたします。カイン様」

　一瞬後、フリージアはカインの腕の中に高く抱き上げられていた。

　まるで芝居の見せ場のようなそのやりとりと光景に、周りからわっと歓声があがる。一体なんの余興だと、それでも賓客ばかりであるこの場に控えめな拍手が送られる。

　ふたりの兄たちは困惑しながらも視線だけで苦笑いを交わし、ローデリアスが盛り上がるその場を制して式典へと移行された。




　この上なく晴れの祝いの日だった。





　　　◇　◇　◇






　ちょっとした騒動はあったものの、ウェネリス王国の秋の祭典は滞りなく行われた。

　式典の主役は女神テルティオより〝秋の加護〟を受ける第三王子カインだった。

　秋の豊穣と収穫に感謝と祝いの言葉を捧げるその姿は、神々しく荘厳で皆が見惚れた。もちろんフリージアも。

　式典は第一王子殿下の婚儀の日取りの知らせと、第三王子の婚約発表でしめくくられた。

　そうしてウェネリス王国滞在三日目。

　フリージアは帰国の馬車の中にいた。出国の挨拶に登城しているイレクスが戻り次第フォーセンに向けて出立する予定だ。

　準備を終え一足先に馬車に乗りこんでいたフリージアは、窓の外の景色に想いを馳せる。

　収穫祭は今日まで行われている。そういえば食べ損ねた露店の商品がいくつかあったことを思い出し、お腹の虫が鳴いた。

（なんだか夢のような三日間だったわ……）

　カインとは式典以来話せていないけれど、晴れて正式な婚約者になったのでこれから連絡はとりあえる。出発前に顔くらいは見たかったけれど彼の立場を知った以上わがままも言えない。

　帰国したらしばらく会えなくなることは容易に想像できた。次に彼の声が聞けるのはいつだろう。

「リア」

　物思いに耽っていた思考が、扉の開く音で現実に呼び戻される。

　兄が来たとばかり思っていたフリージアは、扉を開けて乗り込んでくるその相手に思わず声を上げた。

「かっ……カイン……!?」

「邪魔するぞ」

「えっ、な、どうして……っ」

　予想外の再会に目を白黒させるフリージアの様子にカインがおかしそうに笑う。

　それからフリージアの隣に腰かけ、紙袋を差し出した。

　出会った頃の騎士団の制服と、王子としての正装を合わせたような服装だ。身軽そうで羨ましい。

　フリージアは入国時は王女であることを伏せていたが、式典で身分が明かされたので出国するまではと今日も正装だった。大変動き難い。

「約束のものを忘れていたのを思い出してな」

「や、約束？」

「この国の名物の菓子を買ってやると、言っていただろう」

　そういえばそんなことを言っていた。それがふたりの始まりだった。

　約束を果たそうとしてくれたこと、それからもう一度会えた嬉しさに気持ちが昂揚する。

　会いに来てくれた。おそらく兄たちに許可をとって。

　差し出された紙袋を覗くと、まだ湯気の立つ揚げ菓子が入っていた。砂糖とチョコレートにコーティングされて見た目だけでじゅうぶん甘い。

「……ありがとう……嬉しい、とても」

　素直にお礼を言うフリージアに、カインも表情を崩し頷く。

　それからそっとフリージアの頭に手を伸ばし、額やこめかみや耳元に口づけを落とした。フリージアの気持ちを察しての慰めなのだろうか、何度も。

　その仕草や手つきがあまりに優しくて、余計に離れ難くなる。

「最後にまた会えるなんて、思わなかった」

　声を震わせるフリージアの腰を引き寄せ、カインが静かな声でささやいた。

「フリージア」

　名前を呼ばれる。それだけで涙が溢れそうになるからもう、自分では手におえない。

　なんて厄介なものだろう、恋というのは。

　けれど次の瞬間カインの口から飛び出した言葉に、涙が引っ込んだ。

「俺も行くことにした」

「……え？」

「イレクス殿には別の馬車を用意した。許可もある」

「……えっ!?　行く、って……まさか、フォーセンに……!?」

「おまえの育った国が見たい」

「……カ、」

「俺は、どちらで生きても良いと思っている。選ぶことができるのは、この上なく幸運なことだと今回思い知った。逆に、選ばせてやれないのは酷だと」

「……カイン」

「ふたりで決めよう。ふたりの未来だ」

　あぁ、駄目だ。

　このひとが、とても好きだ。

　思わずその胸に抱きついて、フリージアの花の香りに息をつく。

　想いが溢れて上手く言葉にできなくて、代わりに軽口が口をついた。そういえば求婚はされたのに、彼からその言葉はもらっていない。

「いつの間にそんなにわたしのこと、好きになったの？」

「……は、言っただろう。おまえは、目立つんだ。ずっと……目が離せなかった」

　フリージアの銀の髪を優しく撫で、照れ隠しなのか顔を見せないように胸に押し付けながら。フリージアにだけ聞こえるように、紅色の王子は愛をささやいた。

　馬車がゆっくりと走り出す。ふたりの選ぶ未来へと。







「一目惚れだ」









後日談　この両手いっぱいの












　ウェネリス王国を発ち馬車で五日ほど。窓の向こうにようやくフォーセン王国の城壁が見えてきた。

　フリージアにとっては約二週間ぶりのその光景に、ほっと安堵の息が漏れる。こんなに長い間国を離れていたのは生まれて初めてだ。

　向かいの席のカインは馬車の窓越しに見えるその光景に、緑色の目を瞬かせている。

「立派だな……こんなに高い壁に囲まれた街は初めてだ」

「防衛機能としての意味合いと、フォーセンは山からの吹雪がとにかく厳しくて、街を守るために必然的にこうなったらしいわ」

「すべて人の手で造られたのか。魔法の力も使わず……すごいな。圧巻だ」

　カインが感嘆の息を深くするのに、思わずフリージアはくすりと笑みを漏らした。生まれ育った自分の国を褒めてもらえるのは純粋に嬉しい。

　北の軍事大国と呼ばれるフォーセンは城塞都市の独立国家で、国土はさほど大きくない。ぐるりと高い石造りの壁に囲まれたその様はよく要塞に例えられる。分厚い幕壁は侵略対策としての機能が強く、側防塔や城壁の上部に造られた櫓はその名残だ。今では周りの山々からの吹雪を緩和するのに役立っている。

　とはいえ土地柄どうしても農業や畜産業には向かない。ウェネリス王国の収穫祭のような豊かさや華やかさとはかけ離れている。

（気に入ってもらえたら良いけれど──）

　この国も、家族も。

　僅かな緊張感を胸に、ふたりを乗せた馬車はゆっくりと城門をくぐった。





　　　◇　◇　◇






「準備ができたら挨拶に行く」

「わかったわ、また後で」

　城内に入ったところでふたりは別行動となった。

　フリージアは帰国の報告へ、カインは入国の手続きがあるからと衛兵に連れられていく。

　イレクスは帰国のついでに別の公務も済ませるとかで遅れての到着になるらしい。

　いきなり他国でひとりになってしまって大丈夫だろうか。そういえば彼は一国の王子であるのに侍従も連れず、身一つで他国に来たのだ。魔法が使えるとはいえあまり得意ではないと言っていたし……ただ騎士団にも所属している騎士でもある彼は、自身を護る術も持ち合わせているのだろう。

　改めて自分の国に彼がいるという事実がなんだか不思議でたまらなかった。カインと出会って恋に落ちてまだ数日しか経っていないのに。

　少しだけ感慨に耽ってから、自分もやるべきことをやらなければと動き出す。

（今日到着だって、知らせてあるはずだけれど……）

　イレクスがウェネリスで雇ったという魔術師は国を出てからも継続雇用しているらしく、途中の街で別れるまでいろいろと世話になった。父達へのカイン来訪の知らせも、既に魔法で手紙を届けてくれているらしい。

　改めて魔法の便利さというものを知ると、丈夫さくらいしか取り柄のない自分が少し恥ずかしくなってくる。

　この国では基本的にすべてが手作業、体ひとつでこなす。今でこそ他国からの移住者もいるし中には魔法を使える人もいるけれど、この国での暮らしを受け入れている人が多いからかほとんど使っているところを見たことがない。それまでの人生で魔法が生活の基盤となっていた人からしたら、さぞかし不便な生活だろう。

（カインにがっかりされないと良いけれど……）

　カインと結婚できるのは嬉しい。ふたりで生きる道をふたりで決めようと言ってくれたその心が何よりも嬉しかった。

　これから先のふたりの未来を考えるにあたって、彼にフォーセンを知ってほしい気持ちはある。けれど彼があの大国ウェネリスで生まれ育った王子であることを考えると、どうしても身が竦む思いがしてしまう。

「──リア！」

　帰国の報告をしようと両親がいるであろう謁見室に向かっているところで、聞きなれた声に呼び止められた。振り向きざまに両側からがばりと腕に抱きつかれて思わずつんのめってしまう。ふわりと香るこの花は──

「アリッサ、マリー！」

「おかえり！　婚約者と一緒に帰ってきたって本当!?」

「リア、とうとう結婚しちゃうの……!?」

　幼い頃から旧知の友人ふたりが、待ち構えていたかのように帰国したばかりのフリージアを捲し立てた。その目は興奮と好奇心で満ちている。思わず後ずさってしまうほど。両腕をがっしりと掴まれているので逃げられないのだけれど。

　ふたりの勢いよりも、フリージアの婚約の話を知っていることに驚いた。まだ公式な発表はされていないはずなのに。

「待って、どうしてその話を？」

「みんな知ってるわよ、オリヴィア様が言っていたもの」

「婚約者の顔を見に行ったんでしょう？　どんな殿方だったの、大国ウェネリスの王子殿下は！」

「オーリ姉様……！」

　フリージアにとって二番目の姉であるオリヴィアは、昨年生まれたばかりの子供といっしょによく城に帰ってくる。フリージアに公務用のドレスを持たせた張本人で、恋話と噂話が大好きな人だ。

　とはいえ、国を出る段階ではまだ正式決定ではなかった妹の婚約を簡単に話してしまうなんて口が軽すぎる。この様子では城内だけでなく街の方にまで噂が広まっているだろう。

　思わず頭を抱えるけれど、しかしこれがフォーセンでもあるのだ。

　王族と市民の垣根が限りなく低い。年の近い子どもはみんな幼馴染みだし、敬語なんて使わない。

　長い歴史と冬を共に乗り越えてきた国民は皆家族のような意識が深く根付いているのだ。

「同伴で来たってことは、結婚するのは決定ってことよね？」

「まだ、全部これからなの。今回は流れで挨拶に来てくれたというか……」

「イケメンだった？　優しい？」

「う、ええと……」

　イケメンだと思うし優しいけれど。どう説明して良いか分からない。この手の話題は散々避けてきたから余計に。

「まさか本当にリアが結婚するなんて……！　私の方が絶対先だと思ってたのに……！」

「だからまだ決定じゃなくて」

「冬籠りの前にお祝いしなくちゃ！」

「だから、ちょっと、ま……っ」

「ちょうどまだ商隊が広場に来てるわよね？　引き留めておいた方が良いかしら？」

　ぜんぜん話を聞いてくれない。

　ともかくはやく両親のもとへ行かなければとふたりを引き摺って歩き出す。ついでに口の軽い姉への文句も言いに。

　けれど本番はこれからで、フリージアは行く先々で婚約についての質問攻めに更に頭を抱えることになるのであった。





　　　◇　◇　◇






　フリージアと別れ来賓室へと案内されたカインは、一通りの書類にサインをし終え短く息をついた。

　国王陛下謁見には少し時間がかかるらしい。あとは待つしかない状況で、謁見前の許可なしに勝手に出歩くわけにもいかない。

　手持無沙汰になったカインに、城に着いてからずっと事務説明や書類の手配等をこなしていた男が声をかけた。

「カイン殿下。待っている間に良ければ訓練場を見ていかれませんか？」

「訓練場が近いのか？」

「ええ、王族の方々もよく顔を出しますから」

「ぜひ、拝見したい」

「案内しましょう」

　カインにとってフォーセン王国への興味のひとつがこの国の兵力だ。滞在中にぜひ訓練の様子を見学させてもらいたいと思っていた望みが早々に叶い、自然と足が軽くなる。

　生まれながらに強靭な肉体を誇るフォーセンの民たちの、王族はその筆頭と聞く。フリージアの第一印象からもそれは窺える。異国の地で暴漢相手に回し蹴りをした王女だ。つい思い出してくすりと笑みが零れた。

　前を歩いていた男がふとカインを振り返る。

「フリージアの香りですね」

　その名にどきりとしつつ、言われて一瞬思案する。それからようやく胸ポケットの存在に思い当たった。そこにはフリージアからもらったサシェがある。彼女の名前の花の。

　無意識にそこに手を置いたカインに、男はどこかおかしそうに笑った。

「この国の娘たちは、意中の相手に自分の名の花を贈る風習があるんです。だから花の香りには敏感で」

「そ、そうなのか……」

　フリージアにはお守りだと言われて渡されたサシェ。それが彼女なりの告白であった事を知り、頬が熱くなる。

　こうして他人にも分かるほど彼女の匂いを纏う自分は、おそらくこの国に着いてからずっとその花の名と香りに護られていたのだ。

「王女殿下の婚約は政治的な意味が強いと噂に聞きましたが、それだけではないようで安心しました」

　その言葉や声音には、彼女を知る者としての慈愛が感じられた。

　ここに来るまでの間にフォーセンの王族と市民はとても距離が近いと聞いている。いきなり他国に嫁ぐかもしれなくなったフリージアを心配する民が多いのだろう。歩いている間も自分に向けられる視線が多いことにも気づいている。

「……ひとつ、訊いても良いか？」

「なんでしょう？」

「この国では、その……男からの結婚の申込はどうやるんだ？」

　この国のことが知りたい気持ちと、フリージアの気持ちにこの国の流儀で返したいという気持ちから出た言葉だった。

　カインの問いに男は目を丸くしてまじまじとカインの顔を見つめる。

　賓客に対して不躾なその態度が、なぜか様になっているから不思議だ。どことなく漂う気品と風格はただの側近とは思えない。

「そうですね……まずはしきたりとして、相手の家の者と戦います」

「た、戦う、とは」

「強さが売りの国ですからね。自分より弱い男に大事な家族はやれません。多くの場合は相手の家の兄弟と決闘し、最終的には家長を倒さない限り結婚は認められません」

「……な、なるほど」

　ウェネリスにはない流儀だ。しかもフリージアの家の家長とは、すなわちフォーセンの国王陛下である。

　さすがに決闘は無理だ。どうにか穏便に結婚を認めてもらうしかない。

　柄にもなくそんな事を考えていた時、長い石の廊下が終わり訓練場に着いた。

　想像以上の光景に圧倒される。訓練場というより広大な石造りの円形闘技場に近い。

　あちこちに散らばり訓練中だった若い兵士たちがカインたちの姿に動きを止めて敬礼し、すぐにまた再開された。

　ウェネリスでいう騎士とは違う彼らは、屈強な拳と体で戦うと聞いてはいたけれど……実際に目の当たりにすると思わず目を瞠るものがある。圧倒的な迫力の違いを肌で感じた。

　呆けるカインに男は楽しそうに続ける。なぜか上着の釦に手をかけながら。

「お望みとあらばお相手しますよ、ウェネリス王国第三王子殿下。我が国の流儀でいくなら剣も魔法もなしになりますが」

「……貴殿、は」

「申し遅れました。騙すような真似をして申し訳ない。サリクス・フォーセンと申します。フリージアの二番目の兄です」
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「リア！　訓練場がすごいことになってる！」




　帰国の報告を両親に終えた頃、興奮で息を荒くしながら呼びに来たアリッサに連れて行かれたのはなぜか訓練場だった。

　王城に隣接する訓練場は闘技場も兼ねていて、フリージアも小さい頃からよく顔を出す場所だ。兵士たちとも殆ど顔見知りである。

　この時間訓練中のはずの兵士たちがなぜかぐるりと訓練場の壁際でわぁわぁと声を上げていた。まるでちょっとしたお祭りだ。誰かが決闘している時によく見るその光景の、中心にいたのは──。

「カイン！　と、サリクス兄様……!?」

　フリージアは思わず悲鳴にも近い声を上げる。

　中央で決闘していたのは婚約者であるカインと兄であるサリクスだった。カインは騎士団の隊服を脱いで剣を置き、サリクスも公務用の上着を脱いで本気が見てとれる。

　なぜふたりが。状況がまったく呑み込めない。

「な、なにを、して……！」

「カイン殿下の申し出だそうよ」

「オ、オーリ姉様……！」

　いつの間にか隣に姉のオリヴィアがいた。両親と一緒にいないと思ったらこんな所に。

「この国の流儀に従って、あなたに結婚を申し込みたいそうよ」

「え……えぇ!?」

「ふふ、なかなかおもしろい方ねぇ。リアの婚約者殿は」

　楽しそうに笑う姉をよそに、フリージアは目の前の光景に困惑を隠せない。

　今すぐやめさせたい。けれどオリヴィアの言うことが本当なら自分に止めることはできない。この国で決闘は最も神聖な儀式なのだ。

　何よりカインが自分の為に今あの場にいるのだとしたら、止めることなどとてもできなかった。

　泣き出したいような気持ちで見守るしかないフリージアの視線の先で、サリクスの拳を受けたカインが勢いよく飛ばされた。

　カインの赤い髪が宙を流れる残像に、フリージアは殆ど無意識に駆け出していた。

「カイン！」

　倒れ込んだカインの傍に膝を着いて、顔を覗き込む。

　決闘は素手で行うのが規則なので目立った外傷はないが、服も顔も泥だらけだ。

　フリージアを見つめる瞳が細められ、長い息を吐きだすのと共に無念の言葉が漏れる。

「……悪い、勝てなかった」

「……っ、カイン……っ」

　苦々しく笑いながら仰向けに脱力するカインの手をフリージアはそっと握った。

　フォーセンの第二王子であり軍部に籍を置くサリクスは優男な見目に反して王族の中でも群を抜く武闘派だ。おそらくこの国一番といって良い。

　魔法も剣も封じられて、初めて訪れた場所で急に決闘の場に立たされて、勝てるわけないのだ。

　そう思ったけれど、そんな事は決して口にはできなかった。きっとそれはカイン本人も分かっていて、それでもサリクスに挑んでくれたのだと分かるから。

　体を起こすのを手伝いながら気遣うフリージアと呻くカインに、サリクスが飄々と声をかける。

「時間切れですね、カイン殿下。リアが来てしまったら終わりという約束なので」

「サリクス兄様！　カインは客人なのよ!?　こんな手荒な真似をして……！」

「いいんだ、リア。俺が申し込んだ。サリクス殿には付き合ってもらったに過ぎない」

「でも……っ」

「この国と、おまえの事が知りたかったんだ。締まらない結果に終わったが……」

「……カイン」

「良い国だな。おまえが愛されて育ったことがよく分かった」

　言ってカインが、ちらりと周囲に視線を向ける。そこにはこの決闘を見守りつつ囃していた兵士たちや城に仕える使用人たち、フリージアを幼い頃から知る友人や町の皆の顔が並んでいた。

　サリクスも目的を果たしたとばかりに訓練場を後にしオリヴィアと何やら話している。

　アリッサとマリーはカインの姿に釘付けで、顔見知りの兵士たちはカインの奮闘を称えるように笑顔だった。

　皆がカインを受け入れている。サリクスの本当の目的はこっちだったのかもしれないと思ったけれど、確かめる術はない。

　とその時、どこからともなく赤い花びらがひらりと訓練場に舞い込んだ。それは訓練場から見上げる空高くから、いくつもいくつも舞い落ちてくる。

　見たこともない光景に人々は空を仰いだ。あちこちで歓声が上がっている。

　フリージアも目を丸くしてから、はっと気付いて目の前のカインを見つめた。赤い髪をかきあげながら、はにかんだように彼が笑う。

「これ、カインが？　魔法？」

「決闘の方は、叶わなかったが……せめて気持ちを返さないとと思ってな。この国では好きな相手に花を贈るだろう？」

　カインの言葉を吞み込んで、その意図に気づいてフリージアの顔に火がつく。

　今、自分は告白されているのだ。この国の流儀に倣いつつ、彼なりの方法で。

　じわりと胸が熱くなって、込み上げる思いに泣きそうになる。

「も、もう十分よ。一緒に来てくれた、それだけで」

「俺はあまり口に出すのが得意じゃないからな……ちゃんとこの場所で、伝えたいんだ」

　赤い花弁が降り注ぎフリージアの両手にはもう溢れるくらい。そこにカインの手が重なって、もう片方の手がフリージアの頬に伸びてくる。引かれ合うように顔が寄せられ、フリージアの唇に触れる先でカインがその言葉をささやいた。

「おまえが思うよりきっと、俺はリアが好きだ。この国もきっと好きになる」

　なぜだろう、出会ったばかりでまだ知らないことの方が多いのに。彼には全部見透かされている気がする。どうしたって敵わない気がするのだ。

「……わたしも、好き」

　ひとりではない。ふたりでいる。だからきっと大丈夫だ。

　ふたりでならどんな場所だって歩いていける。同じ思いをこの両手いっぱいに抱えて。




「大好き」
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一　プロポーズ









　秋が空気の色を変え、ウェネリス王国に冬が訪れようとしている。

　ここは歴代のウェネリス王家の人間が埋葬されている霊廟。教会とも見紛うような美しく白い神殿は、中に入ると天窓からの採光でまばゆい空間が広がっている。そこに代々の棺が等間隔に設置されている様は荘厳だ。

　その霊廟を彩るように造られた庭園の一角で、カロレッタは落ち葉を集めているところだった。

「あっ」

　ひときわ強い風にあおられて、カロレッタの白いフードが外れた。冷気が頬に触れ、小さな震えが走る。

　今日はどうにも風が強い。庭園の落葉樹からは黄金色の葉が早朝の上うわ風かぜに舞いあがって、絶えず地面に降ってくる。ガーデンレーキで集めているそばから積もっていくので、全然進まない。

「これじゃあいつまでたっても終わらないわね」

　カロレッタの生まれたオーリム家は、先祖代々この霊廟の管理と守護を任されている。

　先に霊廟内の掃除をしてこようか。それが済む頃には風も少しは穏やかになっているかもしれない。

（シルヴァだったら一瞬なのに）

　ふと思い出すのは、双子の弟のこと。

　彼はこういう時は決まって魔法で落ち葉を集めた。同じ血を分けた姉弟ながら、シルヴァはカロレッタの数倍の魔力を持ち、扱い方にも長けている。彼にとって落ち葉を集めるなんて些末なことだ。

（シルヴァ……今、何してるの？）

　心の中で名前を呼ぶ。

　今日のような冬の入口の日には、心にあいた穴の存在を感じずにはいられない。彼へ抱いていたほのかな恋慕とみじめさがあけた穴だ。

　そして、その穴を埋めようとしてくれた存在をともに思い浮かべていると、背後から近づく気配があった。

「カロレッタ」

　軽やかな声に体が強張るのは、今まさに思い描いていた人の声だったからだ。

　彼はいつもそうだ。カロレッタの心に冷たい風が吹きすさぶ瞬間を狙っているかのようにやってくる。

「ルキウス」

　振り向いて名前を呼べば、カロレッタのすぐそばまで近づいていた細身の男性は花がほころぶような笑顔を浮かべた。

「えへへ、来ちゃった」

　先月十八歳になったばかり、少年と青年の境目にいる彼の笑顔はあどけない。

　この国の第四王子ルキウス・ウェネリスだった。

　透き通るような銀髪は風にあおられ輝き、エメラルドのような緑がかった目は鮮やかな光彩を放っている。身にまとうのは純白のシルクのシャツに、紺色のテイルコート。左胸には国花であるウェネリス・リリーをモチーフにしたブローチが輝いている。

　カロレッタからすれば、本来なら呼び捨てなど許されない相手。けれど敬称をつけようとするたび『様なんてつけたら承知しないよ』とルキウスから言われて、なあなあの状態でここまできているのだった。

「もう……またマイトさんを困らせて」

「行き先はちゃんと伝えてあるから大丈夫」

　彼の護衛騎士の名前を出しても、笑顔一つで跳ね除ける。カロレッタが言外ににじませた呆れも、ルキウスにはまるで響いてはいないようだ。

　朝食後のこの時間、彼は政務を始めるまでの暇つぶしと言ってよくここを訪れる。北の端に位置するこの霊廟は王宮からは離れているのに、本当に頻繁に。

　ルキウスは自分の髪がなびくのを風にまかせたまま、そっとカロレッタの薄茶色の髪に手を伸ばした。腰ほどまであるカロレッタの髪は、ゆるく編み込まれている。風が吹いたからといってそうひどい状態にはならないのだけれど、ルキウスは気遣うようにその髪を一房とってくちづけた。

「おはよ、カロレッタ」

　まるで誓いのように。

　もしくは自分に課した責務だとでも言うように。

　ルキウスはいつも、いつだって、カロレッタへの挨拶とともに髪へくちづけをするのだ。

　はじめの頃は遠慮したり断ったりしていたカロレッタも、もう三年も同じことが続けば諦めの境地に至った。ルキウスが髪から手を離すのを見届けてから、ローブの裾をつまんで礼を返す。

「おはよう、ルキウス」

　ここまでが毎回交わされるルキウスとの挨拶だ。彼は満足そうにうなずいた後に、カロレッタが持つガーデンレーキと足元の落ち葉を見比べて、心得たような表情を浮かべる。

「今日は風強いし、それだときついでしょ。待ってね」

　ルキウスはそう言うなり、右の手のひらを地面に向けた。彼が口元で何か呟くと手のひらが発光して、落ち葉をかき集めるかのようにつむじ風が発生する。

「あ」

　カロレッタが止める間もなく、散らばっていた落ち葉がひとところに集まった。カロレッタが先ほど思い出した光景そのものだ。違うのは、その魔法をかけた人物だけ。

（ほんと似てる。魔法が上手なところも、勝手にさっとやっちゃうところも）

「結構上手でしょ？　シルヴァにも引けをとらないと思うんだけど、どう？」

　まるでカロレッタがシルヴァを思い描いていたことを知っているかのような言葉だ。

　もしかしたらルキウスは心を読む力があるのかもしれない。彼が生まれた時に授かったという冬の加護は『真理を照らす光』とも呼ばれている。カロレッタが必死で隠していることも、彼には見えているのだろうか。

（……なんてね。あるわけない）

　自分の想像を打ち消して、カロレッタは微笑んだ。

「シルヴァよりも上手よ。さすがだわ」

「ほんとかなぁ？」

　ルキウスはまんざらでもなさそうな表情を見せ、落ち葉をちりとりに流し込むのも魔法で手伝ってくれた。これを大樹の脇に掘った穴へ落とせば作業は終わりだ。

「ありがと、ルキウス。助かったわ」

　この後ルキウスは王宮、自分は霊廟へ。それぞれの居場所へ戻るのが、いつものことだった。

　何か違うと思ったのは、ルキウスの顔から笑みが消えていたから。普段から穏やかな微笑みを浮かべている口元が引き締まっているのは珍しい。

「どうしたの？　何かあった？」

　のぞきこむと、ルキウスはハッとした表情を見せた。

「なんでもない。柄にもなく緊張しちゃってたみたい」

「緊張？　なんで？」

「君に結婚を申し込もうと思ってるから」

「え？」

　固まってしまったカロレッタを見て、ルキウスは控えめに微笑んだ。

「カロレッタ、結婚しようよ」
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　カロレッタにとってルキウスは、弟のような存在だった。

　出会いはカロレッタが八歳、彼が五歳の時。社会勉強という名目で、彼が霊廟に見学に来たのだ。

　ルキウスは、霊廟に入るなり好奇心いっぱいの表情で「たんけんしていいの？」とそばにつく侍従とカロレッタの両親を見上げた。つぶらな瞳に魅了されたのか、誰もが柔らかい表情でそれを許した。

「行こ！　案内してくれる？」

　ルキウスは無邪気にカロレッタとシルヴァに声をかけ、手を伸ばした。

「ね、ともだちになろうよ！」

　当時八歳、快活で天真爛漫なシルヴァは『ともだち』という響きに笑顔になって「いいよ！」と駆け出して行く。ルキウスも「やったー！」と追随するように奥に向かって走り出してしまった。あわててカロレッタが追いかけて……それが全ての始まり。

　ルキウスとシルヴァは、好奇心旺盛な性格な者同士とても気があったようだ。ルキウスは時間を見つけては霊廟に来るようになり、あっというまに仲良くなっていった。最初はシルヴァが兄貴風を吹かせていたようだけれど、いつしかルキウスの背も伸びて、目線は同じ高さになっていた。二人と一緒にいたカロレッタも自然と輪に入り、三人で数え切れないくらいの楽しい時を過ごした。

　それが失われたのは、今から三年前、士官学校の卒業を控えたシルヴァに縁談が持ち込まれてからだ。

　オーリム家は生涯ウェネリス王家に尽くし、霊廟の守護の役割は他のだれにも譲らないと定められている。必然的にカロレッタもシルヴァも霊廟にとらわれて生きることになる。

　士官学校で色々な人と出会い、世界が広いことを知ったシルヴァにとって、霊廟は狭すぎた。外への興味がふくれあがっているところに、彼を霊廟に縛りつけるような婚姻──シルヴァが反発するのは必然だった。

『ここを出たい。広い世界を見たい』

　誰よりもシルヴァの性格を理解しているカロレッタは、その気持ちを止めることができなかった。そして、シルヴァの望みを聞いたルキウスには、それを叶える力があった。彼はシルヴァを国で組織している調査隊のメンバーへと入れたのだ。水面下で他国の様子を探る、内偵組織である。

　第四王子の権限か、それともどこかに根回ししたのか。

　ほどなくして正式な任命書が発行された。

　当然、シルヴァとどこかの令嬢の婚約は破談となり、彼は意気揚々と霊廟を出て行った。

　それから三年、シルヴァからは年に一度元気で暮らしているというたよりがくるのみ。最初はいつか任務を終えて帰ってくるかもしれないと期待していた両親だったけれど、今はだんだん諦めの気持ちも生まれているようだった。きっとこの霊廟の管理は、カロレッタに受け継がれていくのだろう。

　カロレッタも二十一歳になり、そろそろ誰かとの婚約話が持ち上がるだろうとも考えてはいた。けれど、さすがに王子から求婚されるとは予想外だ。

「結婚なんて……」

　固く絞った布で棺を拭きながら、カロレッタの口から思わずこぼれた。幸い両親は併設されている火葬場の方の手入れをしているので、広い空間でカロレッタの声を聞く者はいない。

　あれからルキウスは説明もなく王宮へ戻ってしまった。第二王子のシャルルとともに視察に行って来るから、戻ったら返事をくれと言い残して。

　考えてみても、どうして急にルキウスがそんなことを言い出したのかさっぱりわからない。

（もうすぐローデリアス殿下の結婚式だから触発されたとか？　でもまわりに影響を受けるような性格じゃない気がするけど……）

『僕がいるよ、カロレッタ。僕をシルヴァの代わりにして』

　不意に忍び寄る過去の声に、カロレッタは身を強張らせた。

　忘れもしない三年前。シルヴァを送り出したあと、寂しさに泣くカロレッタを包み込んだのはルキウスだ。

『泣いていいよ。僕をシルヴァだと思って抱きしめて。だって君はずっと……』

「待って！」

　思わず声が出たけれど、自分の心は抑えこめなかった。

『シルヴァのことが好きだったんだもんね』

　あの日ルキウスに暴かれた秘密が、胸の内で響く。それは今でもまだカロレッタの心をざわつかせた。

「……もう違うわ」

　カロレッタの声は広い空間で反響して、静謐な空気に溶け込んでいく。あたりを見回して誰もいないことを確認してから、カロレッタは棺にすがるようにして膝から崩れ落ちた。
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「カロレッタ、ただいま！」

　十日後、ルキウスは視察から戻ってきた。

　棺に添える花を剪定していたカロレッタがその声に振り返ると、濃紺のマントを羽織ったルキウスが笑顔で歩み寄ってきた。

　なぜかその隣にはシャルルがいる。

　彼は中性的な美貌を持ち、少し前までは魔法で誰しもが目を奪われる美女としての姿を見せることが多かったと聞いている。カロレッタも式典などで遠くからその姿を見つめることはあったけれど、こんなに身近な距離感で関わるのは初めてだ。

「シャルル殿下!?」

　あまりの驚きにハサミを落とすかと思った。なんとかベルトにつけたポーチに収納して、膝をつく。

「そんなことしなくていいよ。顔をあげて」

　かしこまるカロレッタに対して、歌うような美しい声が響いた。シャルルは見目だけでなく声も上品だ。視線をかわせば、鮮やかなエメラルドグリーンの瞳に吸い込まれそうで、ドキドキしてくる。

　──と、ルキウスがカロレッタの視界を遮るように、シャルルの前に進み出た。

「僕も視察帰りで疲れてるんだけど？」

　むくれた表情に、カロレッタは強張った肩の力が抜けるのを感じた。彼は彼で美しい顔立ちをしているけれど、やはり普段からの気安さは心をほぐしてくれる。

「そうね、ルキウスもおつかれさま」

「うん、ありがと」

　ルキウスに手をとられ、引かれるがままに立ち上がる。と、待ちきれないようにシャルルが言った。

「ほらルキウス。早く開けて」

　何のことだろう。

　困惑するカロレッタをよそに、ルキウスは懐から小さな箱を取り出した。

　そこにはアーラの花をモチーフにした髪飾りが入っていた。大ぶりの花びらが広がる様が鳥の翼のようだと言われ『冬の翼』との異名をとる花だ。淡いピンク色の大ぶりの花と、白い小さな花が連なったデザインは手が込んだ作りで、一目見ただけで高級な品だとわかる。

「……すごくきれい」

「僕らが視察に行ったのはポルトゥスっていう港町だったんだけど、他国との貿易がさかんでね。シャルル兄様にも見てもらって、カロレッタに似合いそうな髪飾りを買ってきたんだ」

「カロレッタってとても髪が綺麗だね。編み込むだけじゃなくて、結い上げても似合いそう」

「なるほど。そういうカロレッタも見てみたいなぁ。ね、今度侍女の誰かに頼んでみたら？」

「ありがたいけど、私はこの髪型でいいの」

　シルヴァがいた頃は、よく彼がカロレッタの髪を編みこんでくれた。その思い出を捨てきれず、今も髪型を変える気にはなれない。

　カロレッタの抱える思いにシャルルが気づいたかどうかはわからない。

　けれど気品ある微笑みとともに「好きな髪型につけるのが一番似合うよ」とシャルルは優しく言ってくれた。

「編み込みにも合うと思うな」

　ルキウスも近づいてくる。その意図を察して、カロレッタは後ずさった。

「待って、ルキウス」

　お土産にしては不相応すぎる。カロレッタは身分としては貴族だけれど、ドレスなんてほとんど着たことがないのだ。当然こんな繊細な髪飾りなど身につけたこともない。

「つけたところが見たいな。だってせっかく君に買ってきたんだもん」

「そうだね。僕も見たい。選んだ責任もあるしね」

　王子二人にそう言われてしまっては、カロレッタがこれ以上固辞することもできない。体の力を抜くと、ルキウスは満足そうに微笑んだ。

　カロレッタの左耳の上あたりに髪飾りが留められる。それを見て先に声をあげたのはシャルルだった。

「うん、とってもよく似合ってる。ね、ルキウス」

「ほんと、すごくかわいい。カロレッタにはこういう淡い色が似合うと思ってたんだ」

　髪飾りの美しさに魅了されただけに、その実物が自分の頭に飾られているというのは気恥ずかしい。けれどルキウスとシャルルが嬉しそうに顔をほころばせるから、カロレッタもおずおずと微笑んだ。
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　あれからすぐにシャルルは王宮へと戻っていった。

「ほんっとよく似合う、これにして良かった」

　ルキウスはしげしげとカロレッタを見つめては、満面の笑みだ。

（ルキウスってば）

　彼はいつも天真爛漫な笑顔で何もかも押し通そうとする。王宮内でも明るく愛らしい彼に魅了される者は多いそうだ。

　カロレッタだってルキウスの笑顔が好きだ。それを見るためにできることならしてあげたい、と思ったりもする。

　ただし、それは親愛の証として。

（じゃないと、私は……）

　改めてルキウスに目を向けると、彼の柔らかい視線とぶつかる。

「ちゃんと毎日つけてよ？」

「そんなことしたら絶対汚しちゃうわよ。大事な時だけ使わせてもらうわね」

「普段使いしてほしいから、宝石のついてないものにしたのに……まあ大事な時ももちろんつけて欲しいけどさ。例えば、僕が君の両親に挨拶に行く時とか」

　いつにしようかな。僕は今からでもいいよ。

　声を弾ませるルキウスに、カロレッタは首を横に振った。

「ルキウス、今なら冗談にできるわ」

　すっと周囲の温度が下がった感覚がした。彼の表情が人懐っこいものから静謐なものへと切り替わっていく。

「冗談だと思ってるの？」

「……思ってないわ。でもこれは冗談にしないとだめよ。あなたはしかるべきご令嬢と結ばれないと」

「カロレッタは十分にしかるべき令嬢でしょ。オーリム家はこの霊廟を代々護り続けている由緒正しい家柄だよ」

「でも……」

「僕に、名前しか知らないような誰かと政略結婚して欲しいの？」

「そういうことじゃなくて」

　ルキウスの挑むような視線に絡め取られる前に、カロレッタは目をそらした。

「カロレッタ」

　ルキウスがカロレッタの頬に手を添えた。

　無理やりに顔を向けさせられれば澄んだ瞳とぶつかって、心拍数が跳ね上がった。

「……本当は？」

　ルキウスからの『目をそらすことは許さない』という確固たる意思が感じ取れて、カロレッタは息を呑んだ。

　──本当は。

「僕の気持ちは三年前と変わってないよ？　君のそばにいたいんだ。たとえシルヴァの代わりだとしても」

「だめ」

　国民から愛されている第四王子が、そんな恋に身を落とすなんて間違っている。彼の恋は、彼の結婚は、幸せの中にあって全ての人から祝福されるべきものだ。そしてそういう相手は、カロレッタではない。

「君はまだ、シルヴァを好き？」

　そっとつむがれた言葉に、カロレッタは目を見開いた。

（そんなこと聞かないで。たった一度だけ吐露した爛れた恋を、いつまでも覚えていないで）

　ずっと閉じこめてきたものが奔流となって溢れ出す前に、カロレッタは声を振り絞った。

「もう過去のことよ」

「うそつき」

　そう言って、ルキウスがカロレッタの唇を奪った。

「んっ……ルキウス！」

　両頬をはさみこまれた状態では逃げようもない。カロレッタの戸惑いにつけこむように舌が口内に差し込まれ、ペロリと歯列をなぞられた。

　反射のように思い出すのは三年前のあの夜。

　カロレッタとルキウスの関係が決定的に変わった瞬間のことだった。










二　爛れた恋









　三年前、シルヴァが意気揚々と霊廟から旅立った日のこと。その夜は冬の気配がひたひたと染み込むような寒い夜だった。

　空にのぼった月が中天にかかる乙いつ夜やの頃。自室でぼんやりと夜を過ごしていたカロレッタの元にルキウスが訪れた。

　窓をコツコツと叩く音がしたと思ったら『カロレッタ、窓を開けて』と頭の中にルキウスの声が響いたのだ。一体何だろうと思いつつ言う通りにしたら、飛び込んで来たのは黒いフクロウだった。漆黒の翼に視界全部が覆われて、思わず目をつぶる。その次の瞬間にはルキウスが目の前に立っていた。昼間のかっちりした服装ではなく、シャツにズボンというかなり身軽な装いで。

　いくら自由奔放な性格とはいえありえない時間帯だった。ルキウスは「いろんな魔法使ってきちゃった」と照れ笑いしたが、カロレッタは冷や汗ものだ。

「急にどうしたの!?　ここにいるのがバレたら問題になるわよ、早く戻って」

「カロレッタに謝りたかったんだ」

　あわてるカロレッタに対して、ルキウスは落ち着いた表情だった。燭台の明かりに照らされた彼は、まだ少年といっていい年頃なのにやけに大人びて見えて胸が騒ぐ。

「謝ることなんてないわ。シルヴァの望みを叶えてくれてありがとう」

「君の恋を引き裂いた」

　その言葉は何よりも鋭く、カロレッタの心に突き刺さった。

（気づいてたの!?）

　それはカロレッタがひた隠しにしてきた想いだった。

　シルヴァに対して家族としての親愛の情を超えた想いを持ってしまった。双子という距離の近さのせいだと、どんなに否定しても想いは消えなかった。本人はもちろんのこと、まわりの誰に知られてもいけない、ひっそりと抱えるしかない恋心。

「……何言ってるの。そんなわけないでしょ」

　とにかく早く城に戻った方がいい。話はまた明日の朝にできるから。

　必死で取り繕って言葉を積み重ねたが、ルキウスにはさっぱり響かなかった。彼は自分の発言などなかったかのように室内を物珍しそうに見回している。

　カロレッタの部屋は寝台や机などの必要最低限の家具が並ぶだけのシンプルな内装だった。窓際のテーブルセットをすすめるも、ルキウスはなぜか寝台に腰掛ける。確かに椅子より座面としては柔らかいかもしれないけど、それは困る。

「どうしてそこなの。こっちの椅子に座ったらいいと思うわ」

「柔らかい。寝心地よさそうな寝台だね」

「ルキウスの寝台の方が絶対に上質よ」

「カロレッタ、こっちきて」

「あ、ちょっと」

　ぐいっと手を引かれ、カロレッタはルキウスと寝台に並んで座ることとなった。すぐに立ち上がろうとしたけれど、さらに強く引き寄せられて、ルキウスの腕の中におさまってしまう。

　ふわりと漂うのはアーラの花のような甘く爽やかな香り。カロレッタの心臓は大きく跳ねた。

「ルキウス、はなしてっ」

「ごめんね、カロレッタ」

　耳元におとされた声は、困っているような、悲しんでいるような深刻な響きを持っていた。それに引っ張られるように、カロレッタまで切ない思いがこみあげる。

「……本当に、謝ることなんてないのよ。そりゃあ寂しいけど、私だってシルヴァはここを出て広い世界を見た方がいいと思ってたんだから」

「でもそのおかげで君は半身シルヴァを失ったでしょ。……だから、泣いていいんだよ。僕をシルヴァだと思って抱きしめて」

「あなたがそんなことする必要ないわ」

　きついほどの抱擁から抜け出そうと力をこめても、押しこめられてしまう。細い体のどこにそんな力が眠っていたのだろう。ひ弱な少年のイメージが、がらがらと崩れていく。

「ねえルキウス、聞いてる？　私は大丈夫だから」

「大丈夫なわけないよ。だって君はずっとシルヴァを好きだったでしょ」

　非難するような響きはなかった。淡々と言われたからこそ、かえって胸がえぐられる。

「ちが……」

「違わない。……でも、これからは僕がいるよ。僕が君のそばにいる」

　優しく背中を撫でられても、カロレッタの鼓動は速くなるばかりだ。

　いつのまに気持ちがバレていたのだろう。どうしてルキウスはそんなことを言うのだろう。どうして──。

「僕をシルヴァの代わりにして。……君が好きなんだ」

　カロレッタの混乱をよそに、ルキウスはどんどんカロレッタの内側の柔らかい部分に触れようとしてくる。

（だめだ。そんなの、絶対に……）

　そう思いながらも、カロレッタの目から大粒の涙がこぼれ落ちた。

　悲しい、寂しい。何よりも、彼シルヴァの未練になれなかった自分が虚しい。

　今まで押しこめていた感情が涙となってあふれていく。もう自分では止められなかった。途中で呼吸がしづらくなって、最後はしゃくりあげながらひたすらに泣いた。

「カロレッタ」

　少しだけかすれた声が耳元で響く。そのまま耳にキスされて、驚いた拍子に必死な色をしたエメラルドの瞳にとらわれた。ルキウスの目も潤んでいて、今にも涙がこぼれそうだ。

　泣かないで。

　そう言おうとした瞬間、唇が重なった。

「んっ……ルキウスっ」

「好き」

　息が苦しい。胸も苦しい。

　あえぐように口を開いたら、ルキウスから呼気が送り込まれる。それから強引に舌がねじこまれて、カロレッタの口内を探り始めた。

「やぅっ……待って！」

　弟のように思っていたはずなのに、まだ少年の見目をしているのに──実際に触れられてしまえば、ルキウスはあっという間にカロレッタの中で『男』に変わった。

　こんなキスは、知らない。

　そもそもカロレッタは誰にも唇を許したことがなかった。恋物語を読んだり、人と話したりして、情報はある程度は得ていたつもりだ。恋のその先にする行為についても、同様に。

　けれど想像と実体験はまるで違う。

「ルキウスっ……んんっ……」

　そのままルキウスに組み敷かれた。

　彼は何かに突き動かされているかのように、性急にカロレッタのブラウスのボタンを外していく。レースの下着がルキウスの眼前にさらされて、一気に顔に熱が集まった。

「待って、これじゃあ姦通罪だわっ」

　カロレッタは両手で顔をおおって、なかば叫ぶように言った。ルキウスは一度動きを止めて、そっとカロレッタの手を握ってくる。

「大丈夫だよ、カロレッタ」

　おそるおそる目を開けると、ルキウスはいたわるような笑顔を浮かべていた。

「僕って結構味方多いから。君が困るような事態にはならないよ」

「そんなこと言ったって！　そもそもこういうことは、その、しかるべき時に……」

「今がまさにその時でしょ」

「全然違う！」

「閨の先生も言ってたよ。タイミングは見計らうのではなく、作るものだって。今、君はシルヴァと別れて深い寂しさを感じてる。それを僕が埋めたいっていうのは当然のことだって」

「でも、これ以上はだめよ！」

「これ以上って……まだ何もしてないよ？」

「してる！　十分してるわ！」

「……ごめん、もう止められないよ」

　反論はルキウスの唇に飲み込まれた。彼にすがりつく自分の手が震えている。目頭の熱さは何の感情からくるものだろう。

　わからない、何も。

　ただ一つだけ、ルキウスの熱さだけがカロレッタを追い込んで、これが現実と知らしめてくる。

「カロレッタ……お願い、僕を受け入れて」

　すがりつくような、涙をこらえているかのような表情をするなんて、反則だ。理性が溶かされ、押し流されてしまう。いつも笑ってばかりいるルキウスの真剣な表情に魅入られて、彼の思いの強さに胸が疼く。

（そんな目で見ないで）

　こんな悲しい顔をさせたくない。

　そう思ってしまったが最後、カロレッタの手から力が抜けた。

「……ばか」

　本当にばかだ。

　実のきょうだいを想っているような女に恋してしまったルキウスも。

　他へ向ける想いがありながら受け入れようとしている自分も。

　すがっているのはどちらだろう。泣いているのは、本当は。

　カロレッタは必死でルキウスにしがみつきながら、くちづけに溺れた。そうしてカロレッタの孤独と二人の関係は、その夜に砕かれたのだった。
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　あれから三年。

　カロレッタとルキウスの関係は、つかず離れずの平行線だった。ルキウスはカロレッタへの恋心を隠すことはなかったけれど、だからどうするということもなかった。暇さえあれば霊廟に来て、たわいもない話をする。カロレッタは複雑な思いで迎えながらも、共に過ごす時間に安らぎを感じてもいた。

　冬は少しずつ深まっていく。外は雨。霊廟の静謐な空間は冴え冴えとしていた。今日のカロレッタの仕事は、霊廟に隣接して建つ火葬場の手入れだ。石造りのドーム型の建物で、中にある火葬炉はウェネリス王家や近しい人々を送り出す時を静かに待っている。

　火葬炉では炎が絶えずけぶっている。『女神の炎』と呼ばれていて、薪とともに魔力を注ぎ込んで維持しなくてはならない。

　分厚い手袋をつけて火葬炉の扉を開くと、炎の勢いは少し弱まっていた。いくつかの薪をくべて、それから魔力を注ぐ。

「手伝うよ」

　当たり前のようにルキウスはカロレッタの隣にやってきて、指先から魔力をほとばしらせた。光の奔流が視認できて、あ、と思った瞬間には中の炎が何倍にもふくれあがっていた。

　ルキウスの魔力は強い。彼にとってのほんの少しは、カロレッタにとっての全力だったりする。それくらいに差があることを忘れていた。

　まるでこれから火葬が始まるかのような炎の勢いだ。ドームの天井に空いている穴からもくもくと煙が勢いよくたちのぼって、外へと逃げていく。

「強すぎよっ。びっくりした！」

「でもこれでしばらく魔力の継ぎ足しいらないんじゃない？」

「それはそうだけど……」

「うーん、僕って有能！　次は掃除でしょ？　一緒にやろ」

「ルキウスってば……訓練や公務があるでしょう？」

　遅かれ早かれここに彼の護衛騎士マイトが飛び込んでくるだろう。彼は基本的にルキウスの自由にさせるような柔軟さを持つが、締めるべきところは締める。彼が来た時は本当にやるべきことが差し迫っている時だ。

「そうだね、今日はロディ兄様と早駆けの練習に行くんだ」

「大事な予定じゃない！　早く準備しないと！」

「まだ平気だって」

　本当に大丈夫なんだろうか、といつも思う。

　ルキウスは暇さえあればここに来る。カロレッタは当然仕事中なのだがまるで気にせず、手伝ってくれたりもするのだが──。

（いつまでも、そんなことをさせたらいけないわよね）

　カロレッタは意を決して切り出した。

「あのね、ルキウス。あなたの言う通りなのよ」

「なにが？」

「シルヴァがここを出て三年たったけど、まだ私は彼を忘れられない……こんな気持ちであなたと婚約なんてできないわ」

　ルキウスは数秒間沈黙した後、驚いた様子もなくうなずいた。

「ようやく本当の気持ち、教えてくれたね」

　予想通りだよ、と彼は続けた。

「カロレッタにとって、ずっとシルヴァのことは特別だと思うよ。だって家族じゃん。しかも双子でさ、そういう濃いつながりなんだから、忘れることなんてできないでしょ？」

「でも……」

「あとカロレッタは、なんだかんだ言って僕のことも好きだと思う」

　急な発言にカロレッタの方が目を剥いた。なんて自信なのだろう。その理由を尋ねると、ルキウスは得意げに言った。

「だってどんな僕も許してくれるもん。いつここに来てもちゃんと受け入れてくれるし」

「別に全部は許してないと思うんだけど」

「体感としてってことだよ。……ねえカロレッタ。君のこと一番わかってるのは僕だと思うんだよ。君が何を隠してても、なんとなくわかっちゃうんだ」

「それって冬の加護でってこと？　真理をつきとめるのよね？」

「そんなんじゃないよ、ただの勘。ずっと君を見てたから、だんだんわかってきたってだけ。だから、今度は君が自分でも気づいてない本当の気持ちを見せて欲しいんだ」

「……どういうこと？」

　自分の気持ちはちゃんと把握している。ただ、ルキウスの指摘は的を射ることが多いから否定もしきれない。

　ルキウスは少しの間逡巡した後、困ったように眉を下げた。

「シルヴァが帰って来るよ」
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　ルキウスの言葉から数日後、それこそ唐突にシルヴァは霊廟に帰ってきた。とある任務の区切りがついて、調査隊の責任者へ報告するために戻って来たそうだ。

　元々ある程度筋肉がついていた体はそのまま、髪が短く切られているせいか顔立ちがすっきりと精悍になった気がする。

　けれどくったくのない笑顔は何も変わらず、その夜の食卓では彼の朗らかな声が響いた。

「相変わらず、うちのスープは美味しいなー」

　普段家族三人でついているテーブルに、四人。

　カロレッタの隣に三年ぶりに座っているシルヴァは、いなかった時間などなかったかのように家族の団欒に溶け込んでいた。まるでふらりと城下町に遊びに行って戻ってきた時のように。

「東は相変わらず農業がさかんで、最近は農作業に色々な道具を使い始めてたよ。隣の国で作ってる魔道具ですごく便利なのがあるんだって」

　彼はこの三年で色々な場所に行き、多くの刺激を受けてきたようだった。次から次へと話題が提供されて尽きることがない。

「みんなも元気そうで安心したよ」

　シルヴァは嬉しそうに破顔し、両親からカロレッタへと視線を巡らせる。

「なんかカロレッタ顔変わってない？　前からこんな感じだったっけ？」

「どういう意味よ」

「大人っぽくなったっていうの？」

「そうかな」

　自分では特に見た目が変わっている気はしない。けれどシルヴァの雰囲気が変わったことを思えば、環境や心持ちの変化が外見に与える影響はきっとあるのだろう。

「カロレッタはここを護る者としての自覚が出てきたからじゃないかしら？」

　向かい側から母の穏やかな声がかかった。

「毎日の仕事もしっかりこなして、色々なことをまかせられるようになったのよ。あとは……」

「あとは？」

　母は中途半端なところで言葉を止めた。微笑むというには微妙な表情で父に目配せする。

（なんだか……嫌な予感がするような……）

　ざわりと胸が騒ぐのと同時。父が口を開いた。

「ルキウス殿下と……」

「ま、待って！」

　あわててカロレッタは声をあげた。

　あれだけ霊廟に通ってくるルキウスのことを、両親はもちろん把握している。子供の頃からここまで関係が途切れず続いていることに驚きながらも、彼の立場もあってかなり肯定的だ。

（まさかプロポーズのことも知ってる!?）

　今までまるで話題にならなかったから油断していたけれど、ルキウスが両親に根回ししていてもおかしくない。

　だとしたら、まだシルヴァには知られたくない。

　自分の気持ちがこんなにも定まらないことに対して、どんな表情をすればいいのかわからない。なのに──。

「ああ、プロポーズされたんだろ？　ルキウスに」

　まるで周知の事実であるかのような返事がきて、カロレッタは言葉を失ったのだった。
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　その後のことはあまり覚えていない。

　焦って色々とごまかして、残りの夕食をかきこむようにして食べた。鶏肉の煮込みも、とろみのついたミルクスープも、味を覚えていないくらいに夢中に。

　両親からしたら、ルキウスからの求婚を保留にするなんて信じられないといったところだろう。大変名誉なことなのだから。ただ幸いなのは『何が何でもこの話を受けさせる』という考え方をもっていないところ。シルヴァのこともあって、期待を押し付けすぎてはいけないと思っているようだ。

　それはありがたい。ありがたいことなのだけれど……。

「どうして知ってたの？　ルキウスとのこと」

　夜が少しずつ深まってきた頃。

　シルヴァがお茶を持ってたずねてきたのをいいことに、カロレッタは早速聞いてみた。テーブルをはさんで正面のシルヴァの表情が、ニッと楽しそうに変わる。

「ポルトゥスで会ったんだよ。元々落ち合って、ここ最近の交易の状況について報告をする予定だったんだ。そこで聞いた」

「シルヴァって定期的にルキウスと連絡をとってたの？」

「そりゃそうさ。あいつは調査隊の幹部のひとりだろ？」

「えっ、そうなの？」

「あれ、知らなかったか？　トップではないけど、幹部の一人だぞ？」

「全然知らなかったわ」

「んー……これって言ったらまずかったかな」

　シルヴァは苦笑いをしながら、カップに口をつけた。それを見てカロレッタも一息つこうとカップに手を伸ばす。

　シルヴァのお土産の果実茶は、柑橘系の香りのするものだった。北の地に行ってきた時に求めたそうだ。乾燥したピールが入っていて、それが風味と香りを高めてくれるとか。はちみつもたっぷりいれた果実茶の甘みが、口の中に広がっていく。

「ルキウスは王子なんだもの。国内の要職についていて当然だわ」

「まあ本人気楽な感じでやってるみたいだけどな。……で、どうすんの？　返事は保留にしてるんだろ？」

　そんな無邪気な問いかけに、カロレッタは視線を落として息をついた。

「ルキウスには私じゃない人の方がいいと思うの」

「なんで？　カロレッタだってルキウスのこと好きだろ？」

「……難しいの、言葉にするのが。もちろんルキウスのことは好きだけど、彼の気持ちに応えられるかわからないし」

　シルヴァは小さく肩をすくめて微苦笑した。

「カロレッタも真面目だからな。百に対して百じゃないとならないとでも思ってる？」

「だってルキウスは政略結婚のつもりで申し込んでくれたわけじゃないもの。だとしたら同じだけのものを返さないと」

「かたいよ。別に同じじゃなくてもいいと思う。相手と一緒にいたいって気持ちがあればいいんじゃない？」

「そんな簡単なものじゃないの」

　ルキウスのそばは居心地が良い。

　中性的な美貌はともすれば女性に間違われそうだけれど、その瞳に鋭さを宿せば男性的な雰囲気に一変することも知っている。細身の体つきでも、やはりカロレッタとは違うかたさがあり筋肉だって──。

「……っ」

（だめ、思い出しちゃだめだ）

　カロレッタは唾を飲み込んで、またカップを持ち上げた。果実茶を飲んで気持ちを切り替えたい。実際にその甘さで少し意識はそれた。けれどそれを一気に引き戻す言葉がシルヴァから投げられた。

「迷ってるなら、俺と来る？」

「え」

　どくん、と心臓が一度大きく鳴った。

　冗談のような気安い声音は、彼の本気の証。シルヴァは真面目な話ほど軽く話す人だということを、カロレッタは誰よりも知っている。

「実はさ、ずっと気になってたんだよな。俺ばっかり外に出たせいで、お前はここに縛られてるだろ？」

「別にそんな風には思ってないわ」

「そうかぁ？　あの時、お前だってちょっと行きたそうだったじゃん」

　それは違う。

　霊廟の外の世界に行きたかったわけじゃない。シルヴァのそばにいたかっただけ。けれどカロレッタが違う言葉に置き換えるより先に、シルヴァは先を進めた。

「ルキウスからも一応言われてるんだ。もしもカロレッタが望むなら、そういうふうに手配してくれるって」

「でもそんなことしたら霊廟の管理を継ぐ人がいなくなっちゃう」

「ルキウスが新しい人材を引っ張ってくるって」

「え、ちょっと待って」

　どうしてそれをルキウスが提案するのだろう。

（ルキウスは私がシルヴァと行ってもいいって思ってるってこと？）

　この間ルキウスが言ったのは、このことだったのだろうか。

　シルヴァを忘れられないならば、彼を選べばいいと……。

「……カロレッタ」

　いつのまにか落としていた視界が不意に翳った。その気配に顔をあげれば、頬にシルヴァの指先が触れる。どこか困った色の目には、きっと同じような自分の顔がうつっているのだろう。

「あ……ごめん、ちょっとびっくりして」

「うん」

　温かい指先は頬をなぞってすぐに離れた。そのぬくもりに余韻はなく、きっと、ただカロレッタの気を引きたいだけに触れたのだろう。見つめる先のシルヴァは優しく微笑んでいる。

「ま、考えてみなよ。カロレッタのやりたいことを俺は絶対に支えるって約束するからさ」










三　二つの道









　ルキウスと結婚する。

　シルヴァとともに霊廟を出る。

　突然に示された二つの道は、カロレッタを混乱の渦に放り込んだ。

　一体自分はどちらを願っているのだろう。その問いかけが、これまでよりもずっと切迫感を伴って迫ってくる。

「おおー、覚えてるわ。この大量の落ち葉」

　衝撃の提案から夜が明け、裏庭は朝あさ霞がすみに包まれている。カロレッタの隣にはやや眠そうな顔をしたシルヴァが立って、夜の間に積もった落ち葉を眺めていた。

「これを集めてると冬がきたって感じがするんだよな」

　シルヴァはそう笑いながら、手のひらを地面に向けた。淡い光が集約し拡散していく。風が舞い落ち葉が集まる様を眺めながら、カロレッタは複雑な思いが浮かぶのを止められなかった。

　三年前まではこうやってシルヴァがやってくれていたこと。

　彼が不在の間には、ルキウスがやってくれていたこと。

　二人とも同じくらいに手際よく魔法で落ち葉を集めることができて、同じくらいカロレッタの心を惑わせる。

　その張本人のもう一人──ルキウスが前方から姿を見せた。まるで示しあわせたかのようなタイミングだ。事実、シルヴァは驚いた様子もなく微笑みを浮かべていた。

「おはよ」

　ルキウスは普段通りの笑みを浮かべ、まっすぐな視線をカロレッタに向けてきた。

「今日はもう落ち葉は片付いてるんだね。さすがシルヴァ」

「いつもやってたしな。じゃあ俺は先に王宮に行ってるよ」

「え？　そうなの？」

　シルヴァが帰ってきた目的はこれまでの報告をするためと聞いた。ただ、王宮に向かうには時間が早すぎる──気を使われているということだ。

（いつのまに、そういうこと考えるようになったんだろ。色恋の機微になんて全くの無頓着だったはずなのに）

　この三年でカロレッタが多少なりとも変わったように、シルヴァもまた新しい見地を得ている。彼は迷いのない足取りで姿を消し、あとには普段よりはどこかおとなしいルキウスと二人きりになった。

「……シルヴァから言われた？」

　そうたずねるルキウスの微笑みには含みがあった。カロレッタがシルヴァから一つの誘いを受けたことを、きっと彼は知っている。

　ルキウスは一体何を考えているのだろう。どうしていつもと同じなのだろう。

（私がシルヴァについて行ってもいい、ってこと？）

　懸念は灰色の霧となり、心に広がっていく。

　呼応するように自分の表情が曇る自覚を持ちながら、カロレッタはうなずいた。

「一緒に来ないかって言われたわ。でも今更、私がここを離れるなんて無理よ」

「そんなことないよ、シルヴァから聞いたでしょ？　もしカロレッタが出て行くなら、誰か他の人を配置するよ」

「そんな簡単に言わないで。両親の気持ちを思うと──」

「大事なのは、カロレッタ自身の気持ちだよ」

　強めの語調がやけに響き、カロレッタは肩を震わせた。いつのまにかルキウスの口元は微笑んでいない。三年前の夜と同じ真面目な表情に、心の柔らかい部分を突かれた。

「君には選択肢が必要だと思ったんだ。大丈夫。君が何を選んでも、僕はそれに従う」

「なにそれ……」

　まるで引き潮のようだった。満潮になったのはあのプロポーズの瞬間だろうか。あとはじわじわと離れていくような……。

　胸がざわつく。ルキウスはカロレッタを諦めることを視野に入れている。ひたひたとせまる別離の予感に、カロレッタの心は震えた。

（行かないで。離さないで）

　けれど瞬間的にこみあげる思いに従うには、カロレッタの心は曇りすぎていた。

「……あなたは私がどっちを選ぶのか見えてるの？」

　じりじりとした沈黙の後に、ルキウスはようやく口の端をあげた。

「見えるわけないよ。僕はただ君の幸せを願ってる」

　美しく儚いその微笑みがつむいだのは、きっと彼の真心だった。










四　王子ふたり









　それから数日。

　ルキウスの訪問がない霊廟は、朝から晩まで静かなものだった。たとえ誰かが訪れても、カロレッタの心はそちらへ向かない。自分でも笑ってしまうくらいに、何かがぽっかりとかけているようだった。

　その日もカロレッタはなかば呆然としたまま棺に花を添えてまわっていた。ただ、心の迷いが出てしまったのか、普段ほどには飾った時の色彩やバランスが整わない。

（だめだわ。全然だめ）

　最低限の仕事はクリアしたけれど、それだけだ。

　そんな自分にもため息をついて、カロレッタは霊廟を出た。折良く両親から王宮への使いを頼まれたので、気持ちを切り替えてそちらへ向かう。もしもルキウスと鉢合わせたら……と心によぎったけれど、カロレッタが向かうのは王族の政務室ではなく侍従長の部屋だ。階層が違うからきっと大丈夫。

　そう思っていたけれど、実際に事務室の扉を開けたら予想外の人物と出会った。

　王太子ローデリアス・レグス・ウェネリス。

　優しげな顔立ちや落ち着いた物腰が、相手の気持ちを柔らかくほぐして、心を安らかにする。そんな人望の厚い人物だ。

　年に一度の鎮魂祭や他の式典で、顔を合わせたことは何度かある。けれどこんなに間近で邂逅するのは初めてだった。

　侍従長と顔をつきあわせているローデリアスは、そこにいるだけで気品と優雅さのオーラがあった。神々しさにも似た美しいたたずまいで、彼のまわりだけ空気がきらめいているかのよう。その背後に立つ護衛騎士の二人からも、無骨な雰囲気はまるでなく彫刻のような上品さが見られた。

　中央のテーブルには様々な書類が広げられ、いくつかの装飾品のサンプルも置いてあった。王国の花ウェネリス・リリーの造花や花冠、ブーケなどを見るに、春に行われる結婚式の打ち合わせをしているのだろう。

　侍従長はカロレッタに視線を送り『少し待つように』との目配せを送ってきた。もちろん異論はない。ちょうど二人の打ち合わせは終わるところだったようで、ほどなくしてローデリアスが「じゃあそれで頼むよ」と微笑み、席を立つ。そうしてカロレッタに視線を向けて声をかけてきた。

「お疲れ様」

「お、お疲れ様でございます！」

　まさか存在を認識されて、あまつさえ声をかけられるなんて予想外もいいところだ。カロレッタが慌てて臣下の礼をすると、ローデリアスが小さく笑った気配がした。

「君はたしかオーリム家の……」

「はい、カロレッタ・オーリムと申します。霊廟の管理をさせていただいております」

「うん、いつもごくろうさま」

　優しい声、優しい微笑み。

　優雅なたたずまいについ見惚れそうになる。ローデリアスの澄んだ瞳はルキウスのそれにも通じて、同時に胸が騒いだ。

（まさか王太子殿下とお会いするなんて）

　それだけでも衝撃だったのに、書類を侍従長に渡した後にはさらなる衝撃が待ち構えていた。侍従長の部屋を出てすぐに、部屋を出たはずのローデリアスが立っていたのだ。絨毯張りの廊下の中央に護衛騎士二人を従えて、明らかに視線はカロレッタへと向けられている。

「少し話がしたいんだけど、いいかな？」

　まさか待っていたのだろうか。

　背筋に冷たいものが走るが、当のローデリアスはのんびりと微笑んでいる。

「ルキウスが君にはお世話になっているみたいだからね」

「そ、そんなことは！」

　歩こうと促され、カロレッタはローデリアスの少し後ろについた。さらにその後ろに護衛騎士二人がつくという、明らかにおかしな状態に今度こそ汗が流れる。

（な、なんでこんなことに!?）

　話というのは一体なんだろうか。ルキウスとは微妙な状態なだけに、何かしらの苦言を呈されるのかもしれない。

　けれどその予想はどうやら外れていたようだった。

「ルキウスは君を困らせていないかな？」

　ローデリアスが振り向いて、そうたずねてきた。穏やかな声には弟を心配するような響きがあった。

「あの子は君をよく頼っているようだけど、それが君の負担になっていないかと心配してたんだ」

　頼っているという言葉に『好いている』という意味は含まれているのだろうか。ローデリアスの瞳を直視できなくて、カロレッタは焦って首を横に振った。

「そんなことは全然ございません！　ルキウス殿下はいつも優しくて、私の仕事を手伝ってくれて……お世話になっているのは私の方です」

「そう？　それなら良かった」

　絨毯の柔らかい感触のせいか、足元がおぼつかない。あまりの緊張に自分の思考が散り散りとしてうまくまとまらない。けれど、彼が弟ルキウスを心配していることは伝わってくる。

　カロレッタのような者に熱をあげることに対して、だろうか。彼にはもっと他にふさわしい誰かと結婚してほしいと思っているのかもしれない。

（だとしたら、さりげなく『ルキウスのことは諦めろ』と言われているのかしら）

　きっとそうだ。カロレッタの足は鉛のように重くなった。

「本当に……ルキウス殿下は素晴らしい方です」

　ならばせめて、とカロレッタは呟いた。ローデリアスがカロレッタに注目を向けたのを肌で感じながら、そっと続ける。

「いつも優しく、私の勤めにお力添えしてくださることも多く……迷惑をかけているのは私の方です」

　いつからだろう。

　ルキウスが自分に向けてくれる好意を嬉しいと思うと同時に、逃げたいと思っていたのは。彼が向けてくれるまっすぐな想いに応えたい。けれど、自分が同じだけのものを返せるか不安で……怖くて。

「ルキウス殿下には幸せになってほしいと思っています。誰よりも……」

「ありがとう。ルキウスのことを頼むよ」

「……え？」

　また予想外の返事がかえってきた。

　カロレッタが思わずローデリアスを見やると、彼はまっすぐにカロレッタを見つめている。その目の優しさと深さは、カロレッタの先ほどの懸念を吹き飛ばす慈愛に満ちていた。

「ルキウスは自由奔放に見えて、本当は誰よりもまわりを見ている。それは彼の長所だけれど、肝心なところでそれにとらわれてしまうことがあるんだ。……どうか君がルキウスを守ってやってほしい」

「……守る？」

「そう。ルキウスの心を」

　その言葉を聞いた瞬間、カロレッタの目頭が熱くなった。

　心が意味を理解するより先に本能が反応して、勝手に涙がこぼれる。感情の波は一拍遅れて押し寄せてきた。

『僕がいるよ、カロレッタ。僕をシルヴァの代わりにして。……君が好きなんだ』

『君が自分でも気づいてない本当の気持ちを見せて欲しいんだ』

『僕はただ……君の幸せを願ってる』

　これまでルキウスが自分にくれた優しさと愛がなだれこんでくるような感覚に、カロレッタ自身が戸惑ってしまう。けれど一つわかれば点と点が線でつながっていった。

　ルキウスの想いの深さ。そして優しさに。

　そして自分が本当はその手を取りたいと願っていたことに。

　シルヴァのことを想う以上に、ルキウスを想っている。

「私……」

　もう止められなかった。涙がぼろぼろとこぼれて、目の前がかすんでいく。

　ローデリアスは驚いたようだったけれど、何も言わずにハンカチを差し出してくれた。

「多分、今なら騎士団の鍛錬場にいると思うよ」

「あ……」

　そっと目元に柔らかいハンカチの感触がして、目の前の輪郭が定まっていく。

　ローデリアスは小さくうなずきハンカチをカロレッタの手に握らせた。

「行ってやって。その涙はルキウスにふいてもらったらいい」





　　　＊　＊　＊






　ローブが重たい。裾の長さがうるさい。

　今ほどそれを感じたことはなかった。

　一生懸命足を動かしているのに、全く速く走れている気がしない。ようやく着いたと思ったら、鍛錬場の入口には警備兵が配置されていた。完全なる部外者であるカロレッタはそこで足止めをくらってしまう。

「一体ここに何の用だ？　今は訓練中だし、中に入ることはできないぞ」

「あの、ルキウス殿下にお会いできませんか」

「ルキウス殿下に？」

　兵士はぎろりと眼力鋭くカロレッタを見下ろす。かなりの迫力があり、明らかに不信感を抱かれているのが伝わってくる。肌がびりびりとするかのようだ。

　これまではルキウスがカロレッタに会いにきてくれていた。そうでなければ、彼はこんなにも遠い。

　自分は霊廟でルキウスの訪れを待つしかできないのだろうか。

（でもルキウスが来てくれるかなんてわからないわ。こんなにも今、会いたいのに）

　拳をにぎりしめて、カロレッタはもう一度兵士を見上げた。

「あの……どうしても、殿下にお話ししたいことがあるんです。訓練が終わるまでここで待たせていただいても良いでしょうか」

「だめだ」

　カロレッタの決死の主張は、兵士に切り捨てられた。彼が、言葉は冷たいけれど実力行使でカロレッタをどかせようとはしないのをいいことに、まだ言い募ろうとした時──。

「何してるんだ、こんな所で」

　と、背後から声がかかった。耳慣れない低い声に驚いて振り向くと、まず目に入ったのは明るい赤色のゆたかな髪。第三王子カイン・ウェネリスが立っていた。黒が基調の騎士団服の胸元が少しだけ開いていて、健康的な色気にめまいがする。カインと言えば王子四人の中でもとりわけ我が道をいくという印象があるけれど、それはこの着崩し方からも十分に伝わってくる。

（今日は一体何の日なの!?）

　カインはカロレッタを物珍しそうに見つめ、首をかしげた。

「ルキウスに用事か？　あんたが来るなんて珍しいな」

「えっ……」

　遠慮のない物言いにカロレッタは固まった。彼はカロレッタが鍛錬場に入れなくて困っていることをすぐに気づいてくれた。

「こいつはルキウスの関係者だ。俺の知り合いでもある。通すぞ」

　王子に言われて兵士が先ほどの主張を続けられるわけもない。

「もちろんでございます！」

　手のひらを返すような大声で答え、カロレッタの前をあけてくれる。

「あ、あの……」

「こっちだ」

　お礼を伝えるより先にカロレッタは肩をおされ、一歩を踏み出した。剣戟の音が響き、土埃が舞う鍛錬場では思った以上の数の騎士たちが訓練に勤しんでいた。

　カインは入った途端、何人もの騎士から声をかけられている。それに対応しながらざっと全体を見渡した後、カロレッタに耳打ちした。

「ルキウスは、今ちょうどやりあってるところだな。ちょっとこっちで待ってろ」

　そのまま隅の方へと案内してもらう。騎士たちの中でルキウスの銀髪は輝き、すぐに見つけることができた。他の騎士たちと比べて小柄だけれど、その分機敏なのか一歩も引けをとらずに剣をふるっている。

「……心の乱れが出てるな」

　カインの声が合図のように、ルキウスが一本とられてしまった。劣勢だなんて全然わからなかった。目を見張るカロレッタに、カインがぼそりと言った。

「最近あいつの調子が悪そうなのって、あんたが絡んでるんだろ？」

「そ、それは……」

「早いとこ仲直りしてもらった方がこちらとしては助かる。あいつは剣技に興味なさそうだが、有事の時にはそうも言ってられないからな」

　別に喧嘩をしたわけではないけれど、真っ向から否定はしづらかった。それにカインもある程度はルキウスとカロレッタの仲を把握はしているようだった。

　カロレッタは身の縮む思いで、ひたすらルキウスの訓練が終わるのを待ち続けたのだった。










五　告白









「うーん……まさかだったなぁ」

　ふにゃりと眉を下げて、ルキウスは大きく伸びをした。ゆったりとしたシャツとズボンという姿になっているのは、先ほど彼が湯を浴びてきたから。ほかほかと湯気がたちそうな気配に、カロレッタは当初の勢いはどこへやら、視線のやり場に困って室内を見渡した。

　あの後、訓練を終えたルキウスの驚きようといったらなかった。カロレッタを見つけるなり全速力で駆け寄ってきたのだ。その姿を見てカインはふきだした。

「今日の訓練はこのくらいにしておけ。あとは俺が適当にまとめておく」

　そう言ってルキウスに自由を与えてくれた。

『話は汗を流してからしたい』というルキウスに言われるがまま、カロレッタは彼の部屋で湯浴みが終わるのを待っていたというわけだ。

（王族の部屋って本当に広いのね）

　もはや別世界と言ってもいいかもしれない。毛足の長い絨毯に、繊細な彫刻が施された家具、重厚感のある調度品の数々。触れることに緊張するようなものばかりの上品な部屋に、カロレッタは息をついた。

　カロレッタが腰かけている長椅子もかなり座り心地が良く、待っている間ついうとうとしてしまったくらいだ。今は隣にルキウスがいるから、もちろん目はこれでもかというほどに冴えている。

（どう切り出せばいいんだろう）

　彼を待っている間ずっと考えていたはずなのに、実際に対峙すると言葉が泡となって消えてしまったかのようだ。伝えたい気持ちはハッキリしていても、どうやってその流れに持っていけばいいのか。

「初めてだよね、カロレッタが僕をたずねてきてくれたの」

「え」

　顔を向けると、ルキウスは湯上がりで上気した頬をゆるめて微笑んでいた。

「シルヴァは結構ずかずか王宮に入ってきてたけど、君はかたくなに霊廟から出なかったでしょ」

「別にそういうわけじゃないわ。何も用事がないのにたずねたら悪いし」

　ルキウスは一気に表情を曇らせて、大げさにため息をついた。

「君って本当に僕に興味ないよね」

「なっ……そういうわけじゃ……」

「そうでしょ。別にわかってるからいいよ。君の目にはシルヴァしか映ってないんだから」

「もう違うわ！」

　思わず叫んだ後でハッと口元を抑える。

　ルキウスは何度も瞬いた後でまじまじとカロレッタを見つめてきた。

「……違うの？」

　おそるおそるといった様子で尋ねられる。その頼りない声に胸がつまった。

　彼が胸の内に抱えている不安が垣間見えた気がした。

　カロレッタは決意をこめてうなずき、彼を見つめ返した。

「シルヴァのことは家族として大切に想ってる。これは変わらないわ。でも今の私の心にはあなたがいる」

「うそだ」

「なっ！」

　ルキウスはどこか諦めたような微笑みを浮かべて、首を横に振った。

「そんなわけないよ。僕は君をずっと見てた。君がシルヴァに焦がれて、手を伸ばしかけてあきらめたことも知ってる」

「それは前のことよ」

「今もだよ。だってシルヴァが帰ってきて、すごく嬉しそうだった」

「それは家族として……」

「ちがう」

　まさかこんな反応をされると思わなかった。ルキウスはカロレッタから目をそらしてしまった。これでは埒が明かない。

「ちがうのはそっちよ！　どうして決めつけるの!?　私はあなたが好きなの！」

「っ……！」

　ルキウスがごくり、と唾を飲み込んだのがわかった。いつもならばすぐに反応を返してくるのに、今ばかりは彼も沈黙を選んでいる。その表情から彼の困惑がありありと伝わってきた。

（なんでそんな顔するの！）

　これまで散々ルキウスの方から好意を示してくれたのに。いざカロレッタが気持ちを向けたら、怖気付いたのだろうか。

（まさか『シルヴァと行ったらいい』って言ってたのは、ルキウスもそうしてほしかったからなの？）

　そんな人ではない。そう思いつつも不安が湧き上がる。

　好きだと伝えた瞬間に最高潮だった情熱がみるみるうちにしぼんでいくかのようだった。すっと体の奥から熱が引いていくような感覚に、カロレッタ自身戸惑う。

　あんなに気持ちを伝えることをためらっていたのに、無意識で受け入れられる未来しか描いていなかったのだ。なんて傲慢で浅はかなんだろう。先ほどとは別の意味で頬が熱くなった。

「……今更、だった？」

　心の揺れがそのまま表れたような声音になってしまった。今度はカロレッタの方が顔を背ける番だ。

　けれど。

「そんなわけない！」

　今度はルキウスはすぐに返事をくれた。それだけでなく力強く引き寄せられ、彼の腕の中へととらわれる。どくん、と彼の心臓の音が耳元に響いた。

「ごめん、あんまりびっくりして、うまく答えられなかった。……ねえ、本当に？　君の中に僕がいるの？　ずっとシルヴァのいたところに？」

「……いるわ。今はあなただけ」

　カロレッタも静かにルキウスの背に手をまわして、抱き返した。お互いのぬくもりと吐息を間近に感じて、先ほどの熱がまた戻って来る。

「『シルヴァと行けばいい』って言われて、すごくショックだった。あんなに自分を選べって言ってたくせに、なんでって思った」

「それは、だって……」

「でもそれでようやく気づいたの。私にとってルキウスがそばにいて欲しい人だったんだって。……ごめんね、遅くなって」

　ぎゅうとルキウスの腕の力が強くなった。顔をあげると碧い瞳が潤んでいる。泣いてる、と思った瞬間に後頭部に手がまわって、肩口に顔が押し付けられた。

「だめ、見ないで。多分、すごく情けない顔してるから」

「そんなこと言われたら見たくなっちゃう」

「いじわる」

　拗ねた言い方がかわいらしくて、笑ってしまう。後頭部に添えられた手の力がゆるんだので、カロレッタは思う存分にルキウスの感極まった表情を見つめることができた。

「ルキウスはいつも綺麗よ」

　笑顔も憂いた顔も、ぼんやりした顔も、何もかも。整った顔立ちだからというだけでなく、彼が内包する生命力のようなものが美しい。

　そっと告げると、ルキウスはきょとんとした表情になった。

「……驚いた。君もそういうこと言うんだね」

「え？」

「ううん、なんでもない。……君の方が綺麗だよ」

「そういうお世辞はいいの」

「本当だよ。僕にとって君は誰よりも輝いてる。……ねえ、もう一回確かめてもいい？　やっと僕は君を手に入れられるの？　うそじゃないよね？」

　どこかにまだ信じられない気持ちがあるのだろう。ルキウスの瞳が揺れている。これまでのカロレッタの態度があるだけに、そう思うのも無理はないのだろう。

　カロレッタは微笑んで、ルキウスの頬に手を伸ばした。

「本当よ。……信じてくれる？」

「キスしてくれたら信じる」

「っ……」

　殊勝な態度はどこへやら。ルキウスは目を輝かせている。

　気持ちが伝わるまで言葉を尽くそうと思っていたカロレッタは、戸惑いと恥ずかしさで口ごもった。

「はい、どうぞ」

　まだ何も言っていないのに、ルキウスは目を閉じてカロレッタを待つ姿勢だ。キスしてもらうまで待ち続けるという固い意志が見てとれる。

「……いじわる」

　先ほどの意趣返しだ。そうに決まってる。自分からするなんて初めてのことで心臓がうるさいくらいに鳴っている。カロレッタは真っ赤になりながらも静かに顔を寄せて、柔らかいくちづけをした。

「……信じた？」

　答えの代わりに今度はルキウスから顔を近づけてくる。カロレッタからのように一瞬ではなく、そのまま長いキスをした。

　ようやく自分の想いが定まり、ルキウスの想いを受け止めることもできた。心が通じ合った喜びは言い知れない高揚感をもたらして、カロレッタを満たしたのだった。





　　　＊　＊　＊






「細い……」

　シャツを脱ぎ上半身をさらけ出したルキウスを見て、思わず口からこぼれでた。初めてルキウスの体を見た時の線の細さと美しさは、三年たっても変わらない。けれど、ほのかな色香が漂っているように思えるのは、カロレッタの気持ちがあの頃と違うからだろうか。

　ルキウスは頬を染め、探るような視線を向けた。

「カロレッタは、兄様たちみたいに筋肉ある方が好き？」

「そ、そんなことないわ！　ルキウスは今のままで十分魅力的だから」

「本当？　良かった。君のために訓練を増やさないといけないかなって思ったよ」

「それは必要ならした方がいいと思うけど」

「もう、そこは『訓練よりも私のそばにいて』って言うところだよ」

「ええっ」

「ふふ、冗談。ほら、早く、カロレッタも僕に見せて」

　ルキウスの手が伸びて、カロレッタのボタンにかかる。ひとつ、ひとつと外されながら、改めて彼を見つめた。

　あれからすぐ寝室に誘われて、こうして寝台の上で二人。

　正直、三年前の時は無我夢中で断片的にしか覚えていないというのもあって、カロレッタは緊張していた。体を見られるのも恥ずかしい。けれど、ルキウスに触れたい、触れられたいという気持ちの前ではそれも霞んでいる。

　着ているものを一枚ずつ脱がされた後、ルキウスはカロレッタの髪に手を伸ばしてきた。ゆるく編み込んでいる髪がほどかれてすぐ、寝台に押し倒される。ルキウスはカロレッタの髪を一房すくって微笑んだ。

「君が髪をおろしてるところ、ずっと見たいと思ってたんだ。ほら、あの時はそんなことする余裕もなかったから」

「そんなに変わらないと思うけど」

「ううん、全然違う」

　ルキウスは言葉を続ける代わりに、すくった髪にくちづけた。

「なんて言うんだろ。俗っぽく言うなら、そそられる」

　ルキウスの瞳はぎらぎらと輝いている。

　それが雄弁に自分への想いを表している気がして、また実感がこみあげてくる。今から自分が彼と体を重ねること。お互いに想いあっているということ。

　手を伸ばして彼の頬に触れて、柔らかく細められた目尻に指をすべらせる。ルキウスはくすぐったそうにしたけれど、カロレッタの好きなようにさせてくれた。

「ずっと君にこうやって見つめられたかった。シルヴァじゃなくて、僕を。……夢みたいだよ」

「大げさよ」

「そんなことないよ」

　そっと触れるだけのくちづけを何度も繰り返してから、ルキウスは泣き笑いのような表情になった。まるで壊れ物に触れるように優しく胸の上に手が置かれる。カロレッタが小さく身を震わせたのを見て、彼は笑みを深めた。

「ね、全部許すって言って。僕が君を愛すること、君に触れること、全部」

「もちろん許すに決まってるわ」

　今のカロレッタに否と答える選択肢なんてあるはずもない。

「やった」

　彼の指先に力がこめられ、胸がふにゃりと形を変える。ゆるやかに揉まれて、お腹の奥がきゅっと反応した。

「カロレッタの胸、かわいい」

「んっ……」

　指先で頂を撫でられると、もどかしいような切ない気持ちがこみあげてくる。くすぐったくて、恥ずかしくて──。全部に反応してしまう。

　カロレッタが声をもらすたびに、ルキウスは嬉しそうに胸への愛撫をすすめた。その刺激が強くなり、下腹部に疼きを感じるようになってきた。

　その先に待っていることを知っているだけに、体の準備が整っていく。思わず太ももをすりあわせたのを見て、ルキウスの手がそこへ伸びてきた。

「あ、あ……待って、ルキウス、私……」

「ん、だめ？　もういいかなって思ったんだけど」

「それはそうなんだけど」

「ん、全部許してくれるんだもんね」

　ルキウスの指先が太ももをなぞり、足の間の秘めた部分を目指してくる。足を閉じたかったけれど、全部許すと言った手前そうもできなかった。

「脚、ちょっと開いてくれる？」

「う……」

　耳元でささやかれ、カロレッタは真っ赤になりながらも言う通りにした。けれど彼の指先が秘部にすべりこんだ時、思った以上に刺激が強くてぎゅっと締め付けてしまう。耳元でルキウスが小さく笑った気配がした。

「カロレッタ」

「だ、だって、私……」

「ふふ……言いたいことはなんとなくわかるよ。──でも」

　カロレッタの小さな抵抗などまるでないかのように、ルキウスが指先を動かした。

「ひゃんっ……！」

　撫でられた際に、ぬるりと彼の指に自分の蜜がまとわりついたのがわかった。

「待って私っ……」

「ん。もっとたくさん、濡らしたいな……あふれるくらいに」

「ああっ」

　新たな刺激にカロレッタは体を震わせた。膣の浅いところを指で探られている。ゆっくりと優しく内側を擦られると快感がせり上がってきて気持ち良かった。カロレッタは熱い吐息をもらし、必死でルキウスにしがみついた。

　いつのまにか彼の肌は汗ばんでいて、頬も上気している。目があった瞬間、微笑みとともにぐっと指が奥まで押し込まれた。

「ああんっ」

「あ、いい声。今の、気持ち良かった？」

「あっ……や、動かさないで……ゆっくり、して」

「いいよ。……このくらい？　いいところあったら、教えてね」

「んっ……」

「ここ？　それともここかな？」

「あ……や……だめ」

　優しく擦られたり、ぎゅっと押し込まれたり、浅い部分を抜き差しされたり──どれも気持ち良くて、たまらない気持ちになってくる。秘部がどんどん潤んでいくのが自分でもわかる。

「カロレッタの気持ち良さそうな顔、すごくかわいい」

「んんっ……待って……そこは……」

「ここ？」

　どこと言えばいいんだろう。お腹の方のある一点……優しくひっかかれて、快感が走り抜けた。これまでの気持ち良さとはまた違う種類の、思わず腰が跳ねてしまうような。

「そっかぁ、カロレッタ、教えてくれてありがと」

　そう言いながら、さらにルキウスが胸の先を舌でつついてくる。二箇所を同時に愛撫されて、カロレッタは体を震わせた。

「やっ……だめ、だめって」

「こんな気持ち良さそうなのに？　だめ？」

「だって」

「うん、なあに？」

　そう問いかけながらもルキウスが乳首を舌で嬲ってくるから、カロレッタはどんどん息が上がってしまう。秘所への刺激も相変わらず続いていて、切なくて気持ち良くてどうしようもない。

　止めて欲しいのか、続けて欲しいのか、もっと強くして欲しいのか、自分でもよくわからなかった。確かなのは、恥ずかしさの奥に喜んでいる気持ちがあること。

「ルキウス……私」

「うん」

「好き」

「っ……」

　その瞬間、ぐっと指が押し込まれた。ひときわ高い声がもれて、背中がのけぞる。それくらい強い快感が突き抜けたと思ったら、すぐに指が抜かれた。

「ひゃぅ……な、なに？」

「反則」

　ルキウスは顔を真っ赤にして、熱っぽい瞳を向けてくる。困った時のように眉根を寄せているけれど、口元はゆるんでいるような──。

「このタイミングでそんなこと言われたら……今すぐ、いれたくなる」

　彼のどこか気まずそうな様子に、カロレッタは首をかしげた。

「いれないつもりだったの？」

「いれるよ、もちろん！　ただ一回君は達した方がいいかなって思ったりしてたの。久しぶりだし」

「あ……」

　彼の言わんとしていることがようやくわかって、カロレッタも頬が熱くなった。

「そ、それは、その……」

「……うん」

　お互い様子を窺うような、探り合うような沈黙が広がった。

　いつもならこういう時はルキウスがすぐに口火を切って場の空気を変えてくれる。けれど今はカロレッタが先に口を開いた。

「あの……もう、いいと思うわ」

　そっと視線を下へと向ければ、彼自身はしっかりたちあがっている。多分、自分ももう準備はできている。だとしたら──。

「いれて、欲しい」

「……カロレッタ」

　ルキウスは目を見開いたあとで、微笑んだ。優しいくちづけが落とされ、そっと太ももに手が添えられる。カロレッタはおずおずと足を開いた。ルキウスが静かに体を入れてきて、さっきまで彼の指でいじられていた蜜穴に熱いものがあてられた。

「カロレッタ、大好きだよ」

「私もルキウスが大好き」

　ルキウスの微笑みを見て、本当に綺麗だなと思う。子供の頃のかわいらしさを残しつつ、年齢を重ねて男性らしさもにじむようになった。彼を弟のように思っていた頃が、今となっては遠い昔だ。カロレッタの眼に映るルキウスは、たった一人のかけがえのない男性だった。

　静かに、彼のものが入ってくる。

　指とは違う熱と太さに腰が震える。けれど秘所は拒むことはなく、潤いを持ってそれを受け入れた。痛みはあったけれど、想像していたよりはずっと小さい。きっとルキウスがカロレッタに配慮してゆっくり入れてくれているからだろう。

「……はぁ」

　全部入った、というかすかなつぶやきを聞いて、カロレッタはルキウスをぎゅっと抱きしめた。触れあう肌の熱が心地いい。そして愛しい。

「動いて、いい？」

「……うん」

「ん……」

　ルキウスは少しだけ体を起こすと、ゆったりと抽挿を始めた。

「熱くて、気持ちいい」

　ルキウスの荒い息遣いが、カロレッタの胸を高揚させた。今、自分の内側にルキウスがいる。

　初めての時には何がどうなっているのかもわからないまま揺さぶられて、いつのまにか彼が果てていた。今夜の彼はカロレッタを気遣って、腰使いをゆるやかなものにしてくれている。だからこそ繋がっているとハッキリ感じられた。

「……痛く、ない？」

「ん、大丈夫。もっと速くしても、いいのよ？」

「カロレッタってば無理しちゃって」

「そんなのしてないわ。だって、その……私も、ルキウスには気持ちよくなって欲しいから」

　その瞬間、カロレッタの中のルキウス自身が震えた気がした。

「……カロレッタってば、急に僕の喜ぶことばっか言ってくれるんだから」

　これまであんなにつれなかったのに。ルキウスは感慨深そうにつぶやいた。

「別につれなくしてたつもりはないけど」

「そうかなぁ……でも、そっか。もう君は僕に素直になってくれるんだね」

「……多分」

　おずおずとうなずくと、ルキウスは微笑み顔を寄せてきた。ちゅっと軽めのキスをして、舌を絡めるような濃厚なものに移っていく。その途中で彼が腰使いを再開させたから、カロレッタの嬌声がくちづけにのまれていった。

「あっ……んっ」

「ね、速くするからついてきて」

　ぐっと押し込まれて、思わずルキウスの唇から逃げるようにして息をつく。けれど許さないとでも言うようにまたくちづけられた。

「苦しいわっ……だめっ」

「ん……僕も一緒……ちょっと苦しい」

「だったらキスは──」

「でも、したいの。両方。全部」

「あっ」

　腰を打ち付ける音とお互いの吐息が室内に響く。キスをして、抱き合って、無我夢中だった。

　いつのまにか痛みはどこかへ消えて、せり上がるような快感に揺さぶられる。

　わかるのはルキウスが自分を求めていること。そして、気持ち良さそうなことだけ。きっとそれだけあれば十分だった。

「カロレッタ……好き……ずっと、一緒にいて」

「いるわ……あなたのそばに、いつまでも」

　ルキウスは心底安心したような笑顔を浮かべた。ぐっと強く押し込まれて、カロレッタはのけぞる。ルキウスの屹立が質量を増して、彼の艶やかな声も切羽詰まったものに変わっていく。

「あ……もう……出る……イくっ」

「んんっ……ルキウスっ」

　どくん、と何かが脈打ったような気がした。ルキウスが息をもらして、カロレッタを強く抱きしめてくる。腰を押し付けられたまま中が満たされていくような感覚。

「はぁ……イった……イっちゃった」

　ルキウスがぶるりと体を震わせて、息を吐き出した。

「もうちょい粘りたかったなぁ……せっかくの君の中」

　ひどく残念そうな声音に笑ってしまう。そんなに気にすることじゃないと思うけれど、なんと言って慰めればいいのかはわからなかった。

　けれどルキウスは瞬時に気持ちを切り替えたようだ。

　まあいいやと呟くと、満足そうな笑みを浮かべた。

「これから何度でもできるもんね。もう姦通罪じゃないし」

「っ……そ、そう……なのかしら？」

　想いが通じ合った喜びに身をまかせてしまったけれど、よくよく考えればまだカロレッタとルキウスの関係に名前はない。婚前交渉については暗黙の了解と聞いたことがあるけれど──。

「あれ、難しい顔してる？　大丈夫だよ。絶対」

「本当？」

「保証する。ていうか、もう婚約しようよ。今すれば、ロディ兄様の結婚式に間に合うし」

「婚約！」

「だってそのつもりでしょ？」

「そうだけど、ちょっと心の準備が必要だわ」

　そもそも、たった今行為が終わったばかりで、いまだルキウスのものが中にある状態で話すようなことではないのではないだろうか。

「あの、ルキウス……先に抜い──」

「だって僕、兄様の式の時にドレス姿の君と並びたいもん。うん、そうしよう。ドレスも今から採寸すれば、なんとか間に合う」

　ルキウスはたった今していたことなど忘れたかのように、婚約の段取りをつけ始めている。切り替えの早さに呆れてしまう。

「もう、ルキウスってば。婚約の話はそれでいいから、一旦落ち着いて」

「ああ、ごめんごめん。つい」

「それで、あの……ちょっと……」

「ん？」

　改まると「抜いて」という言葉はかなり言いづらい。まごつくカロレッタを見て、ルキウスは察したようだ。にやりと目元が三日月のように細まる。

「ねえ、カロレッタ」

「……だめ」

　これまでの付き合いでわかる。何か良からぬことを思いついた顔だ。先回りして断ると、ルキウスはふきだした。

「まだ何も言ってないのに」

「だってこういう時のルキウスって、大抵は変なこと言ってくるんだもの」

「変ってひどいなぁ」

　そう言いながらルキウスが顔を寄せてくる。唇と唇が触れそうなところで、そっと彼は言った。

「このまますぐまたおっきくなると思うから、もっかいしよ」

「っ……それはっ」

「ね？　お願い」

　何度も甘えるようなキスを繰り返されて、彼の言うようにまた少しずつ男根が主張を始めている気がする。

「はぁ……だって、ようやく手に入れたんだもん。何度も確かめたいんだよ」

　ゆるやかに腰を押し付けられて、カロレッタの頬が熱くなる。潤んだ瞳に見つめられ、ついうなずいてしまいそうになる。

（ルキウスの術中だわ）

　けれどこんなふうに彼のおねだりを素直にきくことができるのも嬉しい。

　カロレッタは短く息をついてから、自分から唇を重ねにいったのだった。









後日談　繋がるプレゼント












　真冬の静かな日差し、穏やかな光を受けて輝く青い海、そして波止場に停泊している色とりどりの船。目の前に広がる風景に、カロレッタは思わず感嘆の声をもらした。

「すごい……船がいっぱい」

　ポルトゥスはウェネリス王国最大の港町で、貿易の拠点である。大きくてにぎやかな街だと聞いてはいたけれど、実際にその場に立ってみると想像以上だった。

「奥に並んでる大きい船が貨物船、手前の小さめの船は遊覧船や個人所有の船だよ。あと、少し離れたところには漁港もある」

　隣に立つルキウスが丁寧に説明してくれる。これまで霊廟の中で過ごしてきたカロレッタには新しいことばかりで、どれも興味深い。

「あんな大きな船ならなんでも運べそう。あと港って独特の香りがするのね」

「潮の香りかな。あとで浜辺も歩いてみようか。海の水って少し味があるから」

「舐めていいの？」

「大丈夫」

　そう言って微笑むルキウスは、いつもとは雰囲気が違う。それは彼の髪色が魔法で茶色に変化しているから。美しい顔立ちと緑色に輝く瞳はそのままでも、今のところ彼がウェネリス王国第四王子と気づく人はいない。

「でもちょっと風が強いから、やっぱり先に商店街に行こ」

　ルキウスがカロレッタのストールを巻き直して言う。カロレッタもお返しに彼のストールを整えて微笑んだ。

　──カロレッタとルキウスが結ばれて約一ヶ月。季節はいよいよ冬本番となっていた。

　ルキウスはあの後すぐに婚約の話を現実にするべく行動を起こした。あっというまに国王と王妃の了承を取り付け、カロレッタへ正式に婚約を申し込んだ。オーリム家に否という理由は全くない。シルヴァも『俺が大好きな二人が結ばれるなんて最高だよ』と諸手を挙げて喜んでくれた。その時、彼の目が少し潤んでいるように見えて、彼は彼で自分たちのことを心配していたのだと感じた。

　霊廟の管理は、オーリム家から別の王家推薦の名家に引き継ぐか、もしくはカロレッタがルキウスの妻としての役目と兼任するという話が出ている。これからゆっくり決めていくことになっているが、ルキウスとしては後者が良いようだ。カロレッタとしても霊廟に思い入れが強いから、そうなったらいいなと思う。

　ただ正式に婚約を結ぶのは、王太子ローデリアスの結婚式や第二王子シャルルと護衛騎士ネルの婚約発表、第三王子カインとフォーセン王国王女フリージアとの婚儀が済んでからと決まった。

『婚約発表に順番待ちってどうなの』

　ルキウスは最初むくれていたけれど、カロレッタには全く異論はなかった。

『お祝いごとは一気にくるより、ひとつずつの方がいいと思うわ』

　そうなだめると、ルキウスは少し考えた後に『慶事のたびに国民の消費は活発になるから、貿易の面でも良いことが多いか』と呟いた。

　現状、二人の関係を表すなら『許嫁』『恋人』だろうか。

　どちらの響きも気恥ずかしくて、けれど心がときめく。カロレッタは今の状態も結構好きだった。

　そして今、二人は港町ポルトゥスにやって来ている。

『せっかく恋人になったんだから、二人で出かけたい』

　そう言ったルキウスに連れられて、ある日急に馬車に押し込められたのだ。城下町だと誰かに見つかってしまうからという理由はわかるけれど、急に小旅行が始まってカロレッタは心底びっくりした。まるで用意もしない、普段の格好のままの出発だったから。

　必要なものは全部現地で調達すればいいからと言われ、街に着くなりえんじ色のウールのコートと真っ白いストールを買ってもらい、カロレッタはそれを身につけていた。ルキウスも深緑のコートに茶色いストールを巻いている。

　普段と着ているものが違うというだけで、気分も変わる。

　ルキウスの場合は髪色まで変えているからというのもあるけれど、なんだかドキドキしてしまう。

「ほら、行こ」

　ルキウスがカロレッタの手をとり、市街地へ向かって歩き始めた。そのぬくもりから『二人で一緒にいよう、一緒に歩こう』とルキウスの気持ちが伝わってくるようで嬉しい。

　カロレッタもしっかりと握り返して、初めての港町散策に向かったのだった。
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　ポルトゥスの街は、古くから外国との貿易で栄えてきた。それを表すかのように商店街には多種多様の店が並んでいる。おのおのの店がより目立つように装飾を施しているから、波止場以上に彩りが豊かで目がチカチカするほどだった。

　通りを歩く人たちも、皆格好が違い、見た目も違う。しかも早足の人が多く、カロレッタは道ゆく人にぶつからないように必死でルキウスに身を寄せて歩いた。

「いいよ、もっと僕に寄り添って」

　つないだ手が離されて、腰にまわされる。

「近すぎるわっ。そこまでしなくても大丈夫」

「いいから。……ほら、ここ見よ」

　そう言って彼が示したのは、装飾品のお店のようだった。ガラス窓からアクセサリーや髪飾りが並んでいる様が見える。

「あ、もしかして」

　カロレッタはそっと自分の耳のそばにつけているアーラの髪飾りに触れた。ルキウスは視線だけでそれを肯定し、扉を開ける。軽やかな鈴の音が響いた。

「いらっしゃいませ」

　女性の店員がにこやかに近づいて来る。カロレッタを見て、嬉しそうに口元を緩めた。

「その髪飾り、とてもお似合いですね」

「でしょう？　あなたのアドバイスもすごく参考になったんだ。ありがとう」

「お役に立てて何よりでございます」

　店員は礼をしてから「ゆっくりご覧ください」と一歩下がった。

　カロレッタもお礼を言ってから、ルキウスを見上げる。

「ここで買ってくれたものなのね」

「うん、彼女にも色々相談に乗ってもらったんだ。……それで今日は何かアクセサリーを選びたいんだ。このブレスレットとかどう？」

　ルキウスが飾られているアクセサリーの中からを華奢なブレスレットを手に取った。銀色の細いチェーンに種類の違う宝石がついた、カラフルなブレスレットだ。宝石自体は小ぶりなため、彩り豊かではあるけれど派手というほどでもない。

「すごく綺麗だと思うわ」

「お客様は肌が白いので、宝石の色が映えると思います」

　店員がすっと近づいてくる。ルキウスもうなずいて、カロレッタの左手をとった。

　実際に手首につけてもらう。いくつかある宝石の中でも、ルキウスの瞳の色と同じエメラルドがひときわ輝いて見えた。ルキウスはまじまじとカロレッタの手元を見つめて、満足そうな表情を浮かべる。

「うん、すごく似合う！　これにしよう」

「あら、他のアクセサリーは見なくてよろしいのですか？」

「大丈夫。ねぇ、このままつけていっていいよね？」

「もちろんでございます」

　ルキウスはこうと決めたら、本当に行動が速い。このスピード感に早く慣れないといけないと思いながら、カロレッタはあわててお礼を言った。

「ねぇ、私からもあなたにプレゼントしたいわ」

　ルキウスからもらってばかりでは申し訳ない。カロレッタも多少のお金ならば持っているから、彼に何かを贈りたい。

「え、ほんと？　嬉しいなぁ」

「男性用でしたらこちらに並べておりますので、ぜひご覧ください」

　店員が示したショーケースには、ネックレスやブレスレット、指輪が並んでいる。男性用は女性用よりもチェーンが立派で、存在感があるものばかり。

（せっかくだからブレスレットがいいかしら）

　誰かのために装飾品を選ぶのは初めてで、全く勝手がわからない。どれも綺麗だけれど、ルキウスにはもう少し繊細なデザインでも似合うような気がする。けれど、実際につけてもらったら見えかたも違うのだろうか。

　うんうんと唸っているカロレッタを見かねたのか、店員が隣にやってきて囁いた。

「実はお客様のブレスレットと色違いもあるんですが見てみますか？」

「色違い……」

「はい。こちらはついている宝石が一種類なんですが、いくつかあります」

　今カロレッタが選んでもらったブレスレットと同じ華奢なチェーンに、同じ種類の宝石がついているブレスレット。ルビー、サファイア、アメシスト、ダイヤモンド……。

「この中なら僕はこれがいいな」

　ルキウスがひょいと手にとったのは、琥珀のブレスレットだった。手首につけてみると、意外なほどに似合っている。琥珀の落ち着いた輝きも見ようによっては男性的だ。

（ルキウスは細身だから、こういうデザインも合わせられるのね）

「とてもお似合いです」

「僕もそう思う」

「……私も」

　三人の意見が一致した。

　ルキウスは「これがいい」とうなずき、誇らしげに手をかざした。その様子にカロレッタも嬉しくなる。

　彼の喜ぶ姿を見て、自分の心が満たされる不思議な感覚。誰かを大事に想うと、感情に彩りが生まれていくのだと改めて実感した。
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　その夜。カロレッタとルキウスは、ポルトゥスの領主の屋敷で過ごしていた。さすがにそこでは身分を隠すことはなく、ルキウスの髪色も普段通りの銀髪だ。二人の寝室は別で用意されていたが、夕食後ルキウスが当たり前のようにカロレッタの部屋へとやってきた。二人の関係は伝えてあったからか、正式発表前とはいえ領主側も見て見ぬふりをしてくれたのだろう。

　今は二人でソファに座ってくつろいでいるところだった。

「うーん、本当に素敵なものを見つけたなぁ」

　ルキウスはソファに背を沈めて、左手首で存在感を放つ琥珀のブレスレットをうっとりと眺めている。

（喜んでもらえてよかった）

　ルキウスの嬉しそうな顔を見ていると、自分も同じ気持ちになる。

「すごく似合ってるわ」

　カロレッタは微笑んで、自分の右手首でも輝くブレスレットを見つめた。

　二人でお揃いのものを身につけるのは初めてだ。ブレスレットを通して繋がっているような気がする。

「ずっとつけてたいね。いつも一緒って感じがする」

　そっとルキウスの左手がカロレッタの右手に重なった。指が絡まり、しゃらんとかすかな音とともにブレスレット同士も触れあう。

　お互いの柔らかな視線が絡み合う。どちらからともなく近づいて、くちづけを交わした。

　愛のこもった優しいキスに心が満たされていく。

「ずっとつけるわ」

　カロレッタが力強く言うと、ルキウスは嬉しくて仕方ないといったふうに目を輝かせた。

「君からそんなふうに言ってもらえるなんて……」

「もう、ルキウスったら」

　晴れて恋人となってから一ヶ月。いまだにルキウスはカロレッタが隣にいることを奇跡のように言うことがある。彼の心に触れるようになって気づいたのは、思った以上に自分の曖昧な態度が彼を不安にさせていたこと。待たせていた時間の分、きっと積み重なっていたのだろう。

　こういう時カロレッタはすすんで彼にキスを送る。

　彼が安心するように。自分の恋心が伝わるように。

　柔らかい感触を何度か楽しんだ後に、カロレッタは囁いた。

「もうそろそろ慣れていいと思うわ。私はずっとあなたのそばにいる」

「絶対？」

「……絶対よ」

　もう迷わない。本当に大事にしたい人は、ルキウスだとわかったから。

　彼が求めるならば何度だって誓う。何度だって言葉にして伝える。

（素直になるって、こんなにいいものだったのね）

　ルキウスはカロレッタの心をちゃんと受け止めてくれる。それがわかっているからこそ、これまで言えずにいたことも、言葉にできるようになった。

　きっとずっとそうだった。ルキウスはカロレッタの本当の気持ちを知ろうとしてくれていた。

　ただカロレッタに勇気がなかっただけだ。

「私、ルキウスのことが大好きよ」

　何度でも伝えたい。そのたびに彼は笑顔で応えてくれるから。

「僕もだよ。君を愛してる」

「……うん、私も……愛してる」

　きつく抱きしめあって、お互いのぬくもりを感じ合う。

「ね、カロレッタ。……いいと思う？」

　耳元でルキウスが囁いた。彼を窺おうと顔を上げると同時に、彼の手が夜着の中に忍び込んでくる。その意図を察して、カロレッタの頬には熱が集まった。ルキウスの目はいたずらっ子のように輝いている。

　カロレッタは少しだけ考えてから、控えめにうなずいた。

「私、頑張って声を我慢するわ」

　ルキウスの表情が目に見えて嬉しそうに変化する。再びのキスの後、彼の指先が唇に触れた。

「カロレッタの声いっぱい聞きたいけど、今日だけは僕も協力するよ」

「協力？」

「そ、色々なやり方あるから安心して」

　一体どんな方法があるのか、聞いてみたいような、聞かないでいた方がいいような。

　カロレッタは曖昧に微笑みで応えてから、体の力を抜いた。それを合図のようにルキウスの手が胸に置かれる。小さく声をあげそうになって、あわてて唇を引き結んだ。

「カロレッタ……まだ我慢しなくてもいいよ」

「だ、だって！」

　ルキウスの指先が胸の頂を探し始める。ちりっとするような快感を息を止めて逃がそうとしたら、彼は小さくふきだした。

「本当にかわいいんだから」

　優しく乳首を引っかかれて、カロレッタの口から嬌声がもれた。

「急にはだめ！」

「じゃあ全部予告する？　今からカロレッタのかわいい乳首いっぱい触るよ、とか？」

「恥ずかしすぎるわ！」

「でも心の準備はできるよ」

　ルキウスの指先が更に深い快感を引き出そうと動き出す。

　声を我慢するのは難しいかもしれない。そう思いつつも、カロレッタ自身ももうここで止める気にはならなかった。




　──その夜、ルキウスはカロレッタの部屋で過ごした。

　静かな夜のとばりに包まれて、響くのはお互いの甘い息遣い。最終的にルキウスが防音の魔法を部屋にかけたことで、カロレッタは唇を噛み締める必要もなくなった。

　そうして心も体も満たされて、カロレッタは幸せを実感したのだった。
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　祝福の鐘が、澄み渡った青空に鳴り響いている。

　心地よい春の風が吹くその日、四季の女神テルティオを祀まつる教会では、盛大な結婚式が執り行われていた。




　ウェネリス王国の第一王子にして王太子、ローデリアス・レグス・ウェネリスと、隣国ヘリンデア公国の第三公女、キアラ・ヘリンデアがその主役だ。




　ふたりは幸せそうに微笑みながら、ウェネリスの国花である白い花の撒まかれた赤い絨じゅう毯たんの上を、歩調を合わせてゆっくりと歩いていく。

　繊細な刺し繍しゅうが施された揃そろいの白い衣装は、絨毯の赤によく映えた。

　祭壇の前に辿たどり着き、神父の前で頭を垂れて跪ひざまずく。参列者たちが見守る厳かな雰囲気の中、婚礼の儀式が始まった。

　神父により、女神への感謝と両国の繁栄を願う祝詞、そして誓いの言葉が読みあげられる。

「女神テルティオの名のもとに、ふたりの愛が生涯変わらぬことを誓いますか？」

「誓います」

　ローデリアスとキアラはそう答えると、神父の持つ小箱から美しく輝く銀の指輪を取り出した。

　ウェネリス最高の彫金職人が作った結婚指輪だ。

　ふたりは互いの薬指に指輪を嵌はめあう。

「では、誓いの口づけを」

　神父の言葉に促され、ローデリアスが花嫁キアラの顔にかかっていた薄いレースのヴェールをあげた。

　布の下から、頬を薔ば薇ら色に染めた白金の髪の乙女が現れる。

　彼女は碧みどり色の美しい瞳で、ローデリアスをまっすぐに見つめた。その瞳を縁取る長いまつ毛が、わずかに震えている。

「緊張しているね？」

「……いえ、だ、だいじょうぶ、ですわ」

　囁ささやき返すキアラの声がうわずる。

　隣国から嫁いできた花嫁は、まだ十八歳という若さだ。結婚式という大舞台に、きっと生まれて初めての口づけ。緊張しないわけがない。

　しかし公女だけあって、背筋をシャンと伸ばした姿は堂々としたものだった。彼女の震えに、ローデリアス以外は気付いていないだろう。

「目を瞑つぶって、力を抜いて……」

　ローデリアスは穏やかな声で囁いて、キアラの両肩を抱く。

　彼が顔を傾けると、光の角度で金にも薄紅色にも見える髪が、さらりと揺れた。その鮮やかさは、女神の祝福をひときわ強く受けている証だ。

　覚悟を決めたキアラが、息を呑のんで目を瞑る。

　刹那、ふわりとした感触が彼女の唇を掠かすめた。それは一瞬の出来事で、あっという間にぬくもりは離れていく。

「ほら、できた。とても上手だったよ」

　キアラにのみ聞こえる声でキスを褒めると、青い瞳を片方だけパチリと瞑ってみせる。

　優しいローデリアスの意外にも悪戯っぽい仕草に、キアラの胸がトクンと高鳴った。

　──どうしよう、完璧だわ……。

　キアラは思わず目を奪われ、頬を染めたままうっとりと見み惚とれてしまう。

　ステンドグラスから射す光に照らされ、微笑む彼の姿がキラキラと輝く。

　──なんて美しい方なのかしら……。

　ウェネリスには四人の王子がいて、みな見目麗しい。

　それぞれが彫刻のように整った顔立ちで、多大な女神の祝福を受け、輝くような髪と瞳の色をしている。並び立つとまるで一枚の絵画のようだ。

　その中でも春の属性を持つローデリアスは、穏やかで優しげな印象を持つ。

　男盛りの二十六歳。キアラの八歳年上で、聡そう明めいで優秀、文武両道で何でもそつなくこなす。上品な立居振る舞いは、まさに王子様の中の王子様だ。

　──その完璧王子ローデリアス様が、私の旦那様に……！

　考えるだけで胸が震えた。

　未だ実感が湧かない。彼は生まれた時からの婚約者だけれど、ずっと夢の中にいるようだ。

　歳の離れたキアラが彼と結婚できたのは、単にキアラの属性がローデリアスと同じ『春』だからである。

　穏やかで、優しい春。

　春の王の統治は、永く豊かに繁栄するという言い伝えがある。

　第一王子なうえ優秀ならば尚のこと。王子が他に何人居ようと反対する者はおらず、彼は次期国王になる。当然、その妻であるキアラは王妃だ。

　ウェネリス国民が望むのは、穏やかで春のような、彼に相応しい王妃である。

　数々の婚約者候補を蹴落として、生まれたばかりのキアラが選ばれたのは、そういった人々の願望からだった。

　──そして我がヘリンデアにも、ウェネリスとさらに同盟を強固にできるという、利点があるのよね。

　これは明確な政略結婚だ。

　ヘリンデア公国は小国ながら金脈を持ち、その豊かさゆえに他国に領地を狙われることも多い。そのため大国であるウェネリスと度重なる婚姻を交わして国を守ってきた。

　両国は、元を辿れば同じ王家の血を引いているらしい。それゆえ繋つながりも深い。

　生まれた時から決められた、政治的な結婚。

　だけど、これは一方だけが利益を得るわけではない、対等な結婚だとキアラは思っている。

　──だから、私をうんと幸せにしてね。

　ヘリンデアの末姫であるキアラは、両親や兄と姉たちから愛され甘やかされて育った。

　故郷を離れ、頼れるのはローデリアスだけ。

　そのローデリアスに愛されることが、キアラのなによりの幸せだ。

　神父に促され、女神への誓約書にサインをする。これで今から、ふたりは正式な夫婦となった。

　政略結婚でも、王太子妃としての責任がどんなに重くても、彼とならきっと乗り越えていけると信じて。

　──私の旦那様。

　キアラは夢心地で、隣に並び立つローデリアスを幸せいっぱいに見つめた。
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　結婚式が済むと、次はドレスを着替えてパーティだ。

　ウェネリスの食事は美味しく、人々も優しい。

　なにより、来賓に挨拶をするローデリアスはとても素敵だった。

　凛りんとした佇たたずまいで、疲れた様子を一切見せることなく、常に笑顔で声があたたかい。

　キアラに対しても気遣ってくれ、目が合うと柔らかく微笑んでくれる。どこまでも完璧な王子様ぶりに、キアラはますます舞いあがった。

　そしてすべてが終わると、キアラは夫婦のための離宮へと迎えられた。

　ふたりのために用意された住まいは豪華でいて品がよく、経済的に豊かなヘリンデア出身のキアラから見ても、素晴らしい調度品ばかりだった。

　共に過ごすことになるローデリアスも、その優しさはひとときも失われることはなく、王子様らしい丁寧な接し方は少しも変わることがなかった。

　それは、夜になっても────




「あっ……ローデリアス……っ」

　悲鳴のような高い声をあげて、キアラが身を捩よじる。

　ベッドの上で弓なりに背を反らした彼女は、一糸纏まとわぬ姿でローデリアスに組み敷かれていた。

「キアラ……かわいい、僕のキアラ」

　白い肌を真っ赤に染めてよがる妻の体に、彼は優しく口づけを落とす。片手で細い腰を押さえつけ、熱く猛った雄心をゆっくりと出し入れした。ぐちゅぐちゅと湿った音が響く。

「あっ、あぁ、それ、ぁ……っ」

「……気持ちいい？」

「は……っ、ん……！」

　白金の長い髪を振り乱して頷うなずく。その様子に、ローデリアスは満足そうに微笑んだ。

　素直な気質のキアラは、快楽も感じたままに受け入れる。恥じらいなく好いところを教えるので、ローデリアスにとっても扱いやすいのだろう。初めて夜を共にしてから何日か経ったが、お互いが毎晩繋がることを厭いとわない。

　キアラに至っては、体はすっかり慣れて、快楽に夢中になっている。

「あぁぁっ、もっと、ローデリアス……！」

「く……」

　キアラのナカが、射精を促すように激しくうねる。

　堪えきれずに動きをわずかに速めれば、華きゃ奢しゃな体に見合わぬ豊かな胸がふるふると大きく揺れた。

　キアラはまるでねだるように胸を反らす。胸の先がじんじんと疼うずいて、彼にどうにかして欲しいのだ。

　淡く色づいた小さな突起が、ツンと尖とがってローデリアスを誘う。吸い寄せられるように背を丸め、口を開いた。

「ふ……ぁっ……！」

　ちゅっと吸いあげると、キアラが気持ちよさそうに鳴く。

　ローデリアスはいよいよ我慢できず、深く奥を抉えぐるように責めた。

「は……っ、や、……もう、だめ……っ、あぁっ！」

　ビクビクと震えてキアラが達する。膣ちつ内にとどまったままのローデリアスは、熱い吐息を零こぼして刺激に耐えた。

　そして彼女の痙けい攣れんが収まると、素早く動いて限界だった己の欲望を奥へと解き放つ。

　どくどくと脈打ちながら注がれる精を受け止め、キアラがまた小さく息を呑んで身を震わせた。

「……はぁ、……キアラ、おいで」

　すべてを出し切って呼吸を整えたローデリアスが、彼女を抱きしめて口づけする。

　小さな唇にそっと押し当てられる上品なキスは、まるで今までの行為が神聖な儀式であったかのように感じさせた。乱れた後ですら、この王子は美しい。

「キアラ、愛しているよ」

「私も……」

　微笑んで頷くと、ローデリアスも柔らかく笑う。そして彼女の上から退くと、ベッドに並んで横になった。

「ローデリアス……」

　呼吸が落ち着くと、キアラはそっと隣を窺うかがう。

　目を閉じて火照った体を落ち着けている彼の、端正な横顔が目に入る。

　震えるまつ毛、ツンとした高い鼻。完璧な造形美。

　ひと晩中だって眺めていられる。

「ね、もう一度……」

　はしたないと思いつつ、眺めているとどうしても欲しくなってしまう。

　身を起こしておねだりすると、彼は困ったように笑った。

「また明日ね」

「……だめ？」

「だーめ。いい子だから」

　我わが儘ままを咎とがめるには甘すぎる声と表情で、自制を促す。

　ますます欲しくなってしまうけれど、キアラは仕方なしにすごすごと引き下がった。

　彼に嫌われたくない。

　本当は、結婚式から一週間はふたりきりで蜜月を過ごせると思っていた。

　けれど予想に反して王太子というものは忙しいらしく、次の日から少しだけでもと働き出し、ベッドでしかまともに一緒に過ごせていない。

　忙しいのだ。わかっている。自分を嫌うはずがない。

　──だけど、夢中ってわけでもないのね。

　せめてキスを、と彼の唇にそっと唇を重ねる。

　敏感になった胸の先端が彼の胸元に擦れて、キアラの息がわずかに乱れた。

　密着したローデリアスの体が、少しだけ反応する。

　それでも、興奮してキアラを求めたりはしない。

「……おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　体を離して、横になって目を瞑る。

　疲れているのか、隣からはすぐに深い寝息が聞こえてきた。
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「……もしかして、私って魅力ない？」

　ふいにそんな考えに至り、刺繍をしていた手を止めて呟いた。

「なんですって？　キアラ様」

　その小さな呟つぶやきを拾って、紅茶のおかわりをカップへ注いでいた侍女のエマが問う。

　彼女はヘリンデアから連れてきた、キアラが心から信頼できる人間のひとりだ。少し年上のお姉さんといった感じで、つい何でも相談してしまう。

「私、ローデリアス様を夢中にさせる自信があったのよ。もっと熱烈に愛されるはずだと信じていたわ」

　ヘリンデアの至宝。公王である両親と兄や姉たちに愛され可愛がられてきた末姫。持って生まれた美しさも、彼女はちゃんと理解している。

　だが、彼には一切それが通じていないのがわかる。

「政略結婚って、こんなものなのね」

　溢あふれんばかりに持っていたはずの自信がなくなっていくキアラを、エマは微笑ましく見つめて笑った。

「殿下はきちんとキアラ様を愛されているではありませんか。それに殿下はもう二十六の大人です。盲目的な愛を求めるのは、酷というものですわ」

　ふたりの世界でお互いだけを見つめ合うような、そんな恋愛をする時期はとうに過ぎているのだろうとエマは言う。

　なにより、これは政略結婚なのだし。

「つまんない。殿下は情熱が足りないんじゃないかしら？　だって、私を娶めとったのよ？」

　高飛車に言ってみせるが、キアラはただ寂しいだけなのだ。

　せめてもう少し一緒にいたいし、たくさん気持ちいいことがしたい。でもそんな我儘も言えなくて、ここで毒吐いている。

　それがわかっているので、エマは苦笑いした。

「おふたりで、よく話し合われませ」

　結局、もっと構ってと言うしかないのだろう。

　なんだか釈然としないままキアラがお茶を飲んでいると、ふいに賑にぎやかな声が窓の外から近づいてくるのが聞こえた。

「おい、待て、コラ！」

「……あら、フェズかしら？」

　元気のいい男性の声は、ヘリンデアから連れてきた従者のフェズに違いない。

　護衛騎士である彼は、キアラの乳母の息子でもあり幼おさな馴な染じみだ。子供の頃からずっと一緒にいる友達で、キアラと、そしてエマを心配して嫁ぎ先にまで一緒に来てくれた。

「どうしたの？」

　部屋の窓から顔を覗のぞかせ、声の方を見る。すると、フェズは一匹の真っ黒な子猫を抱えていた。

「ああ、姫。こいつが、何度追い払っても中に入ろうとしやがってさ」

　子猫はフェズの腕の中で、不満そうにニャーと鳴く。

　見覚えのある猫だ。誰かが餌付けしているのか、最近よくこの辺りをウロウロしている。

「あら、あなた。また来たのね」

「ご存知なんですか、姫」

　フェズが捕まえていた手を緩めると、黒猫はぴょんとキアラの方へとジャンプした。

　驚きながら受け止めると、彼女の腕に満足そうに身を擦り寄せる。どうやらキアラが好きらしい。

「ちょっと、フェズ。キアラ様はもう姫ではありませんよ。お名前か、王太子妃殿下とお呼びなさい」

「あー、そうだったな」

　礼儀にうるさいエマがフェズを叱責する。

　その声を聞きながら、キアラは甘える子猫を撫なでてやった。

「あなたは私を好いてくれるのね」

　ちょっぴり自虐的にそう呟くと、肯定するようにニャァと鳴く。

　その日から、子猫は頻繁にキアラの部屋に姿を現すようになった。
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　昼間にローデリアスと顔を合わせられるのは、食事と、あとはお茶の時間くらいだろうか。

　夜は体を重ねてすぐに眠ってしまうため、親睦を深められるひとときは貴重だ。

　ローデリアスもそれを自覚しているのか、毎日欠かさずに時間を作り、キアラのいる離宮へと戻ってきてくれていた。




「──それでね、姉様ったらその役者に夢中になって、結婚は彼とするんだって泣いて嫌がっていた時期があったの」

「わあ、大変だね。それでどうしたの？」

「それが、その役者が実は身分を隠した演劇好きのさるお方だとわかって……」

「結ばれた？」

「普通にフラれてしまいましたわ」

「残念！」

　楽しそうに笑って、ローデリアスがお茶を口にする。

　彼が笑ってくれるだけで、場が華やぐ。キアラは満足して、テーブルのクッキーをつまみ、お茶を飲んだ。

　あとは、本題の『ローデリアスともっとイチャイチャしたい』という願いを、どう自然に切り出すか。

「でも、その方の紹介で、姉様は観劇が趣味の旦那様と結婚できたの。ふたりはとても仲良しで……お互い同じものを好きって、素敵だわ」

　だから、私たちにもなにか共通のものがあればいいのに。

　春という曖昧な属性ではなくて。

　キアラがそう思いを込めて熱っぽく見つめると、ローデリアスは軽く小首を傾げて微笑む。

「そうだね、素敵だね」

　しかしサッパリ伝わった感じのしない答えをもらい、彼は「そろそろ時間だ」と立ち上がってしまった。

「……今日も来てくださって、ありがとうございます」

「いいんだよ。寂しい思いをさせてごめんね」

　そう思うなら、もっと構って欲しい。

　そんなふうに思っているのが顔に出ているのか、ローデリアスは小さく苦笑し、キアラを片手で抱き寄せて額にキスをした。

「ごめんね。また夜に」

「……はい」

　彼の甘い声で「夜に」などと囁かれれば、顔に血がのぼる。

　しかしぬくもりはすぐに離れ、彼はあっさりとこちらに背を向けた。行ってしまう。

　名残惜しく感じながら、キアラは淑女らしい微笑みを浮かべ、彼を見送るしかない。




「あーあ、また言えなかったわ」

　しかもドキドキしてしまったせいで、なかなか頬の赤みが引かない。キアラはひとり、ソファにもたれ掛かって目を瞑り、一瞬の甘い言葉を何度も反はん芻すうしていた。

　と、突然、膝の上にトンと何かが乗っかった。

　驚いて目を開けると、黒い子猫が金の瞳で膝上からこちらを見上げている。

「あら」

　どこから入ったのだろう。

　そう思いながら撫でようと手を伸ばすと、猫はサッと避けるように膝から降り、部屋の外へと駆け出してしまった。

「あ、待って、子猫ちゃん」

　キアラが猫を追いかけて走り出すと、まるで待っているかのようにチラチラとこちらを窺いながら逃げていく。

「どこに行こうっていうの？」

　離宮はそこまで広くはない。猫はすぐに庭へ出て、植木の中へと駆け込んだ。

　キアラはさすがに草木へ入るわけにはいかず、追いかけるのを諦める。

　帰ろうとして踵きびすを返したその時、足音がして、すぐ近くに人影がやってくるのが見えた。

　それがローデリアスだと気付き、キアラはつい反射的に屈んで身を隠す。

　帰ったのではなかったのか。忘れ物だろうか。

　息を殺していると、すぐ近くにまで足音が近付く。通り過ぎる瞬間、彼が深く溜ため息を吐くのが聞こえた。

「はあ……うまくやれたかなぁ……」

　小さな小さな、消え入りそうな呟き。それはいつもの凛としたローデリアスからは、かけ離れた声だった。

「加減がわからない……額にキスはしてよかった？　変なこと、言ってない……よな？」

　彼はひとり庭をウロウロしながら、キアラとの会話を思い出しているらしい。

　なぜ？

　キアラが訝いぶかりながらそっと覗いていると、ウロウロするローデリアスの前に、先ほどの黒猫が勢いよく飛び出した。

「うわあっ！」

　いきなりのことに驚いて、ローデリアスが間抜けな声を出す。

　いつも冷静な彼が、怯おびえながら叫んでひっくり返った。

　──ロ、ローデリアス!?

　尻餅をついた彼を見て、キアラは目をまるくして驚く。

　子猫は彼の上に乗り、装飾のついた服にじゃれついている。紐ひもや宝石の飾りがキラキラして面白いのだ。

「な、なんだ猫か！　うわー、びっくりした……なんだよ……ウード！　ウードは……くそ、連れてくるんだった！」

　離れようとしない子猫に困ったローデリアスが、いつも側にいる従者の名を呼ぶ。しかしいないことを思い出し、ハッと悔しそうな顔をした。

「なんだよぉ……どいて……頼むから……」

　触れないのか、ローデリアスはじゃれついてくる猫をツンツンと突きながら泣き言を言う。

　あまりの情けない姿に、キアラは口をポカンと開けた。

「困ったな……ああ、今度なにか食べるものを持ってくるから……ね？　今日は勘弁して……」

　そう言うと、猫はまるで言葉を理解したかのようにローデリアスから離れ、ニャァと鳴く。

　王太子が子猫に恐喝されている。

　──え、だ、誰？　あれが、ローデリアス？

　夫の初めて見る表情に、キアラはただただ衝撃を受けていた。




　翌日のお茶の後、キアラは確かめずにはいられなかった。

　夜に会ったローデリアスはやはり素敵な大人の男性で、昼間の臆病な様子が夢だったのではないかと思えてくる。

　だからキアラは、確かめるために庭へ向かう。

　するとやはり、ローデリアスがそこにいた。

　黒猫の横に屈んで、上着のポケットから干した小魚を出してあげている。

　──あれをポケットに入れたまま、私とお茶をしていたというの？

　そう思うと、まるで少年のようで笑いが込みあげた。

　兄たちやフェズが小さい頃、やはりポケットに色々なものを詰めていたのを思い出す。

　彼らはどんなに高い服にでも、構わず虫や木の実を入れて、大人たちを青ざめさせていた。

　──ローデリアスも、男の子なのね。

　意外な一面だけれど、なんだか小さな秘密を知ることができたようで楽しくなってくる。

　キアラがそのままローデリアスを見ていると、彼は黒猫に小魚を献上しながら、とりとめのない相談をしはじめた。

「はぁー……うまくできてる？　自信ないな……」

　彼の話すことは、大体それだ。

「お茶を飲む手が震えて……鼻にちょっと入って、痛い」

　──嘘でしょう？

　王太子のくせに、八つも年下の小娘にどれだけ緊張しているというのか。

　彼の悩みの種は、主にキアラのことらしかった。

　申し訳なく思いつつ、自分のことで悩んでくれるのはなんだか嬉しい。深刻なものではなく、緊張してしまうという可愛いらしい悩みなのもある。

　だがその嬉しさも、悩みの根深さを知るほど、次第に心配に変わってきた。

「嫌われたくないな……期待に応え続けるというのは、難しいよね。僕は一生、キアラの前で正しくいられるだろうか」

　彼が生まれた時、第一王子が『春』だと知って国中が沸いたそうだ。

　これで安泰だと、いずれ王太子になる第一王子が春であるということは、得難い幸せなのだと。

　だがその幸せのためには、ローデリアスの血の滲にじむような努力が必要だ。

　春を春のまま終わらせるためには、三人の弟たちと諍いさかうようなことがあってはならない。能力をみくびられて、他の王子が王に相応しいなどと臣下に思わせてはならない。

　それはつまり、自分だけでなく、他の王子の命をも脅かす。

　彼が王太子として相応しくない振る舞いをすれば、いらぬ内乱を呼び、家族の死に繋がるのだ。

　断片的な言葉から、キアラは彼の悩みになんとなく気付いた。

　失望されるのが極端に怖いのだと。

「臆病なひと……」

　平和であるためには、常に優秀であれ。春の王子に相応しくあれ。

　だがその鎧よろいを纏うほどに、ローデリアスは身動きができなくなっていく。

「キアラには、そうなって欲しくないな」

　素直でまっすぐな姫には、自由でいて欲しい。

「政略結婚だし、まだ若いのに、国のためにこんなオジサンに縛り付けちゃって、ごめんね……」

　──オジサンって、まだ二十六歳じゃない！

　断じてオジサンなどではない。だがこの独白を聞いて、キアラの胸はきゅうと締め付けられていた。

　素顔のローデリアスは、可愛らしい。

　私は大丈夫だよと、そう伝えたくて堪らなくなる。

　愛おしい気持ちが溢れてきて、なんだか泣きそうになった。

「君は話しやすくて困るな……」

　ローデリアスはすっかり懐いて擦り寄る子猫に、穏やかな声で話しかける。

　しかし勇気を出して触ろうと手を伸ばすと、猫は素早く飛び退く。

　ローデリアスは「ヒャァ！」と素っ頓狂な声をあげ、尻餅をついていた。
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　その日の夜。

　毎晩の営みもそろそろ手慣れてきて、服を脱いだキアラは積極的に彼の上に乗って口づけをしていた。

「ローデリアス……」

　何度も何度もキスを浴びせ、彼の頭をいいこいいこと撫でる。暗闇で銀にも見える金色の髪が、サラサラと指の間を滑った。

「かわいい、大好き……！」

「なに？　急にどうしたの」

　当のローデリアスは不審がって、自分の上にのし掛かってくるキアラに首を傾げた。

　彼からしてみれば、可愛いと言われるようなことをした覚えがない。

「私、あなたをうんと甘やかしたくなったの！」

「えぇ？」

　困惑しながらも気持ちは伝わったようで、ローデリアスはキアラの無茶苦茶な愛撫を受け入れた。

　唇や鼻先、顔中にキスされて、頭を撫でられ、頬を撫でられ、またキスされて、好きだと囁かれる。そこまでされたらローデリアスも満更ではない。

　笑いながら、キアラの後頭部をそっと片手で押さえつけ、口づけを深くする。

「んっ……ん、んぅ」

　舌を絡めると、キアラの体の力があっという間に抜けてしまった。本当に快楽に弱い。

「ねえ、交代はないの？」

　くたりとしてローデリアスの上にもたれ掛かる彼女の耳元に、そっと囁く。

「交代、したい……？」

「できれば。僕にも出番が欲しいんだけど」

「いいわ。あなたの好きなように、して……」

　その言葉を待っていたかのように、ローデリアスが上に乗ったキアラをひっくり返して組み敷いた。

　シーツに白金の長い髪がふわりと広がる。

　期待するように潤んだ碧の瞳に見つめられ、ローデリアスは口元を緩めた。

「キアラ……どういうふうに甘やかしてほしい？」

　前髪を指でさらいながら尋ねる。

　白いおでこが剥き出しになり、キアラはそれに気を取られながら答えた。

「そうね。今日は、ずっとキスしていて……」

「ん……それから？」

「それから……む、胸も、いっぱい……触って？」

「わ、わかった」

　今日は本当にいつもより積極的だ。

　じわりと照れのようなものが混じって、ローデリアスは誤魔化すように彼女の額に口づけた。

「じゃあ、今日はじっくりしようか」

　キアラの希望通り、彼は胸に指を這はわせながら囁く。

　こくりと頷くと、ローデリアスは唇を啄ついばむようにキスをして、甘く食はんだり舐なめたりを繰り返した。

　柔らかく触れるもどかしいキスに集中していると、胸の辺りを彷徨さまよう手が先端に触れる。ツンと指先で突いたり引っ掻かいたりされると、体がビクリと反応した。

「んっ、あ……っ」

　キアラが感じてきたのがわかると、今度はキスを深くして意識を奪う。そしてキスと連動するように、指の動きを激しくしていく。

「ん、んぁ、ふ……っ、んうっ！」

　唇を塞がれて、奥まで舌を突き入れられて口蓋を舐められながら、きゅっと両乳首をいっぺんにつままれた。

　気持ちいいのに息ができず無理やり背を反らすと、唇が離れる。

「は……っ」

　キアラが貪るように呼吸する。

　その間も、ローデリアスは乳首をぎゅっとつまみあげたまま、先端を指先でスリスリと擦ってきた。

「ぁ、あ、や……、きもち、ぃ」

　いつの間にか足の間には彼の体が挟み込まれている。

　蜜口に硬く熱い塊が押し当てられ、キアラの下腹部がきゅんと疼く。

「も、我慢、できないの……っ、ローデリアス……！」

「いいよ。キスして、胸も触って、中にも入れてほしいんだね？」

「あ……っ、ぜんぶ……？」

　返事の代わりに、ローデリアスがキアラの唇を塞ぐ。

　胸を弄りながら下半身の角度を変え、切っ先を泥濘ぬかるみへ押し当てた。

「ん……っ！」

　ぐぷりと蜜の溢れる音がして、ローデリアスの先端が飲み込まれる。膣壁を擦りあげ、ゆっくりと奥へ押し込んだ。

「ん、んぅ、ぁ……っ、んー……っ！」

　根元まで沈み込ませ、押し付けるように腰を動かされると、キアラは小さく震える。奥をグリグリされるのが堪らない。

　さらにキアラのお願い通り、胸もキスもされたままだ。

　気持ちよくて、中がぎゅうぎゅう締まっているのが自分でもわかる。

　──でも、もっと……。

　動いてほしい。

　しかし、ローデリアスは奥に押し付けるばかりだ。

　気持ちいいのに、もどかしい。お腹の奥が疼いて、物足りなくて、気が狂いそうになる。

「ね……ロー、デリア、ス……」

　キスの合間に途切れ途切れ声をあげると、彼は「ん？」と低い声で尋ねる。その声に余裕はなく、吐息が焼けるほど熱くてドキドキする。

「ねえ、もっと……もっと、激しく突いて……おく、欲しいの……お願い」

　喘あえぎながらなんとか伝えると、ローデリアスはハッと息を呑んだ。

「……っ、君って本当に、かわいいね」

　いいよ、たくさん突いてあげるね。

　そう言って胸から手を離すと、上体を起こしてキアラの細い腰を押さえつけた。

「他にも、欲しいものはある？」

「えっ」

　これ以上のものなんて、何を──。

　尋ねようとした瞬間、熱ねつ杭くいがゆっくりと引き抜かれ、激しい抽送がはじまる。

「──あぁっ！」

　欲しかった刺激にゾクゾクと背が震え、キアラは嬌きょう声せいをあげた。もう質問どころではない。

　焦らされてグズグズになった奥を穿うがつように、ローデリアスが腰を振る。そのたびに身体中に甘い痺しびれが奔って、目の前がチカチカした。

「あぁ、だめ、イっちゃう……っ」

「僕も……っ、はぁ……、キアラ、中に欲しい？」

　そう言われて、やっと先ほどの質問の意味がわかった。

　他に欲しいもの──。

「ん……っ、ちょうだい、なかに、あなたのが欲しいの……っ」

　息も絶え絶えに答えると、ローデリアスの動きがさらに激しくなる。

　そのままふたりは昇りつめ、大きく震えた。

「あぁぁ……っ！」

「……っ、く」

　ローデリアスはキアラの願い通り、すべてを膣内に吐き出す。

　ふたりは重なり合って震えながら、しばし乱れた息を整えるためにじっとしていた。

　火照った肌に汗が噴き出す。

　やがてのろのろと顔をあげたローデリアスとキアラは目が合うと、ふっと笑い合った。

　ずいぶん激しくしてしまった気恥ずかしさがある。

　汗ばんだ体は気だるく、叫んだ喉が少し痛い。

　けれどお互いの瞳を覗き込んでいると、そこにはまだ欲が宿っているのがわかった。

　どちらともなく目を閉じ、唇を重ねる。

　舌を絡めていると、キアラは中に入ったままのローデリアスの欲望が、再び勃たちあがるのを感じた。

　先ほど注いだものが零れないよう入り口を塞いだまま、奥をグリグリと押してくる。

　キアラの体に、また快楽の灯がともる。

「ね、もういっかい……」

　ローデリアスの首に腕を回してねだると、彼は少し困ったように眉を下げて言った。

「明日、もし使い物にならなくてもいい？」

　意外な答えに、キアラは目をパチクリと瞬かせた。

　ああ、そうか。毎日疲れていて、それで何度もするのってつらいのか。

　私に魅力がないってわけじゃ、なかったのね──。

「いいわ。明日のことは、明日考えましょ」

　キアラはそう言って、自ら口づけする。

　キスはすぐに深く激しくなって、ローデリアスはそれに合わせるように腰を揺らしはじめた。

　そしてキアラの最奥を何度も激しく突きあげ、再び頂へと導いていく────




　次の日のお茶会の後は、キアラにとって悶もん絶ぜつものだった。

　庭で黒猫に小魚をやりながら、ローデリアスは始終のろけにのろけていた。それを隠れて聞いているのは、嬉しいけれど恥ずかしい。

「あぁ、年甲が斐いもなく我慢できなかった……体力が欲しい」

　──だから、あなたってば、まだ二十六歳でしょうに。

　相変わらず自分のことを年寄り扱いすることに笑ってしまう。

「僕がいつも邪な目で見てるって思われてないかな。確かに、彼女の体も好きだけど……すごく好きだけど、それだけじゃないんだよ」

　そしてどうやら、積極的になりすぎたことを気にしているようだ。

　確かに少し意地悪な片へん鱗りんを覗かせて、いつもの王子様らしさは消えていたけれど、それはそれで素敵だとキアラは思う。

「綺き麗れいで、素直で、可愛いんだ。わかるだろ？」

　へにゃりと笑って、子猫にのろける。

　小魚を食べ終えた子猫は、うにゃうにゃと言いながら顔を洗いはじめた。

「あぁ、意識したらますます緊張するかも……」

　ローデリアスは溜息をついて、一瞬だけ落ち込む。

　けれど昨晩のことを思い出したのか、すぐにまたうっとりと笑った。

「ひと晩中抱いて、抱き潰してしまいたい……可愛すぎる。体力が欲しい」

　一人で百面相をしている様はどう見ても怪しいのに、キアラもつられてニヤニヤしてしまう。

「こんなこと考えてるって知ったら、幻滅するよねぇ」

　だから、絶対言えない。

　内緒だと、黒猫にシーッと人差し指を立ててみせる。

　──幻滅なんて、しないわ……。

　幻滅するどころか、ローデリアスにならもっと激しくして欲しい。離したくないと言って、強く抱きしめて欲しい。
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「愛って、深まっていくものなのね……」

　窓の外を見ながら、キアラがうっとりと呟いた。

　ほう、と溜息を吐くその姿を見て、侍女と騎士が呆あきれながら顔を見合わせる。

「悟るには早いと思いますけどねぇ」

　フェズが主人の惚ほうけっぷりに茶々を入れる。

　すると、キアラは振り返ってジロリと彼を睨にらんだ。

「あなたみたいに軽い男には、言われたくないわね。もうこっちに恋人ができたって聞いたけど？」

「……うぇ。あれは、ちょっと遊んだだけで」

　まさかやり返されるとは思っていなかったのか、フェズはぶんぶんと両手を振って誤魔化そうとする。

「ヘリンデアの評判は落とさないでよね」

「わーかってますって」

「まったく、あなたって人は」

「エマ、違うからな。誤解するなよな」

　念押しして、ポリポリと頭を掻きながらフェズが退散する。

　それを横目で見つつ、エマはキアラのカップにおかわりを注いだ。紅茶のいい香りがふわっと漂う。

「そういえば、キアラ様。王家の墓へ参りたいというお話は、どうなりましたか？」

「あっ、忘れていたわ！」

　エマの言葉に、キアラはカップを持ったまま叫んだ。

　墓参りは、キアラがウェネリスへ嫁いでくる時に、ヘリンデアの王家から頼まれていたことだ。

　代々国益のためにウェネリスへ嫁いでいった公女たちは、ウェネリス王家の一員としてこの地で眠っている。

　王家の墓は墓守の一族が護り、王族しか入ることを許されない。だから王太子妃となったキアラにしか墓参りができないので、代表して花を手向けて欲しいという。

　新婚期間が明けて公務で忙しくなる前に、それを終えなければならない。

「ヘリンデア国花の手配はしてありますので、いつでも」

「わかったわ」

　王家の墓を参るには、王家の、というより墓守の許可がいる。

　だが別に何があるわけでもなく、ただ女神の元へ召された王族たちの魂が眠っているだけの場所だ。

　──言っておかなくちゃならないけど……でも、ローデリアスは一緒には来てくれないかもしれないわね。

　子猫にあれだけ驚いていた臆病なローデリアスのことだ。きっと墓は苦手な場所だろう。

　けれどその話を出したら、立場上ローデリアスは一緒に行くと言わざるを得ないかもしれない。新妻をひとりで送り出すのは紳士として心苦しいだろうから。

　だけど護衛も従者のウードも連れて入れないから、余計な負担をかけてしまいそうだ。

　もし新妻の前で失態を犯せば、彼の名誉にも関わる。

　──じゃあ、私ひとりで行こうかな。

　王家の墓は王宮の敷地内にあるから安全だ。

　中には自分と墓守がいるからいいとして、そこまではどうしようか。エマに言うとうるさそうだし、だけど事情を説明はできない。

　──フェズなら……。

　いい加減だけれど察しのいい彼なら、黙って着いてきてくれそうだ。

　キアラはローデリアスに許可をもらったことにして、内緒でフェズと出掛けることに決めた。
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　──春のようであれ。

　春というのは、冬からの目覚めが常につきまとう。

　手放しの幸せではない。苦労の末の芽吹きだからこそ尊いのだと、教えてくれたのは誰だったか。




　ローデリアスはふと書類仕事の手を止め、外を眺めた。

　うららかな春の陽気が眠気を誘う。春風に乗って花びらが飛んでいるのが見えて、脳裏になぜかキアラの姿がよぎった。

　何をしているだろうか。

　天気がいいから、散歩でもしているのかな。

「──あ、虫」

「ひえぇぇえぇっ！」

　補佐官であり従者でもあるウードの呟きに、油断していたローデリアスは悲鳴をあげて飛び上がった。

　その大おお袈げ裟さな驚きように、ウードは肩を震わせて笑う。

「嘘でーす」

「おっまえ……！」

「相変わらず面白いほどの怖がりですね、殿下は」

「……僕で遊ぶな」

　不貞腐れながら、ウードを睨みつける。

　長年側にいる彼だけは、自分の素顔を知っていた。彼はふざけた性格だが、王太子に忠誠を誓い、秘密を漏らすようなことは絶対にしない。

　その信頼もあって、ウードの前ではローデリアスも子供っぽい顔を覗かせる。

「ずいぶん間抜けな顔をしていたので、ついからかいたくなりました。お許しを」

「それが許しを乞う態度なのか？　まあ、いいけど」

　ウードも書類仕事に飽きてきたのだろう。こんなにいい天気なのだ。一日中部屋に詰められていては嫌にもなる。

　ローデリアスはふうと溜息を吐いて、怠そうにあくびをした。

「昨夜は遅くまでお楽しみでしたか？」

「ぬかせ。毎晩遅くまでお楽しみなのはお前だろ。さっさと身を固めたらどうだ」

「まあ、いつかは。殿下のように運命の相手に出逢あえれば、すぐにでも」

「僕らは政略結婚だがな」

「でも、仲良しじゃないですか」

「まあ……悪くはない」

「ほう！」

　少し照れながら答えたローデリアスの反応に、ウードは意外そうに声をあげる。

「……なんだよ」

「殿下のことだから、嫌われたくなくて手が出せない、とかそういうトラブルがあると期待していました」

「期待していました？　まあ、いいけど。そういうのは、なかったな。世継ぎを作ることは予定されていたことだし」

　結婚したら、寝所を共にして体を重ねるものだ。

　そういった決まり事があれば、王子として長年やってきたローデリアスは強い。

「ムードないなぁ……じゃあ、うまくいってるんですね」

「うまくいってる、と、思う」

　ポソリと答え、ローデリアスは頬をわずかに赤らめた。

　キアラの扱いに関して最初は怖くもあったが、もう大丈夫だ。彼女が可愛らしく天てん真しん爛らん漫まんなおかげで、うまくやれている。

　なんだかんだと懐いてくれているのがわかるので、こちらも素直に好きになれた。

　今の悩みといえば、毎夜抱くたびに彼女に溺れていく自分を自制するのが、かなり大変だということくらいか。

「あ、今、やらしいこと考えましたね？」

「……考えた」

「うわー」

「文句あるのか」

「ないでーす。童貞卒業おめでとうございます」

「ありがとう」

　呆れながら適当に礼を言って、ローデリアスはペンを動かす。

「お幸せそうでなにより」

　自分で聞いてきたくせに、地面に唾でも吐きそうな顔をしながら、ウードも書類へと視線を戻した。

　余計なことを話していたら、なんだかキアラの顔が見たくなってくる。

　今日は昼食を兼ねてお茶をしたので、最後に会ったのは昼頃だ。

　次に会えるのは夕食かと思えば、すぐのようで長い。

「やっぱり、新婚期間はちゃんと取るべきだったかな……」

　長時間一緒にいるとボロが出ると思っていたが、こんなに会いたくなるとは意外だった。

　そうだ。最初はボロが出ることも、夜の行為での振る舞い方にも悩んでいたっけ。

　王太子らしい行為って、どういうのだろう？

　そう誰かに尋ねるわけにもいかない。

　結婚はずっと前から決まっていたので試すわけにもいかず、この年になるまで経験もなかった。

　とりあえず失望されていないようでホッとする。

　──いや、失望どころか。

　キアラの様子を見ていたら、嫌でもわかってしまう。

　彼女はどうやら、自分と寝るのが好きだ。女性は閨ねやで演技をすると聞いたことがあるが、あれがもし演技なら相当な女優だと思う。

　あんなふうに乱れて、欲しがって、涙を流してよがられたら、男は誰だって堪らない。

「くそ……会いたくなってきた」

「別に行ってもいいですよ？」

　書類にサインが必要なものは先に済ませてある。

　ウードの言葉に有り難く頷いて、ローデリアスはほんの少しだけ、妻の様子を見に離宮へと向かった。

　言い訳はどうしようか。

　ただ会いたいと言うのも恥ずかしいし、かといって変に繕うのもおかしい。時間ができたので顔を見にきたと、さらりと言ってしまおうか。

　ウキウキとそんなことを考えながら、キアラの部屋の前に到着する。

　その時、わずかに開いた扉の中から、彼女と若い男の話し声が聞こえてきた。

「──……ねえ、フェズ。いいでしょう？」

「しかしなぁ」

　キアラのねだるような声と、困ったような男の声。

　あの男は、確かヘリンデアからキアラが連れてきた護衛騎士だ。二人は幼馴染だと聞いていたが、それにしてもずいぶんと気安い雰囲気だ。

　そっと中を覗くと、椅子に座って紅茶を飲むキアラのすぐ近くにフェズが立っていた。

　主従の距離ではない。今にも触れそうじゃないか。

　そう思うとズキズキと胸が痛んで、腹の底に石でも詰めたような感覚になった。手足から血の気が引いていくのがわかる。

「ね？　どうしても二人で行きたいの。お願い！」

「しょうがねえなぁ……まあ、なんとかしますけど……」

「よかったあ！　他の人には内緒にしてくれる？」

「……ローデリアス殿下にも？」

「そうよ」

　ドキリと、心臓が大きく跳ねた。

　自分の名が出されたことにも、キアラの甘えた声にも、ひどくショックを受けている自分がいる。

　──気分が悪い……。

　吐き気がして、口元を抑えて後退った。

　頭がぐわんぐわんと揺れて、倒れてしまいそうになる。

　それでもなんとか、二人がいつ、どこへ行くのかだけを聞き取ってから、ローデリアスはそっと静かにその場を離れた。

　離宮から自分の執務室へと足早に戻る。

　その道すがら、ローデリアスは思考を整理した。

　キアラが、明確に自分には内緒で、男と二人きりで出かけようとしている。

　ぐらぐらと腹が煮えるように熱い。

　自分に内緒で？　なぜ？

　あの男はただの護衛騎士ではないか。だが、わざわざ故郷から連れてきたということは、やはりそういう仲だからか？

　初めての夜は確かに処女だったけれど、今は、どうかはわからない──と、そんなことを考えて、激しく頭を振った。

　いけない。これはただの妄想だ。

「直接、問いただそうか……」

　それが一番手っ取り早い。だが、その勇気が臆病な自分にはない。

　キアラのことを心から愛せると思った。

　だからこそ、怒りが湧く。

　それをそのまま彼女にぶつけてしまいそうで、ローデリアスは激げき昂こうする自分を想像して恐れた。

　自分が自分でなくなってしまいそうで、こわい。

「落ち着こう……」

　血が上った頭を冷やそうと、上を向いて大きく深呼吸する。

「確かめればいい」

　日時は聞いたのだから、あとは自分の目で。

　──明日、お茶の後に墓地へ。

　ひと目を避けての逢おう瀬せだろうか。

　だけど、なぜあんな場所で……？
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　その夜は、とてもキアラに優しくできそうもなかった。

　真相を見極めるまでは、体の関係は控えよう。

　そう決めて、ベッドに入って早々、彼女へ冷たく背を向けた。

「疲れてるんだ……ごめん。おやすみ」

「そうなの……そういう日もあるわよね」

　キアラは残念そうに答えると、少しだけしょんぼりとしながらローデリアスの背にそっと寄り添った。

　そして後頭部へ優しくキスをすると、髪を数回撫で、おやすみなさいと囁いて、もぞもぞとベッドに潜っていく。

　ぬくもりが離れると、罪悪感が襲ってきた。

　冷たくあしらったのに優しくされたことで、かえって責められているような気持ちになって居心地が悪い。

　──本当は僕のことなど、愛していないくせに……！

　二人で会う約束もそうだが、覗いた時に一瞬だけ見えた、キアラの無邪気で安心しきった表情を思い出すと、胸が苦しくなった。

　あんな顔、自分にはしない。

　過ごした月日を考えると当たり前ではあるのだが、それでも体の隅々まで確かめ合った相手が自分より他の男に安らぎを感じていると思うと、正気ではいられなかった。

　あの男と仲睦まじく話すキアラの様子が、脳内で何度も再生される。疲れているのに目は冴えていくばかりだ。

　──くそ……っ！

　ローデリアスは激情に任せて振り返った。

　そして、寝入ろうとしていたキアラの上に乱暴に跨またがる。

「い、いたっ!?　なに、どうしたの、ローデリアス？」

　驚いたキアラが、双そう眸ぼうを見開いて自分を組み敷く彼を見上げた。

　薄暗闇の中で、影になったローデリアスの表情は見えない。

「……やっぱり、しよう」

「えっ？」

　言うが早いか、ローデリアスは彼女の服を捲めくりあげ、その胸元へ噛み付く。

「ぃ、……ぁっ!?」

　胸の頂に噛かみ付いて、ぢゅっと音を立てて吸いあげると、感度の良いキアラの胸はすぐに反応して乳首を固くした。

「あ、ぁ……っ、や、ん……」

　抵抗しようか、キアラは一瞬だけ迷うように視線を彷徨わせる。けれどどこか必死なローデリアスを拒めず、力を抜いて受け入れた。

　夜の静寂に、堪えるような小さな嬌声が響く。

　ローデリアスはわざと音を立ててキアラの胸の先端を啄み、甘噛みして、今までしたことがないほど強くつねった。

「痛いのに、こんなに感じるの？　悪い子だね」

　尖りきった乳首を捏こねながら、綺麗な顔で薄く笑う。

　いつもされていることなのに、そんなふうに言われると恥ずかしくなって、キアラの顔に血がのぼる。

　ローデリアスは、まるで官能を煽あおるように熱い肌の上に指先を滑らせながら、焦れったく下着を脱がせていく。

「はやく触って欲しい？」

　顕になった秘所は、充分に濡ぬれてひくひくと震えている。

　そっと指を割れ目に這わせれば、ぐじゅりとくぐもった水音がした。

「……っ、ぁ、……ん！」

　そのまま優しい手つきで、奥まで指を突き入れる。

　キアラがハッと息を呑んで、背を反らした。

　熱く濡れた膣内をぐちゅぐちゅと掻き回せば、ローデリアスの指がきゅっと締め付けられる。

　簡単に感じてしまう彼女の様子に、なぜか少し苛立った。

　──僕じゃなくても、こんなふうになる？　あいつでも……。

　変な対抗意識が出てきて、前戯に熱が入る。

「……キアラ、どう？　気持ちいい？」

「ん、ぁ……っ、いい、……き、もち、ぃ……っ」

　彼女の膣内には指がもう三本も入っている。掻き混ぜて溢れ出る蜜をすくいあげ、肉芽に擦り付けながら尋ねれば、キアラは声にならない悲鳴をあげた。

「そう、よかったね」

「や、ぃ……く、あ、あぁぁ……ッ！」

　外も中も同時に責められて、キアラの体が大きく弾む。

　ローデリアスは綺麗な笑みを浮かべたまま、彼女がひとりでのぼりつめる様子を見守った。

　やがて彼女の体がくったりすると、余韻が醒めぬうちに強引に両脚を開く。

　思い切り開脚させられ、あそこを曝さらけ出されたキアラが悲鳴をあげた。

「やっ……！」

　さすがに恥ずかしいのか、抵抗するように足を閉じようとする。それを両手でこじ開けて、腹の方へ膝を折り曲げてもう一度広げてみせた。

　先ほどよりもっと恥ずかしい状態になり、キアラは両手で顔を隠す。

「すごくいやらしいよ。こんなに真っ赤にして、濡らして」

「や、めて……」

　静止の声を聞いて、ローデリアスはわざとそこへ顔を近付けていく。

「い、いやぁっ」

　ぬるりと、熱い舌がキアラの蜜口を舐めあげた。

　ぴちゃぴちゃと音を立て、襞ひだも入り口も小さく尖った肉芽も、念入りに舐めてやる。

「やっ、あぁ、だめ……そんなの、だめ……ぇ、あぁっ」

　嫌がるくせに、しっかりと官能を拾って感じている。

　執しつ拗ように舐められて、花芽を舌で押しつぶされ、キアラは何度も絶頂した。

　泣きながら達している姿は堪らなく、ローデリアスの欲望が痛いほど膨らむ。

　怒張したそれを、まだひくひくと震えて蜜を垂らす入り口にあてがって、声もかけずに一気に奥まで突き入れた。

「──っぁあ！」

　乱暴に挿入され、キアラの背が弓のようにしなる。

「これが好き？　中、すごいよ……っ」

「あ、あっ」

　ガシガシと突きあげながら、ローデリアスは嘲笑うように責めた。

「こんなことされて、気持ちいいんだ？　かわいいね、キアラ」

　少し躍起になって、彼女のいいところをひたすら擦る。

　はしたない体制で乱暴に抱かれているのに、キアラの中が感じすぎてドロドロになっていくのがわかった。

「ほら、気持ちいい。もっと夢中になって、僕のことだけ欲しがって」

「あ、あ、ローデリアス、もっと……！」

「は……っ、ぁあ、すごい……もっていかれそうだ……」

　ローデリアスは深く息を吐き、達しそうになるのを堪えながら腰を打ち付け続けた。膣がきゅうきゅうと締め付けてきて、さらにキアラが腕を回して彼にしがみついてくる。

　中も外も密着して、ローデリアスはキアラが憎くて可愛くてわけがわからなくなる。

「ひ、ぁ、あぁ、ローデ……アス、あ、んっ、あぁ！」

　中を突きあげるものの硬度が増して、キアラが声を張りあげて身を捩る。ここぞとばかりに責め立てれば、極まった彼女の表情が変わった。

　声が艶めき、膣内がうねって吸い付く。ぎゅっと締め付けながら、キアラが白い喉を晒さらして喘ぐ。

　達する瞬間のキアラの表情は、特に色っぽい。頬を真っ赤に染めて、目は虚ろになり、小さな赤い唇が誘うように力なく開く。

　こちらの理性を破壊するには充分だ。情動のまま乱暴に動き、華奢な体に最後の欲望をぶつけた。

「……っく、……でる……っ」

　ローデリアスは痙攣するキアラの中に根元まで押し込むと、ぶるりと身を震わせた。最奥に押し付けた先端から、ありったけの白濁を注ぎ込む。

「ぁ……っ、く、うぅ……」

　声が出てしまうほど気持ちいい。

　最後の一滴をまで逃さぬよう、ローデリアスは押さえつけるようにきつくキアラを抱きしめていた。




「………………ごめん」

　出したらスッキリした、というのは我ながら本当にいけないことだと思う。

　あんなに悶々としていたのに、終わったらただひたすら羞恥と後悔だけが押し寄せた。

　いくら妻になったからといって、他国の姫になんてことをしているのだろう。王太子失格だ。

　しかも今までの人生で言ったことのないような、悪い言葉をたくさん吐いてしまった。

　頭を抱えてベッドに沈み込むローデリアスに、キアラは笑いながら彼の背中を撫でる。

「いいの、どんなあなたも受け入れるわ。殿方にはそういう時も、きっとあるもの。だけど、こういうのは前もって教えてくださる？　びっくりしちゃった」

　キアラはいつもと変わらぬ笑みを浮かべた。彼女が慈悲深くてよかった。

　失望されていないことにホッと安心して顔をあげ、碧の瞳を覗き込む。

「……本当にごめんね」

「ええ、許すわ」

　にっこりと微笑む、その笑顔に嘘はない。

「ありがとう……キアラ、愛してる」

「私もよ、ローデリアス！」

　ぎゅっと抱きついて、甘いキスを交わす。

　なんだかキアラは少し喜んでいるようにも感じて、複雑だ。実はこういう意地悪な方が好きなのだろうか。

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　その日は、服を着ずに裸のまま抱き合って眠った。

　まるで甘えているようで、少し気恥ずかしい。

　フェズとのことは、やはり引っ掛かってはいる。だが、なんだか彼女の態度とは、辻つじ褄つまが合わない。




　疲れたのか、隣で眠るキアラからは、すぐに寝息が聞こえてきた。

　ローデリアスもものすごく疲れていたはずなのに、なかなか眠れない。目が冴えていた。

　それでも朝方になれば、やっとウトウトと浅い睡眠を繰り返す。

　そんな時に見る夢は、大抵が悪夢だ。

『──想像しなさい。失うことを。失くしたくないという気持ちを』

　低く、唸うなるような男の声。

　子供の頃に来ていた家庭教師。彼の言葉と教えのせいで、ローデリアスはひどく臆病になってしまったのだ。




　元々、怖がりではあった。

　小さい頃には、夜中に手洗いへ行くことができなかった。

　お化けが怖かったのもあるし、その時ちょうど王族の歴史を学び始めた頃で、想像力の豊かなローデリアスは色々なことを考えていたのもある。

　弟たちのこと。王家に諍いが起これば、どんなふうに殺されてしまうのか。

　簡単に残虐になる民衆、平和のために無理やり嫁がされる姫たちの怨えん嗟さの声。消されてしまった歴史の裏の人々。

　そういったものを吹き込んだのが、当時の歴史の教師だった。

　優秀な人物だったが、変わり者で、大人や他の王子には人気があったが自分は苦手だった。とにかく怖かった。

　ローデリアスは夜中に手洗いに行きたくなくて、夕方から水分を取ることを控えた。

　けれどどうしても行きたくなって、侍従に頼み込んで秘密にしてもらい、手を繋いでついてきてもらった。

　誰にも内緒だとよくよく言い含めた。彼は微笑ましく感じたのか笑っていたが、大人になってもローデリアスの精神はその時からなにも変わっていない。

　何かが壊れてしまうのが怖い。

　だから、強く優しく聡明な王太子に相応しくない行いはできない。

　本当の自分を押し込んで完璧を演じていないと、自分が保てなくなってしまった。

　だけどいい加減、息苦しい────





　　　＊






　翌日。お茶の時間を終えて、いつもなら黒猫に小魚をやるのだが、とりやめて王家の墓へ向かった。

　墓は城郭内の外れにある。

　庭というよりは森のようになった場所に、それとわかるよう柵が掛かっている。

　ローデリアスは入り口の木の陰に、そっと身を隠した。

　少しして、見知った人影が歩いてくるのが目に入る。

　軽くマントを羽織って、まるでひと目を避けるようにやってくるのは、キアラと護衛騎士のフェズに間違いない。

　──やはり来たのか……。でも、なぜここなんだ？

　ぶるりと体を震わせ、辺りを見回す。ローデリアスの目には、墓は不気味な場所に見えた。

　来た時は必死だったが、墓地は苦手だ。死者が眠っているというのがよくない。

　もしよく知った顔が眠っていたら違う思いもあるだろうが、今のところ会ったことのない先祖だけしか入っていない。だから、ただの怖い場所でしかなかった。

　──こんなところで、なにを……。

　柵の中へ入っていく二人を、静かに追いかける。

　王家の墓である霊れい廟びょう自体は、白く荘厳な教会を思わせる建物だ。二人は意外にも、その建物へまっすぐに向かって行った。

　──本当に、なにをしに来たんだ？

　霊廟の前にいたローブを纏った墓守──カロレッタに声を掛け、キアラは中へ入っていく。

　王族でないフェズはひとり残され、ほんの少し開けられた扉の横で待機していた。

　──んん……これは……。

　どう見ても、普通の墓参りである。

　遠くてよく見えなかったが、キアラはマントの下に花を持っていたようだ。

　どう考えても、普通の墓参りである。

　──言ってよ……。

　ローデリアスはガクリと膝をつくと、物陰にうずくまった。

　顔が熱い。妻の墓参りを、嫉妬して尾行しただなんて。また人に言えない恥ずかしい出来事が増えてしまった。

　こっそり帰ろう。それで、何もなかった顔をしよう。

　そう決めて、ローデリアスが顔を上げた時だった。丸まっていた体に、何かふわりとしたものが擦り寄ってきた。

　ヒッ！　と声が出そうになり、慌てて両手で口を塞ぐ。

　おそるおそる振り返ると、そこにはいつもの黒い子猫がいた。

「もう、なんだよ……」

　今日は小魚をあげなかったから、自分を探して着いてきてしまったのだろうか。

「ごめん、今日はないんだ。また明日ね」

　そう言って頭を撫でようとすると、やはりするりとすり抜けて避けられる。

　そしてそのまま猫は走り出し、フェズのいる霊廟の入り口へと駆けて行った。

　──あーっ！　ああー、あー……！

　出ていくわけにもいかず、木陰から小声で叫ぶ。

　子猫はフェズの足元まで行くと、ぴょんと彼の足に飛びついてじゃれた。

「うわっ!?　こいつ、着いてきたのか!?」

　両開きの扉の、閉まっている方にもたれ掛かっていたフェズは、慌てて子猫をつまみあげようとする。

　しかしすばしっこい子猫はそれも避けて、扉の隙間へと入って行ってしまう。

「げえ！」

　フェズは中に入ることができない。このまま子猫が出てこないと、面倒臭いことになる。

「おーい！　おまえ、おーい……出てこいよ！」

　隙間から中を覗き声を掛けるが、猫がまだ近くにいるかもわからなくなった。

「弱ったな……」

　ポリポリと頭を掻いて、溜息を吐く。

　キアラはまだ中へ入ったばかりで、当分は出てこないだろう。その間に、猫が変なところへ入り込んでしまっては困る。

　こっそり追いかけようか。

　そうフェズが思案していると、ふいに背後から足音がした。

「僕が行こうか」

　振り返ると、そこにはローデリアスが立っていた。

「え、王太子……でんか？」

　フェズは目をまるくして、目の前に現れた人物を凝視する。

　光の加減で様々な煌きらめきを放つ金の髪、柔らかな笑みを浮かべたその姿は、間違いなくローデリアスだ。

　しかし、柔らかながらもどこか険のある目つきに、フェズは内心ドキリとした。

　どうしてここに──その言葉を飲み込んで、一礼する。

「……お願いできますでしょうか、殿下」

「もちろん、構わないよ。その代わり、ひとつ質問に答えて欲しい」

「なんなりと」

　何を聞かれるのかなんとなく察しつつ、フェズは頭を下げたまま答えた。

「君はフェズといったね。キアラとは、ずいぶん仲が良いみたいだけど。今日は二人きりで、何しにここへ来たのかな」

　咎めるような言葉に、フェズの背筋がヒヤリとする。

「……立場を弁えず申し訳ありません。かつてのヘリンデア公女たちへ、花を手向けにやって参りました」

　──だよね。

　という自己突っ込みをしながら、ローデリアスはコホンと咳せき払いした。

「なぜ、僕に隠したのかということを聞きたいのだが」

「……それは、聞かないでくれと言われております」

「キアラから？」

「はい」

　フェズとしては、素直にそう答えるしかない。事実、彼はその答え以外に持っていないのだ。

　だが納得いかないローデリアスは、声を低くした。

「君は……キアラと、ちょっと距離が近すぎないか」

　甘やかしすぎではないか。理由も知らず、何でも叶かなえてやるなんて。

　言外にそんな言葉が聞こえてくるようで、フェズは苦笑した。

「幼馴染ですし、兄妹みたいなものですから……」

　そう言いながら、鋭いなと冷や汗が止まらない。

　確かにフェズには、キアラのことを好きだった時期がある。

　あれだけ可愛い子が、フェズ、フェズ、と名前を呼んで懐いてくれれば心は動く。

　けれど、早々に身分というものを思い知り、わがまま姫を婚約者から奪ってまで幸せにできるとは到底思えずに諦めた。

　それに今は、故郷を捨ててまで追いかけてきた好きな子もいるわけだし。

　だが、どうしても態度に甘さが滲んでしまうのだろう。

「考えすぎですよ。キアラ様は、殿下を一番に愛しておられます」

　私の言葉では信じられないでしょうが。

　そう思いながら顔をあげ、にっこりと笑ってみせる。

「だといいが……」

　目をあげて間近に見た王太子には、いつもの完璧さがなかった。どこか拗すねた少年のような雰囲気を纏っている。

　よく見れば髪や肩に葉がついて、ズボンの膝は土で汚れていた。彼がどんな感じで後をつけてきたのか、なんとなく想像がつく。

「ありがとう。とにかく、僕は中で猫を探してくる」

「よろしくお願いします」

　そう言って、律儀に約束を守って霊廟の中へ入っていくその背中は、なんだかビクついている。

　思ったより可愛い人なのかもしれない。

　フェズはくすりと笑って、いつになく頼りない背中を見送った。




　結局、直接問いたださねばわからないのか。

　彼女の口から聞きたい。毎晩囁き合う「愛してる」が本物かどうかを──。

　ローデリアスは溜息を吐きながら、両開きの扉を開いて霊廟の中へ入った。

　霊廟内は、中も外も白く美しい。天窓からきちんと採光がとられ、壁に光が反射して大層明るい……のだが、ローデリアスが入った途端、なぜか天気が崩れて太陽が隠れ、たちまち薄暗くなってしまった。

　──なんでだよ……。

　日頃の行いが悪いせいだろうか。

　怖がりなローデリアスは内心すくみあがった。ポツポツと窓に当たる雨音を聞きながら、急におどろおどろしくなった霊廟の中をゆっくりと進む。

「猫ぉ……どこだー……？」

　声が震える。

　キアラは奥の方だろうか。こんな情けない姿を見られたくないから、早く見つけて外に出たい。

　だが霊廟の中は広く、迷路のようにたくさんの通路がある。

　等間隔に立派な棺が置かれており、このひとつひとつに血族が眠っていると思うと、怖いような申し訳ないような気持ちになった。

　薄暗い中を、身を屈めてそろそろと進んでいく。

　と、奥の方から人の気配がすると共に、女の叫び声が響いてきた。

「────きゃあぁっ！」

　──キアラ!?

　彼女の声だ。

　そう思った時には、体が勝手に動いていた。

　先ほどまで震えていた足はしっかりと地面を蹴りあげ、彼女の元へと全速力で走る。

「キアラ！」

　声のする方まで来てみれば、そこには壁の飾りに手をかけてぶら下がっているキアラの姿があった。

　どうやら上の方に登って降りられなくなってしまった子猫を助けようと、棺の上に登って足を滑らせたらしい。

　カロレッタはオロオロして、せめて彼女の下敷きになろうと狙いを定めている。しかし自分も女性なので、うまく助けられるかを思案しているようだった。

「キアラ！　動かないで。僕が行く」

　ローデリアスはそう声を掛けると、すぐに棺の上に飛び乗った。

「ローデリアス!?」

「王太子殿下……！」

　突然現れた助っ人に、二人が驚きと安あん堵どで声をあげる。

　ローデリアスはキアラを軽々と抱き抱えて助けると、棺の上から地面へと降り立った。

「大丈夫？」

「ええ……でも」

　あなたこそ、大丈夫？

　そう尋ねようとしたキアラは、彼の青い顔を見てその言葉を飲み込んだ。

　大丈夫ではないのだ。それでも、悲鳴を聞いて助けに来てくれた。

「よかった……怪我はない？　猫は僕が助けるから、ここにいてね」

　確認するようにキアラの髪を撫で、安心させるように額にキスをする。

　それからキアラをカロレッタへ任せると、ローデリアスはもう一度棺の上へ登って、今度は子猫に手を伸ばした。

　首根っこを掴つかむと、猫は意外なほどあっさりと捕まってくれる。

「おまえ……イタズラも程々にしろよ」

　ローデリアスが囁くと、猫はミャーミャーと訴えるように鳴いた。

「わかった、わかったって。今度また魚をやるから。今日はやらなくて悪かったね」

　まったく、調子のいい猫だ。

　キアラのところへ戻ると、子猫は彼女の腕の中に収まった。どうやら彼女には懐いているらしい。

「よかった。私を追いかけて入ってきてしまったのね」

　猫はキアラの細い指にくすぐられ、気持ちよさそうに喉を鳴らしている。

「……それで、殿下はなぜこちらに？」

「あー……」

　キアラの疑問の矛先が自分へ向き、ローデリアスは言葉に詰まった。

　聞かれるのはわかっていた。誤魔化しても、フェズにああ言ってしまったからにはもう意味がない。

「この子と同じだよ。君を追いかけて」

「えっ？」

「君の護衛騎士と、ここへ来るのを知ったから……それで」

「あ……」

　恥ずかしそうに視線をそらしたローデリアスに、その言葉の意味を理解する。

「もしかして、心配してくださったの？」

「……いや……まあ、そう、かな」

「嬉しいわ」

　キアラはにんまりと笑って、彼にそっと身を寄せた。

　それから少しだけ背伸びして、その耳元へ囁く。

「ごめんなさい。私、殿下はこういう場所がお嫌いだと思って、内緒にしていたの」

「へ!?」

「怖いところ。苦手でしょう？」

　ずばり秘密を見抜いた言葉に、ローデリアスがぎょっとする。

「なぜそれを──」

　そう言いかけた時、ビカッと視界が光ったかと思うと、耳をつん裂くほどの轟ごう音おんが鳴り響いた。

「きゃぁっ！」

「うひゃあ！」

　ゴロゴロと唸るような音と共に、空気がビリビリと震える。

　近くに雷が落ちたのだろう。キアラは猫を抱いたまましゃがみ込む。

　ローデリアスは咄とっ嗟さにキアラとカロレッタを庇かばうように覆い被さったが、雷だとわかるとすぐに安堵の息を吐いた。

「すごい音……近くに落ちましたね」

「そうね。もう少しここで時間を潰したほうがいいかしら。どう思う、ローデリアス……ローデリアス？　殿下？　どうしたの!?」

　ローデリアスはキアラとカロレッタを守るような体制のまま、俯うつむいて動かない。その顔を覗き込めば、顔面が蒼そう白はくだった。ぶるぶると手指の先が震えている。

「安心したら……なんだか……」

　安堵して力が抜けたら、一気に血の気まで引いてしまったようだ。貧血のような状態だろうか。ふらりと体が倒れそうになり、二人が慌てて支える。

「もう、だめ……」

「ローデリアス……っ!?」

　視界がぐらりと揺らぐ。

　そして一気に世界は暗転し、ローデリアスは意識を失った──





　　　＊






　彼が目を覚ましたのは、自室のベッドの上だった。

　あの後、墓守のカロレッタが末の王子であり婚約者のルキウスを呼んでくれて、三人で彼を運び出したのだ。そこからフェズも加わり、部屋まで運び込んだらしい。

　医者には心労と過労だと言われた。

　せっかくの新婚期間なのだから、しっかり休むようにとも。

　ルキウスには揶揄からかわれ、キアラには泣かれた。

　フェズとカロレッタには彼ら経由で謝罪をしたが、回復したらちゃんとお礼を言いに行こうと決める。

　それから、従者ゆえに怒られたであろうウードにも、なにか埋め合わせをしなければならない。




「──結局、情けない姿を大勢に見せてしまうことになったのか」

　ベッドの上で頭を抱えて羞恥に悶もだえるローデリアスに、キアラはくすくすと笑った。

　彼が霊廟や猫や雷に怯えて気絶してしまった話は、ルキウスによってやや面白おかしく吹聴された。

　けれどキアラを助けるために勇気を振り絞った話に、結局はのろけ話かとニヤニヤされる。

　それで彼らの信頼が損なわれたとは、今は思わない。

　彼らの表情を見ればそれがわかる。怯えていたのは、自分一人だったと。

　知られてしまえば、どうということはなかった。

「ロディ兄様にも、そういうところがあるんだね」

「兄も人間だったということだ」

「だねぇ」

　兄弟たちには、口々に茶化されて笑われた。けれど、その笑顔はあたたかい。

　結局は、なにもかも空回りだった。

「ねえ、ローデリアス。私にも、あなたの苦悩をわけてくれる？」

　キアラからは、彼と子猫の話を盗み聞きしていたことを打ち明けられた。

　子猫は今、ノワールと名付けられ、首に赤いリボンを結ばれている。

「僕は……ずっと、怖かったんだ。なにもかも」

　ローデリアスはベッドにあがってきたノワールを突きながら、子供の頃から持っている『恐れ』について話した。

　失敗できない。失望されたくない。愛する弟たちを危険に晒したくない。

　立派であれば、彼らを王太子にと望む声も抑えられる。

　だが、そうやって本音を隠して完璧を演じることで、逆にひどく臆病になった。

　その恐れを知られたくないがために、今度は恐れに振り回され始めた。

「あなたには、大事なものがたくさんあるのね」

　そう言って、キアラは笑う。

「だから怖がりなのよ。なにも恥じることはないわ」

　彼女の屈託のない笑顔が、ローデリアスの心に春風のように吹き抜けた。




　──春のようであれ。

　春というのは、冬からの目覚めが常につきまとう。

　手放しの幸せではない。苦労の末の芽吹きだからこそ尊いのだと、教えてくれたのは。……それは、先生だった。

　怯えなさい。そして、守りなさい。

　大事なものを譲ってはならない。譲れないものを持ちなさい。

　どうあってもそれだけは、大切にすると誓いなさい。

　そして、奪われることにきちんと怯え、備えなさい。

　そうしてようやく人々は、春という安寧を謳おう歌かしてきたのだから──。




「大丈夫、この秘密は守るわ」

　キアラは唇に人差し指を当てて、悪戯っぽく笑う。

「だから秘密の共有者である私には、なんでも言って。そして、私の前では情けない姿も見せてくださいね」

　むしろ、見たいわ。

　そう言うキアラに、ローデリアスは笑った。一緒に笑って、やっと心からホッとひと息つく。

「今日から私たち、本物の夫婦よ。ね、ロディ？」

「ああ……そうだね。ありがとう」

　心が横に並んだような、そんな気がする。

　彼女に愛称で呼ばれるのは、くすぐったくも嬉しかった。




　その夜は、恋人として夫婦として過ごすことにした。

　王太子としての振る舞いは禁止、嘘も禁止、取り繕うのも禁止。

　教科書なんてない、思うがままに。

「君が上になって、動いてくれる？」

「いいわ。楽しそう」

　キスをして服を脱がせ合うと、ベッドに寝そべったローデリアスの上にキアラが跨った。

　下から見るキアラも綺麗だ。

　ほっそりとして白くて美しい華奢な肉体。まるで妖精か天使のようなのに、豊かな胸の頂はもう赤く色づいて、誘うように尖って上を向いている。

　まだ何もしていないのに、眺めているだけでローデリアスの熱が一部に集まってくる。大きく硬くなったそれをキアラがまじまじと見つめ、そっと手を添えた。

「ねえ、触ってもいい？」

「……っ、ああ」

　指先で触れられただけで、ローデリアスの息があがる。

　自分の手で喘ぐ彼を見るのが嬉しくて、キアラは剛直をそっと包むように握ると、上下に扱きはじめた。

「あ……っ、う……」

「ロディ、どう？　気持ちいい？」

「ん……っ」

　細い指が竿さおを擦りあげるたび、ローデリアスの体がビクビクと小刻みに震える。先端からは透明な汁が溢れて、声が漏れ出た。

　ローデリアスはまるで女の子のようにシーツを握り締め、唇を噛んで快感に耐えている。

「どうしよう。すごくかわいいのね、ロディ」

　キアラは片手で彼のものを扱きながら、弓なりになった体に口づけた。彼の胸の小さな乳首に舌を這わせると、ハッとしたように息を呑んで身を捩る。

「だ……っ、キアラ、くすぐっ……たぃ」

　顔を真っ赤にして感じている姿が愛おしくて、キアラの愛撫にますます力が入る。

　乳首を甘噛みしながら、下から絞りあげるように手を動かす。射精感を煽るように擦ると、ローデリアスが泣きそうな声で喘ぎながら嫌がった。

「ん、ぁ……っ、出る、待って、だめだ……って！」

「あっ」

　ガバリと身を起こし、キアラの手を押さえて無理やり引き剥がす。

　甘噛みしていた乳首は赤く腫れあがって、肉棒はビクビクと脈打ちながら先端を濡らしている。もう少し続けたら、問答無用で射精していた。

　ローデリアスは泣きそうな顔で、荒く息を吐く。

「い、挿れたく、ないの……？」

「挿れたい……」

　言われて、キアラは自分がソレを受け入れるところを想像する。足の間でとろりと蜜が溢れた。

「じゃあ、これ以上はだめ。解すから、触らせて？」

「必要ないかも」

　ローデリアスの指がキアラの股に触れると、そこはすでにぐっしょりと濡れそぼっている。

「……触ってるだけで感じちゃった？」

「だって、ロディがすごくかわいかったんだもの」

　恥ずかしそうに告げるキアラに微笑んで、キスをしながら指を蜜口に這わせた。何度も往復して潤いを纏わせ、肉芽を優しく弾く。

　ビクッと体を震わせたキアラを抱きしめながら、ローデリアスは後ろ向きにベッドへ倒れ込んだ。

　再びキアラが押し倒す形になる。けれど、今責められているのはキアラの方だ。

「あっ、ゃん……ロディ、あぁ……っ」

　ぐちゅぐちゅと浅く掻き混ぜられ、たまに肉芽を弾かれて、キアラの腰が逃げるように浮きあがる。体ごと前の方へずれていくと、ローデリアスの顔の上に胸を押し付ける格好になった。

　彼の唇に胸の先端が触れた瞬間、パクリと咥くわえられてちゅうちゅうと強く吸われはじめる。

「ひゃっ……あ、ぁっ、あんっ」

　胸への愛あい撫ぶに弱いキアラが、背を反らして喘ぐ。

　ローデリアスは乳房を口で愛撫しながら、蜜口を指で広げて自身の腰を持ちあげた。

　入り口にまるみを帯びた剛直の先を押し当てると、助走をつけるように数回擦りつける。

　ぐ、とわずかな抵抗を感じた後、柔らかな媚び肉にくを押し退けてローデリアスがキアラの中へ押し入っていく。

　腰を掴まれて強制的に体を押し戻され、胸から唇がちゅぱっと音を立てて離れる。

「ん、んんぁ……っ」

　奥までずぷりと挿入され、キアラが大きく嬌声をあげた。

　ローデリアスのものを根元まで咥え込んだまま、彼の腹の上に座ってビクビクと体を震わせる。

「そんなに欲しかった？　なか、トロットロで、絡みついてきて、すごいよ……」

「イッ……、あ、あぁ……ん……」

　絶頂の余韻で、キアラはうまく返事ができない。

　それをいいことに、ローデリアスはキアラの両脚を開かせて結合部を曝け出した。

「イッてるとこ、もっと見せて」

「や……っ」

　ヒクつく恥部を覗かれて、出し入れする男性器を見せつけられ、キアラの顔に血がのぼる。

　だが、抵抗しようにも体に力が入らない。

　ローデリアスにいいように突きあげられ、彼の腹の上で踊るように身を揺らした。

「やっ、だ……みちゃ、やっ、あ！」

　胸を揺らして、髪を振り乱して喘ぐ姿を、ローデリアスがじっと見つめてくる。

　欲に濡れた深い青の瞳がキアラの体を這うようになぞるたび、恥じらいながらも興奮していく自分に気付く。

　後ろに片手をついて、わざと胸を反らして扇状的な格好をした。大きく足を開いて煽ると、ローデリアスの突きあげが速く激しくなっていく。

「……っ、キアラ、キアラ……っ！」

「あ、あ、きて……ロディ……！」

　キアラの膣がきつくローデリアスを締めあげる。

　彼女がビクリと震えたのと同時、体内に熱いものが注ぎ込まれた。キアラの中は、それを絞るように脈動する。

「は……っ、まって、んん、まだ……っ」

　ローデリアスが唸って、何度も激しく体を痙攣させた。

　しばらく収まらない様子で、キアラの腰を押さえつけたまま余裕のない呼吸を繰り返す。

　そしてやっとのことで落ち着くと、キアラを自分の方へ引き寄せ、無茶苦茶に乱暴なキスをした。

　彼の興奮がそのまま伝わってくるようで、キアラはなんだか嬉しくなる。

「ん……っ、ロディ、ロディ、愛してるわ」

「僕も……愛してるよ、キアラ」

　汗だくのまま抱き合って、今度は優しく甘いキスをする。

　唇を離して額をくっつけると、キアラが嬉しそうに微笑んだ。

「すごくかわいかったわ」

「……それは、ちょっと複雑な感想だな」

　可愛いのは妻だけでいいのでは。そう思うが、キアラは何度もローデリアスを可愛いと褒めてくる。

　秘密の共有者になった彼女は、以前よりも強気だ。完全に尻に敷かれた感がある。

「君には一生、頭があがらないかも」

「もちろん、それも私の策略のうちよ」

　ヘリンデアとウェネリスの、永遠の友好のためのね。

　そう言って笑うキアラは輝くようで、愛される喜びに満ちていた。







　──それから数年。

　父である国王が地位を譲り、ローデリアスは新たな王になった。

　彼の本当の性格は相変わらずだったけれど、それを知る者たちが彼を支え、導いた。

「僕はこわがりでいい。君が本当の僕を知っていてくれるなら、その秘密が僕を強くする」

　確かにローデリアスは、キアラのおかげで強くなれたのだ。

　失う恐れを知っているから、一瞬で過ぎゆく春を愛でられる。

「僕は臆病なまま王位を継ぎ、ウェネリスを統治してみせるよ」

　その言葉通り、ローデリアスは賢く優しい王になった。

　美しく溌はつ剌らつとした妻と、たくさんの子供たち。

　仲の良い兄弟とその家族。

　彼の治世は、終始穏やかな春風のようだったという。









後日談　紡いでいく幸せ












　ローデリアスとキアラの結婚式からちょうど一年。ウェネリス王国に再び春が巡ってきた。

　四人の王子たちにとって、ここ一年は特に思い出深い年だった。

　第二王子のシャルルは、長年の想い人である護衛騎士ネルとようやく結ばれた。王宮内では二人の仲睦まじい姿をあちこちで見かける。

　第三王子のカインは、フォーセンの姫と婚約し互いの国を行き来しながら愛を深めている最中だ。

　第四王子のルキウスは、ようやく自分の順番が回ってきたと、婚約者となったカロレッタと一刻も早く結婚するため、あれこれ手を回している。

　皆それぞれの幸せを謳歌していた。

　そして、第一王子である王太子ローデリアスはというと──。

「キアラ、寒くない？」

　ソファでくつろぎながら編み物をしているキアラの足元に、ローデリアスがそっと膝掛けを掛ける。

「ありがとう、ロディ」

　キアラは顔をあげ、優しい夫に微笑みながらそれをお腹の上まで引き上げた。

　春先の空気はまだ冷たく足が冷えるというのもあるが、ローデリアスが膝掛けを渡したのはキアラのお腹を冷やさないためだ。

　ゆったりとした締め付けのないドレスを着たキアラのお腹は、大きく膨らんでいる。そこには、新しい命が宿っていた。

　春に結婚式を挙げてから蜜月の日々が半年ほど続いたあと、キアラに月のものが来ていないことに気づき、妊娠が判明したのだ。

　心配性のローデリアスは、最初こそ喜びと共に慌てふためき、女神に祈ったりしていた。だがそれも落ち着いた今は、暇さえあれば政務を抜け出し様子を窺いに来る。

「今日はなにを編んでいるの？」

「手袋よ。見て、小さいでしょう」

　体調が落ち着いてからは、キアラは我が子のために靴下や涎よだれかけを製作している。赤子が寝ている間に顔を引っかかないようにするための手袋は、大人の手のひらにすっぽり収まってしまうくらいに小さい。

　それをローデリアスに差し出してみせると、彼は「こんなに小さいのか……」と愛おしげに目を細めた。

　噛み締めるような口調に、キアラはくすりと笑う。

「どんな子が生まれてくるかしら？」

「元気ならそれでいいよ。ただ、僕の手に負える子だと嬉しいんだけど」

「心配しなくても、あなたは良い父親になれるわ、ロディ」

「……そうだといいな」

　まだ良い夫になれているかも自信がないけど。

　そう言うと、キアラは「良い夫なのは私が保証するわ！」と胸を張る。

「ありがとう」

　優しく寛大な妻に微笑んで、ローデリアスは彼女の額にそっと口づけを落とした。

　互いへの愛がますます深まっていく。それを確認するように、じっと見つめあって視線を絡めた、その時。

「殿下！　またキアラ様のところにいらっしゃったのですね！」

　扉を開けて、ローデリアスの補佐官であるウードが飛び込んできた。

「……チッ、見つかったか」

　どうやら仕事中に抜け出してきたようだ。

　ローデリアスの舌打ちが聞こえたのか、ウードは半目で「戻りますよ」と呆れたように促す。

「ごめんよ、行かなきゃ。いつまでも君たちのそばに居たいのだけど」

　心底名残惜しそうに言って、ローデリアスがキアラの頭を撫でてくる。

　キアラは笑って彼を見上げながら囁いた。

「ええ。がんばってね、パパ」

「パ……！」

　途端、ローデリアスの頬が朱に染まる。

「が、がんばるよ」

　嬉しそうに頷くと、彼はキアラの腹を愛おしげに優しく撫で、ますます離れがたそうな顔をしながらウードに引き摺ずられて去っていった。

「……ふふっ」

「からかって楽しんでおられますね？」

　口元を隠してこっそりと笑うキアラに、後ろで控えていた侍女のエマがチクリと苦言を呈する。

「あら、誤解よ。旦那様を激励しただけ」

「……まあ」

　エマの呆れ声を知らんふりして、キアラは手元の作業に戻る。

　と、ふいにお腹の内側から、ドンと衝撃が響いた。

「あ、動いたわ！」

　最近、時々こうして腹を蹴り上げられるのだ。

　キアラはパッとエマと顔を見合わせ、嬉しそうに微笑む。

「だけど、またロディのいない時ね」

　胎動は大体がエマといる時で、未だローデリアスはその場にいないのが残念だ。

　お腹の中に確かに存在を感じられる、この喜びを彼とも共有したいのだが。

「そのうち、きっと殿下の前でも元気に動きますわ」

「そうね」

　エマの言葉に頷き、彼女の入れてくれたお茶を飲む。

　妊婦にも優しいハーブティにホッと息を吐きながら、キアラはもぞもぞと動く腹を撫でた。

（大きくなったわ……）

　元気が良くて、順調に育っている。とても喜ばしいことだ。

　けれどキアラは、エマに気づかれないようそっとため息をこぼす。

　喜びの裏で、誰にも言えない不安が募っていた。

　膝掛けの上に置いた手袋は小さい。小さいが、その大きさの赤子が自分の中にいると思うと、ずいぶん大きく感じる。

（出産って、やっぱり痛いのよね？）

　昔から、痛いことは苦手だ。大きな喜びのためとはいえ、かなりの覚悟がいる。

　そして生まれてからも、どんなことがあるのか考えるだけで不安になってしまう。

　ちゃんと育てられるのか。いい子に育つのか。傷つけてしまわないか。

　初めてのことで、想像もできないことばかり。

（……いけない、いけない）

　自分がこんなに臆病だったなんて。夫を笑えない。

　あまり考えては胎教に悪いと、キアラは自分を落ち着けるように静かに深呼吸を繰り返した。




　エマと他愛のない話をしながら編み物を終え、少し散歩をして部屋へ戻ってくる。

　ソファに座っていると、午後の柔らかい日差しにうとうとした。

「少し休まれますか」

「うん……そうするわ」

　エマの言葉に甘えて、夕食までベッドで休ませてもらうことにする。

　毛布に包まると、どこから入ったのかすっかり成猫になった黒猫のノワールが、枕元にやってきて一緒に丸くなった。

「あなたもお昼寝？」

　撫でてやると、ニャア、と返事のように鳴いて目を細める。

「キアラ様。私は用事がありますので、少し外しますね。何かあれば外の者に」

「わかったわ。ありがとう」

　エマがカーテンを引きながらそう言って、部屋を出ていく。静寂が訪れ、ノワールの穏やかな寝息だけが室内に響いた。

　キアラも途端に眠くなって、夢の中に入りかける。

　その時、ドンッ、とまたお腹に衝撃があり、キアラはたちまち現実に引き戻された。

（あ、また動いてる）

　今日はなんだか元気だ。ドン、ドン、とリズムを刻むようにお腹を蹴られて、少し痛いが微笑ましい気持ちになる。

（なあに？　どうしたの？）

　ご機嫌なのだろうか。動く赤子をあやすようにお腹を撫でてみる。

　だが、呑気にしていたのも束の間、胎動は止まらなかった。

（大丈夫かしら？　大丈夫よね？）

　ただ動いているだけだが、それが長く続いていると不安になってくる。

（よしよし、どうしたの？）

　もしかして、自分がさっき色々と考えてしまったことが伝わって、怒っているのだろうか。

　それとも、ちょっとお散歩が長すぎた？

　どうしたらいいのかわからない。こんなことで、誰かを呼んでもいいのだろうか。

　キアラは起き上がって、オロオロとお腹を撫で続けた。

（どうしよう。どうしよう？）

　──その時、扉の方からニャーンというノワールの声と誰かの足音が聞こえた。

　ハッと顔をあげると、薄く開いていた扉が開け放たれる。

「キアラ、起きてる？」

　そこに現れたのは、いつの間にかいなくなっていたノワールを抱えたローデリアスだった。

　どうやら狼狽うろたえるキアラを見て、ノワールが彼を呼びに行ってくれたらしい。

「あ、ロディ……！」

　その顔を見た瞬間、安堵からか涙が溢れだした。

「キアラ！　どうした？」

　驚いて慌てて駆け寄ってきたローデリアスが、ベッドの縁に座って顔を覗き込む。

　いつも明るく朗らかな彼女が涙を流すのは珍しい。

「赤ちゃん……お腹、蹴ってるの……」

「え？　……ほんとだ！　すごい、わかるよ」

　キアラの腹に手を当てると、中から押されているのが伝わる。話には聞いていたが、なかなか遭遇できずにもどかしい思いをしていたローデリアスは、感動して微笑んだ。

　だが、キアラは不安そうな声を出す。

「もう、ずっと……ずっととまらなくて」

「それって悪いことなの？」

「わからないわ……」

　首を振って顔を歪ゆがめたキアラを見て、ローデリアスはすぐに立ち上がった。

「念のため医師を呼んでくる。大丈夫、何も心配ないよ」

　そう言うと、廊下にいる使用人に声をかけて戻ってくる。

　臆病だったはずの夫の頼もしい態度にホッとして、キアラはまたポロリと涙をこぼした。







「大変お元気な様子ですな」

　王宮に常駐している医師に診てもらうと、彼は開口一番そう言った。

　わかっていたことだが、キアラは胸を撫で下ろす。

　お腹の方も、診てもらっている間に落ち着いた。

「将来はダンスが得意かもしれませんぞ」

　老齢の医師はそんな冗談で場を和ませる。

「すぐに来てくれてありがとう」

「なに、妃殿下のためでしたら。いつでもお呼びください」

　そう言うと、医師は礼をして部屋をあとにする。

　今度は安心から泣いているキアラの肩を抱き、ローデリアスは使用人たちを下がらせた。

　ふたりきりになると、キアラが申し訳なさそうに夫を見つめる。

「ごめんなさい。びっくりして、騒いでしまって」

「君が安心するのが一番だよ。気にしなくていい」

　いつになく気弱なキアラに、ローデリアスは優しく笑いかけた。

「大丈夫かい？」

「……変ね。安心したのに、涙が止まらないの」

　今まで押し込めていた不安が溢れ出してしまったように、彼女はまだ大粒の涙を流している。

「君がこんなに泣くなんて、初めてだね」

　キアラは今まで、滅多に弱音を吐いたことがない。自分のために泣いたことも。

　飛び上がるほどの喜びや幸せは、どこか不安と似ている。心も体も揺れ動いて、きっと平常ではないのだ。

　ローデリアスは彼女の濡れた頬にキスしながら、背中や肩を優しくさする。

「ごめんね。僕が頼りなかったせいだ」

「違うわ……あなたは何も悪くないの」

　キアラは夫の胸に顔を埋め、ゆっくりと首を振った。

　彼にも不安はあったはずだ。だが、その不安と同じだけの準備をしていたのを、キアラはちゃんと知っていた。

　さっきの医者だって、彼が呼び寄せた評判の名医だ。

　ウェネリスには魔法もある。キアラにもしものことがあった時にはすぐに対処できるよう、治癒の力のある者も交代で常駐させている。

　でも、自分はどうだろう。

　出口のない言葉を紡いでも、いたずらに心配させるだけだからと不安から目を背けて。挙句、一人で爆発してしまった。

「ロディ……私ね、産むのがちょっとだけこわいわ。すごく痛いだろうし、もしかしたら死んじゃうかもって」

「キアラ……」

　勇気を出してそう口にすると、ローデリアスは気遣わしげな視線を向けてキアラの手を握ってくる。

「大丈夫、僕がついてるよ。万全を尽くすし、もし君が呼んだら、いつだってそばに行けるよう準備しておく」

　いつになく力強い言葉と熱い手のひらに、ローデリアスの本気が窺えた。

　彼はきっと、呼べば本当に来てくれる。一緒に悩んでくれる。

　そう思えて、キアラの心が解れていく。ひとりじゃないのだと。

「そばに来たら、気絶しないかしら？」

「し、しないよ……たぶん」

　くすりと笑って答えたキアラに、ローデリアスは自信なさげな顔をする。それが可愛くて愛おしくて、キアラは微笑む。

「キアラ、ずっとそばにいるから……何もできなくても、君が望むなら片時も離れないと誓うよ」

　やっと涙を止めて安堵した顔を見せたキアラに、ローデリアスが真剣に告げた。

「あなたが居てくれるなら、安心できるわ。扉の外でいいから、そばにいてね」

「ああ」

「ロディ、ありがとう。あなたは本当に、誰よりも強くて格好いいわ！」

　どんなにこわくて震えていても、立ち向かっていくのだから。

　心の底から尊敬の眼差しを向けると、ローデリアスは照れたように笑う。

「キアラがいてくれるからだよ」

　くすぐったそうに言って、キアラの耳元に囁く。

「君が好きだ」

「私もよ」

　そうして見つめ合い、柔らかい口づけを交わした。

　唇だけを触れ合わせる、優しいキス。けれど今のキアラはそれだけでは足りなくて、身を乗り出して舌を突き出す。

　と、ローデリアスが慌てたように身を引いた。

「ま、待って。そんなキスいけない」

「どうして？」

「だって……」

　お腹に障る。そう言いたげに視線を彷徨わせると、キアラは首を振って笑った。

「お医者様は、大丈夫だって言っていたわ」

「医者が？　キスしていいって？」

「そうよ。ちょっとくらいなら、こういうことだって構わないって」

「……っ！」

　キアラの指先が、するりと滑ってローデリアスの足の間を辿る。ツンと雄の部分に触れられると、彼のモノはビクリと激しく反応した。

「だ、だめ、だ！　……って、んん……」

「あら……あら？」

　ちょっと触っただけなのに、たちまち大きくなる。

　スリスリと指先で撫でているだけなのに、よほど気持ちがいいらしい。声を殺して喘ぎだす夫に、キアラは楽しくなってくる。

「ひ、久しぶりすぎて……いや、なんだか……ひとりでは、そんな気にならなく、て……はぁっ」

　悩ましい声とため息を堪えようと片手で口元を覆うローデリアスに、キアラは薄く笑った。

「このまま、手でしましょうか」

「な……っ、んぁ……！」

　言うや否や、ズボンの紐を解いて彼の剛直を取り出し、直接触れてやる。

　よほど溜まっていたのだろう。握っただけで、ぬるぬると溢れ出した先走りがキアラの細い指を濡らした。

「ふ……ぅ、うう……、キアラ……」

「ロディ……」

　羞恥からか涙目になる夫があまりにも可愛くて、あちこちにキスしながら手を速める。

「……っく、ぁ、もう、でる……！」

　やがてローデリアスはそう呟くと、キアラの手の上に自身の手のひらを重ねて先端を覆い、あっけなく白濁を吐き出した。




「ごめん、本当にごめん！」

　バタバタと後片付けをしながらローデリアスが謝ると、彼に手を綺麗に拭かれたキアラが微笑む。

「いいの。あなたの可愛い姿を見たら、私もムラムラしてきちゃったし」

　はぁ、と熱いため息を吐く。そんなキアラに、彼は真剣な顔で首を振った。

「……君は我慢して」

「するわ。でも生まれたら、たくさんご褒美をちょうだいね？」

　おねだりをする妻に、ローデリアスは苦笑しながら頷く。

「あなたのキスと、気持ちいいこともそうだし、美味しいものもいっぱい食べたいわ。お腹が苦しくてあまり食べられないんですもの」

「君の好物を用意するよ。ヘリンデアの料理人を呼ぼうか」

「ほんと？」

　キアラの脳裏に、好物の数々がパッと思い浮かぶ。

「産むのが楽しみになってきたわ！」

「君って本当に……」

　悩みを打ち明けてすっかり元気を取り戻したキアラは、すっきりとしていて、眩しいくらいだ。

「なあに？」

「……いや、本当に逞たくましくて可愛いと思って。結婚したのが君でよかった」

「私もよ。ロディでよかった！」

　目を細めるローデリアスに、キアラは同意してちゅっとキスをする。

　こうやって寄り添って、ひとつひとつの不安を乗り越えていこう。

　一緒に歩いていくのだ。夫婦として、家族として、王族として。





　　　＊






　それから季節は夏になり、キアラは無事、可愛らしい王子を産んだ。

　ローデリアスが恐る恐る生まれたばかりの王子に触れると、ふにゃりとした小さな手が、ぎゅっと彼の人差し指を握る。

　柔らかくて、あたたかい。

　その命の愛おしさに、自然と涙が滲んだ。

　この子がやがて目を開き、笑い、歩き出し、目の届かない場所へ走り出す。困難にぶつかって、転んだり、傷ついたりしながら大きくなっていく。

　それがローデリアスとキアラ、そしてウェネリスの新しい第一歩になる。

　そうして紡がれていく未来へ、二人は思いを馳はせた。









あとがき











　このたびは、『シークレットガーデン　四人の王子は秘密の恋に溺れる』をお読みいただきありがとうございます。

　こちらの作品は元々、私たち（紺原つむぎ、藤原いつか、七篠りこ、まるぶち銀河）四人の作家で作った同人誌でした。それを、ありがたいことに再編集して配信していただける機会に恵まれました。

　今作はウェネリスという王国を舞台に、四兄弟の王子たちがそれぞれの最愛の人と結ばれるお話です。

　収録されています四作品は、異なるヒーロー・ヒロインが主人公の独立した物語ですが、世界設定が共通していたり、別のお話の登場人物たちが顔を出したりと、読み進めるほどに楽しい作りになっていると思います。私たちもお互いの作品が大好きなので、友情出演部分はとくに楽しんで書きました。

　四人の王子たちの恋、みなさまにも楽しんでいただければ幸いです！

　またアンソロジー第二弾も決まっています！　そちらも魅力的なキャラクターがたくさん出てくるので、ぜひお手にとっていただければ嬉しいです！

　最後になりましたが、作品に携わってくださった編集様、デザイナー様に深くお礼申し上げます。

　それでは、また四人のアンソロジー、もしくは別のお話でお会いできることを祈って。








シークレット・ガーデン


四人の王子は秘密の恋に溺れる
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